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　プロローグ







〝デスゲーム〟という言葉を知っているだろうか。

　勝てば〝巨きよ万まんの富〟とも言えるような報ほう奨しようが与あたえられ、負ければ〝命〟を含ふくめた全てを失う──文字通り〝命いのち懸がけ〟でプレイする非合法なゲームのことだ。

　映画など、創作物内では、時折耳にすることもあるこのデスゲームだが、実際、裏の世界では、今も日常的に行われているという。

　もちろん普ふ通つうに生活していれば、一生関わり合いのない話で終わるのだが、なんの因果か、彼らはこれに巻き込まれてしまった。

　いや、彼らだけではない。

　あの日、意識直リンク型のＭＭＯＲＰＧ──《サバイバルアーツ・オンライン》にログインしていた全てのプレイヤーたちが、このデスゲームへと、強制的に参加させられてしまったのである。

　クリア条件は至って単純──モンスターを倒たおして指定されたアイテムを作ること。

　報奨は現実世界への帰き還かん──ただし途と中ちゆうで死ねば、現実世界の自分も死ぬ。




　そう──〝死んでしまう〟のだ。




　現に〝馬ば鹿か馬鹿しい〟と一いつ蹴しゆうし、必ず戻もどることを約束して、自ら死を選んだ者たちは、誰だれ一人ひとりとして戻っては来なかった。

　同じくモンスターに殺された者たちも、だ。

　どんな理由であれ、一度ライフを〝０〟にしてしまった者たちは、例外なく二度と現れることはなかったのである。




　──まるで本当に死んでしまったかのように。




　だがそれでも、彼らはこの理り不ふ尽じんな運命に立ち向かい続けなければならなかった。

　現実世界には、今も彼らの帰還を心待ちにしている、大切な人たちが大勢いるからだ。

「うおおおおおおおおおおおおおおおおおっ！」

　だから彼──ヒュームの大たい剣けん使いもまた、剣を振ふるい続ける。

『グオオオオオオオオオオオオオオオオッ！』

　相対するのは、体長一〇メートルはあろうかという、大型の肉食モンスター──〝レックザウラー〟だ。

　巨大な蜘く蛛もの身体からだに、ティラノサウルスの頭部がくっついているような感じの、ボスクラスなモンスター──それがこの〝レックザウラー〟である。

　粘ねん着ちやく性の高い糸状の物質で全身を覆おおい、八本の手足で大地を削けずりながら、その大おお顎あごで立ちはだかる全てのものを嚙かみ砕くだく──そんな凶きよう悪あくかつおどろおどろしい化け物を前にしても、彼ら《サバーツ解放戦線》の面々は、一切怖おじ気けづくことなく、これと対たい峙じしていた。

　何な故ぜなら、こいつを倒すことさえ出来れば、その遺い骸がいから、新たなる装備を作ることが出来、そうすれば、さらに先のフィールドへと進め──また一つ〝ログアウト〟というゴールに近づくことが出来るからだ。

「今だ！」

「おう！　食らえ──〝シールドバッシュ〟！」

　──ガンッ！

『ギガアッ!?』

　大おお盾たて持ちの男性ドワーフが放った、峻しゆん烈れつな盾の殴おう打だが、レックザウラーを一いつ瞬しゆん怯ひるませる。

「──〝バーステッドクロー〟！」

　その隙すきを逃のがさず、鉤かぎ爪づめを装備したビーストの男性が、瞬速の連撃を見み舞まった。

『ガアアアアアアアアアアアアアアアッ！』

「──うわあっ!?」

　しかし相手はボスクラスのモンスター──この程度の攻こう撃げきなど、まったく意に介かいさず、逆にビーストの男性を、腕うでの一振りで薙なぎ飛ばした。

「大だい丈じよう夫ぶか!?　くそっ、やはり三人でレックザウラーはキツいか……っ。仕方ない！　ここは一いつ旦たん引くぞ！　俺がやつの注意を引きつけるから、その隙に──ぐわあっ!?」

「「リーダー!?」」

　指示を出そうとしていたヒュームの男性が、レックザウラーの放った糸に、身体を拘こう束そくされる。

「ぐ、うっ!?　く、くそ……動けない……っ」

　もがけばもがくほどに糸が絡からみつき、男性の動きを封ふうじていく。

『グルゥ……』

　そんな彼にゆっくりと大顎を広げ、よだれを垂らしながらレックザウラーが近づく。

「くっ、リーダーはやらせねえ！」

　仲間の窮きゆう地ちに、ドワーフの男性が自じ慢まんの斧おのを振り上げて飛びかかろうとするが、




「──馬鹿野や郎ろう!?　俺のことはいいから早く逃にげろ!?」




「「──なっ!?」」

　ヒュームの男性にそう一いつ喝かつされ、地に膝ひざを突ついていたビーストの男性ともども、驚きよう愕がくに目を見開いてしまった。

　彼はあんな状じよう況きように置かれているにもかかわらず、自らの命を犠ぎ牲せいにしてまで、仲間たちを逃がそうとしていたのだ。

　そんな彼を見捨てることなど──一体誰に出来ようか。

　少なくとも、今までともに戦ってきた二人には出来なかった。

「「──っ！」」

　だから彼らは男性の命令を無視し、自らの得物をぎゅっと握にぎり締しめ、臨戦態勢を取った。

「……お前たち、どうして……」

　信じられないものでも見ているかのような顔の男性に、二人はふっと相好を崩くずして言う。

「そんなの決まってんだろ？」

「そうさ。俺たちは〝仲間〟だ。死ぬ時は一いつ緒しよだぜ？」

「ぐっ……お前たち……」

　堪たまらず涙なみだぐむ男性に、二人は微笑ほほえみ──頷うなずく。

　そう──覚かく悟ごは決まったのだ。

　ならば後はもう全力で──ただ悔くいのないように突っ走るのみ！

「「──うおおおおおおおおおおおおおおおおおっっ!!」」

　命の炎ほのおを燃やさんばかりに雄お叫たけびを上げ、二人は男性を救うために地を蹴けった。

　と。




「──い～しや～きいも～……うおぃもっ！」




「「──どべっへぇ!?」」

　突とつ如じよ聞こえた焼きいも屋らしき掛かけ声に、二人は揃そろってずっこけそうになった。

　しかも、何やら焼きいもの甘い香かおりまで漂ただよってくるではないか。

　どういうことだと目を凝こらせば、レックザウラーの背後で、胸の大きな一人の少女が、地面に置かれた落ち葉溜だまりを、ぱたぱたとうちわで扇あおいでいた。

　色素の薄うすい金きん髪ぱつの、エルフアバターの少女である。

　落ち葉からは煙けむりが上がっており、どうやらあれが甘い匂においの正体だったようだ。

「ほらほら、美お味いしいおいもですよぅ～？　とっても甘いですよぅ～？」

『……グウゥ？』

　少女に促うながされたからか、それとも匂いに釣つられたからかは分からないが、レックザウラーが向きを変え、男性の下もとから離はなれていく。

「お、おいっ」

「あ、ああ……」

　呆あつ気けにとられながらも、今優先すべきことは仲間の救出である。

　少女の方へと、レックザウラーが向かい始めたことを確認した二人は、忍しのび足あしで男性の下へと近づき、彼に絡みついていた糸を解ほどきにかかる。

「ほ～ら、思いきってがぶりといっちゃいましょう～？　とっても美味しいおいもですよぅ～？」

『グルゥ……ガアッ！』

　後ろに下がった少女と入れ替かわるように、落ち葉溜まりまで到とう達たつしたレックザウラーは、未いまだに煙を立ち上らせている落ち葉の匂いを、すんすんと嗅かいだ後──大口でこれにかぶりついた。

　が。




『──ギギャアアアアアアアアアアアアアアアアアアッッ!?』




「「「──なっ!?」」」

　途と端たんに悶もん絶ぜつし始めたレックザウラーの姿に、《サバーツ解放戦線》の三人は、ぎょっと目を丸くする。

　すると、落ち葉溜まりを挟はさんだ両りよう脇わきの茂しげみから、「よーし、かかった！」「さすがあたしの薬！」「うむ、作戦通りだな」とそれぞれ男ヒューム、女ビースト、女フェアリーが現れ、エルフの少女の下へと駆かけ足で赴おもむいた。

「あ、ミナトさん！　ほらほら、見てください！　私、やりましたよぅ！」

「おう。よくやったな、ココ」

〝ココ〟というのが、エルフの子の名前らしい。

「えへへっ、じゃあ約束通り〝ぎゅっ〟てしてくださいですぅ～」

　頰ほおを朱しゆに染め、嬉うれしそうにおねだりするココに、〝ミナト〟と呼ばれた少年は、「いや……」とジト目を向けながら言った。

「そんな約束してねえだろ……」

「そ、そんなぁ!?　愛するお嫁よめさんがこんなにも頑がん張ばったというのにぃ!?」

「いや、愛する嫁って……」

　一転してうるうると涙目になったココの姿に、さすがのミナトも良心が痛んだのだろう。

「あーもう分かった分かった。頭を撫なでてやるから、今日はそれで我が慢まんな？」

「わぁい！　ミナトさん大好きですぅ！」

　──ぎゅっ。

「お、おいおい!?　お前の方が抱だきついてきてどうするんだよ!?　つーか、色々当たってるから早く離れろって!?」

「えへへぇ～、ミナトさぁ～ん♪」

　ミナトの胸元に顔をすりすりし、夢心地に浸ひたるココだったが──むんずっ。

「──きゃうっ!?」

「はいはい、甘えるのはそのくらいにしておきなさいな。あたしのパートナーが困ってるでしょ？」

　険の孕はらんだ声音でココを引き剝はがしたのは、吊つり目めで怜れい悧りな顔立ちをした、ビーストの少女だった。

「ふえぇ～!?　は、放してくださいヒノカさぁ～ん!?　私、まだ〝ミナトニウム〟を補給出来てないんですよぅ～!?」

「なんなのよ、その新元素……。っていうか、あんたはただミナトにくっつきたいだけでしょ。人前なんだし、少しは自重しなさいな」

　そうビーストの少女こと〝ヒノカ〟に注意されたココは、「うぅ、ヒノカさんのいじわるぅ～……」と膨ふくれっ面つらになっていた。

　と──ぴとっ。




「──そうだぞ、自重したまえ」




　そんな彼女らを窘たしなめたのは、寝ね惚ぼけ眼まなこが特とく徴ちよう的なフェアリーの少女だった。

「「「……」」」

　が、彼女はそう言いつつも、ミナトの側そばにぴたりと寄り添そっていた。

「……いや、お前も何をやってるんだ？　シーナ」

　当然、ミナトにそう半眼を向けられた少女──〝シーナ〟は、「いや、せっかくココが離れたので、私もイチャついてみようかなと思ったのだが……」と理由を説明するも、徐じよ々じよにその顔色が暗あん澹たんたるものへと沈しずんでいった。

「……そうか。私なりに、ちょっとしたおちゃめ心を出してみただけだったのだが、やはり私には、この程度の自由も許されてはいなかったのだな……。鬱うつだ……死のう……」

　ずーんっ、とこの世の終わりのような顔になるシーナに、ミナトは慌あわてて弁解する。

「だーっ!?　違ちがう違う!?　いきなりだったから、ちょっとびっくりしただけだって!?」

「……そうなのか？　ならば私は君にくっついていてもよいのだな？　そんなおちゃめな私を、君は受け入れてくれるのだな？」

「あ、ああ……。まあ、ほどほどにな……」

　しぶしぶ了りよう承しようしたミナトだったが、シーナはぱっと顔色を明るくさせ、「ああ、分かった！」と今度は腕を組む形で寄り添ってきた。

「ちょ、ちょっと何してるんですか!?　さっきと全然違うじゃないですか!?」

「あ、ちょっとココ!?」

　いきり立ったココがヒノカの呪じゆ縛ばくを離れ、シーナを無理矢理引き剝がしにかかるが、もちろん彼女も抗こう議ぎの声を上げた。

「お、おい、何をする!?　私だって少しくらいはいいだろう!?」

「だ、だったらもう離れればいいじゃないですかぁ!?　大体、〝正妻〟の私を差し置いて、ミナトさんと腕うでを組もうだなんて、一億と二千年くらい早いってもんですよぅ!?」

「ほう？　ならば一億飛んで二千年経たった後ならば、別段構わないと言うのだな？」

「ダメですっ！」

「何!?　話が違うぞ!?」

「あーもうっ！　あんたたちさっきからうるさいわよ!?　ほら、ミナトもなんか言ってやんなさいよ!?　元はと言えば、あんたのことで揉もめてんでしょ!?」

　そうヒノカに声を荒あららげられたミナトは、無言でつーっと指先を彼女らの背後──未だ悶絶中のレックザウラーに向けた後、呆あきれ気味に言った。

「……いや、それよりもそいつが回復する前に、さっさと《採集》を終わらせたいんだけど……」

「「「……」」」

　釣られてレックザウラーに視線を向けること数秒。

　女子たちは揃って「「「……はい」」」と面目なさそうに頷いた。

　そんな彼女らを率い、ミナトは《サバーツ解放戦線》たちの方へと駆け始める。

　ミナト、ヒノカ、シーナと続き、最後にココも、転げ回るレックザウラーに、「ごめんなさい！」と頭を下げてから、三人の後をぱたぱたと追い始めた。

「「「……」」」

　一応最初にレックザウラーと戦っていたのは、彼ら《サバーツ解放戦線》の面々である。

　大方、トドメをどちらのチームが刺さすか、そして刺した後の素材をどう分けるか──その辺りのことでも、議論しにやって来たのだろう。

　レックザウラーの素材はかなりの高値で売れるし、交こう渉しようはシビアに行かなければ……、と彼らはそう考えていたのだが、

「おう、おつかれー」

「おつかれさまー」

「うむ、おつかれだったな」

「「「……あれ？」」」

　先の三人は《サバーツ解放戦線》らの方をちらっと見つつ、その横を駆け抜ぬけていった。

「──あ、ここは危ないので、早く逃にげてくださいねっ。お疲つかれさまでしたっ」

　最さ中なか、後から来たココが、足を止め、そう言ってきたものだから、彼らとしても頷うなずくしかなく……。

「あ、ああ……」

「はい……」

「どうも……って、あ、あのー……レックザウラーは……？」

「ほえ？　別に必要ないですよ？」

「え、あ、そうなんですか……」

「はい、そうなんですっ。では失礼しますねっ」

「あ、はい……」

　再びぺこりと頭を下げたココの背を呆ぼう然ぜんと見送れば、その先で件くだんの三人が、地面に座り込みながら、周囲に生えていた草を、懸けん命めいに漁あさっている様子が窺うかがえた。

「ほらほら、時間がねえ！　さっさと集めちまうぞ！」

「分かってるわよ！　っていうか、こんなの切らさないようにするのが常識でしょ!?」

「仕方ねえだろ!?　気づいたらなかったんだよ!?」

「しかしラッキーだったな。これだけあれば、しばらく〝入にゆう浴よく剤ざい〟には困らんぞ」

「だな。それにこの〝カモミルハーブ〟は、食用にも出来るし、〝ハーブティー〟も飲み放題だぜ」

「わぁい！　じゃあ帰ったら、皆みなさんでお茶をしましょうですぅ！　もちろんミナトさんには、私特製の──〝あまあまなラブラブティー〟を淹いれて差し上げますからねっ！」

　遅おくれて合流したココも、彼らに交ざって、〝カモミルハーブ〟を《採集》し始める。

「はいはい、そりゃありがとよ。じゃあ毒味役はヒノカが頼たのむな」

「ちょ、なんであたしなのよ!?　そんなの死にたがりのシーナがやればいいでしょ!?」

「ふ、せっかくだがそれは君に譲ゆずろう。何な故ぜなら──その方が面おも白しろい気がする」

「あんたぶっ飛ばすわよ!?」

「うふふ、まったくもう皆さんったら、恥はずかしがり屋さんなんですからぁ～」

　と、そんな感じで、一行は近くにあったハーブを根こそぎ搔かっ攫さらった後、満足そうな顔で帰路へと就ついていった。

「「「……」」」

　その様子をぽかんと口を開けたまま見み据すえていた、《サバーツ解放戦線》の一同は、未いまだに悶絶しているレックザウラーの悲鳴を背に、揃そろって思う。

　え、なんなのあれ……、と。










　一章　デスゲームだけどお家を建てよう







《サバイバルアーツ・オンライン》

　それはヘッドギア型のインターフェイスを用いることで、プレイヤーの意識を直接ゲーム世界へとリンクするタイプのＭＭＯＲＰＧだ。

　広大なオープンワールドの中、多種多様なモンスターをハンティングし、素材を集めて新しい装備を作るというのが、このゲームの基本的な楽しみ方ではあるが、モンスターに乗って大空の覇は者しやとなるのも自由、水中を泳いで海底世界を堪たん能のうするのも自由と、とにかく〝自由な冒ぼう険けんが出来ること〟を大々的に銘めい打うたれた最さい新しん鋭えいのゲーム──それがこの《サバイバルアーツ・オンライン》であった。

　であったのだが……。

「くそっ、なんだってんだよ!?」

　そんな《サバイバルアーツ・オンライン》の正式稼か働どう日当日。

　およそ一万人のプレイヤー全員に、〝ゼロ〟からの《招待状》が届いた直後のこと。

　ミナトは現状が理解出来ず、一心不乱に始まりの街──《フォート》に向け、森の中を駆かけ続けていた。

「うわあああああああっ!?」

「は、早く街に……っ」

「し、死にたくない!?　死にたくないいいいいいいっ!?」

　だがそれは別段ミナトだけに限った話ではなく、彼の周囲にいたプレイヤーたち全員が、同様に焦あせり、戸と惑まどいながら懸命に足を動かし続けていた。

「た、助け──ぎゃっ!?」

「ひっ!?」

　最中、前を走っていたプレイヤーの一人が、横から突つっ込んできたモンスターに串くし刺ざしにされ、光の粒りゆう子しとなって消えた。

「な、なんなんだよちきしょう!?」

　それを見たミナトの背に怖おぞ気けが走るも、歯を食い縛しばり、とにかく前へ前へと走り続ける。

　何故こんなことになってしまったのか。

　ミナトはただ好きなゲームをやっていただけだったのに……。

「何が《招待状》だよ!?　ふざけんなちきしょう!?」

　そう、全ての始まりは、〝ゼロ〟と名乗る謎なぞの人物から、このような《招待状》が届いたのがきっかけだった。




『親愛なる冒険者諸君──ようこそ、私の世界へ。

　私の名は〝ゼロ〟──この世界の創造主だ。

　今日は諸君らに、ある〝ゲーム〟に参加して貰もらいたく、この《招待状》を送らせて貰った次し第だいである。

　もちろん諸君らに拒きよ否ひ権はない。

　何故なら、諸君らはすでにゲームの参加資格者である、〝この世界の住人〟となっているからだ。

　何、ルールは難しくない。

　ただこの世界のどこかに存在する、七体の強力なモンスターが絡からんだ高難易度クエストをクリアし、これにまつわる七つの〝素材〟を全て集めた上で、それらを最大練度まで上げたパッシブの一つで、我が宮きゆう殿でんの扉とびらを開く〝鍵かぎ〟へと作り替かえるだけだ。

　そうすれば、諸君らは晴れてこのゲームをクリアし、元の世界へと帰ることが出来るだろう。

　だが一つ〝忠告〟をしておこう。

　この世界は、あくまでも今諸君らが存在している〝現実の世界〟だ。

　当然、喜き怒ど哀あい楽らく以外の〝痛み〟や〝飢うえ〟、〝疲れ〟といった肉体的苦痛も感じるし、生きている以上、〝死〟も存在する。

　しかしただのゲームだと甘く見るなかれ。

〝死〟は人の生でただの一度限りしか訪おとずれず、死んだ者は二度と生き返ることはない。

　ゆえに、ここでの死は〝全ての世界での死〟を意味するのだ。

　頭の回転が速い諸君らのことだ──私の言わんとしていることがもう分かるであろう？

　ならばせいぜいこの世界を堪能することだ。

　諸君らにはその〝義務〟があるのだから。

　ああ、そうそう、一つ言い忘れていたが、外からの〝救きゆう援えん〟には期待しない方がいい。

　たとえ世界最さい高こう峰ほうクラスのハッカーであろうとも、私の〝防ぼう壁へき〟を突とつ破ぱすることは不可能──万が一にも破られるようなことがあれば、その瞬しゆん間かん、この世界は諸君らもろとも消しよう滅めつする仕組みになっている。

　そう──たとえ誰だれであろうとも、この世界に手を加えることは許されないのだ。

　ではご機き嫌げんよう、諸君。

　諸君らの健けん闘とうを心より祈いのっている。


ゼロ　』






　正直──意味が分からなかった。

　正式稼働日当日だし、何かしらのイベント事かと気にも留めなかったのだが、しばらくすると、ＨＵＤに赤字でプレイヤー名が表示され始めた。

　するとどうだ──そこら中から悲鳴の類たぐいが聞こえてくるではないか。

　いよいよ何かがおかしいと思い、ゲームマスターに問い合わせてみようとするも、メニュー画面からは、オプション系の項こう目もく自体が消え去っていた。




　もちろん──〝ログアウト〟の表記ともども、だ。




　後はもうご覧のとおり、プレイヤーたちは混乱し、我先にと安全地帯の〝街〟を目指して、無我夢中になっているというわけである。

　これが普ふ通つうのゲームであれば、そこまで騒さわぎ立てる必要もなかったとは思う。

　しかしこのゲームではそうもいかなかった。

　何故ならこの《サバイバルアーツ・オンライン》は、今最もポピュラーな──〝プレイヤーの意識を直接ゲーム世界へとリンクする〟タイプのゲームだったからだ。

　つまり〝ログアウト出来ない〟ということは、〝現実世界に戻もどれない〟ということと同義なのである。

　にもかかわらず、ゼロからの《招待状》にはこう書かれていた。




『──ここでの死は〝全ての世界での死〟を意味する』と。




　十中八九、〝ここで死ぬと現実世界の自分も死ぬ〟という意味であろう。

　果たしてそんなことが可能なのだろうか。

　いや、可能かどうかは問題ではない。

　事実、すでに運営への連れん絡らくが出来ず、ログアウトまで出来ない状じよう況きように陥おちいっているのだ。

　ならば現状をきちんと把は握あくするまで、迂う闊かつなことをするわけにはいかない。

「くそっ、冗じよう談だんにしても笑えねえっつーの！」

　そう悪態を吐つきつつも、ミナトは駆ける足を一切止めず、ついに森を抜ぬけることに成功する。

「よし、あと少し！」

《フォート》の外がい壁へきが見え始め、ミナトの心にも若じやつ干かんの安あん堵どが広がる。

　が。




『──グオオオオオオオオオオオオッッ!!』




「──っ!?」

　ふいに轟とどろいたモンスターの咆ほう哮こうに、再び恐きよう怖ふ心が迫せり上がってきた。

「ぎゃあああああああああああああああっ!?」

「うあああああああああっ!?　助けてえええええええええええっ!?」

『グギャアアアアアアアアアアアアアアアッッ!!』

「おいおい、マジかよ!?　この状況で〝ドッグァーラ〟はねえだろ!?」

　悲鳴に釣つられて振ふり返れば、ミナトの右後方で、中型の肉食モンスター──〝ドッグァーラ〟が、逃にげ惑うプレイヤーたちを襲おそっていた。

〝ドッグァーラ〟は、始まりの街である《フォート》近くのフィールドに生息する、四足歩行タイプの中型肉食モンスターで、β版では〝初めてのボス戦〟的な位置付けであった。

　体長は三～四メートルと個体差があり、ぱっと見は狼おおかみのような風ふう貌ぼうなのだが、全身が硬かたい甲こう羅らのようなもので覆おおわれており、〝俊しゆん敏びんさ〟というよりは、むしろ〝頑がん強きようさ〟を武器にしているモンスターだ。

　攻こう撃げき方法は主に〝突進〟と、そこから派生する〝嚙かみつき〟で、これを躱かわした後に出来る隙すきなどを狙ねらったりして倒たおすのだが、この世界に生息するモンスターのＡＩは、実際の動物をモチーフとしているらしく、何をしてくるのか分からないといった特とく徴ちようがある。

　それでも冷静な状態ならば、そこまで苦戦を強しいられるタイプのモンスターではないのだが、今は〝死んだらそれまで〟というデスゲーム的状況である。

　恐怖が先行してしまい、身体からだが思うように動かなかったのか、次々に聞こえてくるプレイヤーたちの悲鳴と、それに伴ともなって表示される赤字のプレイヤー名が、ミナトの恐怖心をことさらに煽あおっていく。

「──急げ！　ここは俺たちに任せて早く街へ！」

「──っ!?」

　だがそんな中でも、果か敢かんにモンスターへと立ち向かおうとする者たちの姿があった。

　自らの危険を顧かえりみず、率先して他のプレイヤーたちを逃がそうとする彼らの姿に、ミナトの心にも、僅わずかながら〝抗あらがわなければ〟という思いが生まれる。

　ここで襲われているプレイヤーたちを見捨てて逃げたら、人として大事なものを失ってしまうのではないか、と。

　こう見えても、ミナトは凄すさまじい倍率の抽ちゆう選せんを勝ち抜いた──〝βテスター〟である。

　テストの時も、朝から晩までほぼ毎日ログインし続けており、ゆえに今ここにいる大多数のプレイヤーたちよりも、遥はるかにこの世界での経験が豊富だったのだ。

　ならば……っ、とミナトは自身の武器である《ハンドアックス》を構え、反転してモンスターどもの方へと向かう。

　敵は先ほどプレイヤーの一人を、横から串刺しにしたやつと同じ、小型の肉食モンスター──〝イッカクコモド〟の集団だ。

　元来はこの辺りにいるようなモンスターではないのだが、どうやら誰かがヘイトを維い持じしたまま、ここまで連れてきてしまったらしい。

「う、うおおおおおおおっ！」

《ハンドアックス》を振り上げ、ミナトはぎこちなくもイッカクコモドに斬きりかかる。

『──ギャウッ!?』

　見事攻撃がヒットし、吹ふき飛んだイッカクコモドに、ミナトは「や、やった！」と喜びの声を上げるが──ブンッ！

「──ぐわっ!?」

　間かん髪はつを容いれずに別の個体の攻撃を受け、逆に弾はじき飛ばされてしまった。

「う、ぐぅ……」

　地面に仰あお向むけで倒れ込んだミナトのライフは、今ので半分ほどが削けずられていた。

『ギャギッ！』

『ギギギャッ！』

『グギャッ！』

　しかしやつらの攻撃は終わらず、三体ほどが挙こぞってミナトの方へと迫せまってくる。

「ひっ!?」

　恐怖に支配された身体は、もはや言うことを聞かず、ミナトは指一本すら動かすことが出来なかった。




　が──ズシャッ！




「──っ!?」

　迫りくるそれらを、一人のプレイヤーが、一いつ閃せんの下もとに斬り伏ふせる。

　それは精せい悍かんな顔立ちをした、ミナトと同年代くらいの少年だった。

「何をしている!?　早く逃げるんだ！」

「い、いや、俺は〝βテスター〟だから……その、一いつ緒しよに戦おうと……」

　絞しぼり出すような声でそう告げれば、少年は「……何？　君はβテスターなのか？」と顔を顰しかめた後、未いまだ腰こしを抜かしているミナトの姿を改めて見やり、こう問うてきた。

「君のパッシブは？」

「あ、ああ、《ＤＩＹ》だけど……」

　それを聞いた少年は、一言「……そうか」とだけ言った。

「ならば悪いことは言わない。他の皆みんなとともに《フォート》へ避ひ難なんしてくれ」

「なっ!?　ちょ、ま、待ってくれ!?　俺もあんたたちと一緒に戦いたいんだ！」

「その気持ちは称しよう賛さんすべきものだと思う。だが君には──いや、君の〝パッシブ〟では、この状況で戦わせることは出来ない。酷こくな言い方かもしれないが、生産系の《ＤＩＹ》では、現状足手まといにしかならないんだ」

「そ、そんな……」

　愕がく然ぜんとするミナトに、少年も心苦しそうな顔で「……すまない。どうか分かってくれ」と説得しようとするが、時同じくして、近くにいたビーストアバターの少女が彼を呼んだ。

「ちょっと!?　そんな役に立たなそうなの放っておきなさいよ!?　状況分かってんの!?」

「あ、ああ、すまない。すぐに行くから」

　少女にそう返答した後、少年は「じゃあ、君も気をつけて……」と言い残し、再び戦場へと戻っていった。

「……」

　一人その場に残されたミナトは、しばらく抜け殻がらのような面おも持もちで呆ぼう然ぜんとしていたのだが、ふいにふらりと立ち上がり、未だ戦い続けている少年らに背を向ける。

　そうして一歩、また一歩と、覚おぼ束つかない足取りで歩き始めたミナトの耳には、すでに周囲の喧けん騒そうなど、ただの一言も届いてはいなかった。




　──《ＤＩＹ》を持つミナトは足手まとい。




　先ほど少年に言われた言葉が、反はん芻すうするように、何度もミナトの脳内を駆かけ巡めぐっていく。

　確かにミナトのパッシブ──《ＤＩＹ》は、〝店で売れるほどのものではないが、なんでも作れる〟という特徴を持つ、完全な生産向きのスキルである。

　ゆえに性能も、特徴通り、《調合》や《鍛か冶じ》などの専門スキルには到とう底てい及およばず、この状況で命を預けられるほどの代しろ物ものではない。

　もし今からでも、別のパッシブに選び直すことが出来ると言うのであれば、ミナトも早々に〝足手まとい〟の烙らく印いんから解き放たれていたことだろう。

　だがこの〝パッシブ〟と呼ばれるスキルは、一度選ぶと、〝二度と選び直すことが出来ない〟という──〝固定型のスキル〟だったのである。

　それでも通常の、デスゲームではない状態であれば、たとえミナトのパッシブが生産系の《ＤＩＹ》であったとしても、笑ってパーティーを組んでくれたと思う。

　しかし今はデスゲーム──〝死ねばそれで終わり〟なのである。

　その上、この《サバイバルアーツ・オンライン》は、レベルに依い存そんしたプレイスタイルではなく、基き礎そ的なアバター能力と装備、各種スキルの組み合わせ、並びにプレイヤースキルがものを言う世界なのだ。

　そんな困こん窮きゆうした状況で、一体誰だれがこんなスキルが役に立つと、このスキルに命を預けられると言ってくれるだろうか。




　そう、今のこの世界では──誰もミナトに〝命を預けてはくれない〟のである。




「……っ」

　──〝助けたい〟と思った。

　βテスターである自分なら、きっと皆を助けられるはずだ、と。

　だがそういうわけにはいかなかった。

　スキルが脆ぜい弱じやくなミナトでは、戦せん闘とうの役には立たず、皆の足手まといにしかならないと判断されたからだ。

　その現実を前に、ミナトの自信と希望は粉々に打ち砕くだかれてしまった。

　戦闘の役には立たず、さりとて正規品や、専門スキルレベルのサポートに回ることも出来ない──正しよう真しん正しよう銘めいの役立たず。

　つまり今この世界でミナトに出来ることなど、何もありはしなかったのだ。

「……」

　ならば後はもう彼らに任せるしかないのだろう。

　だってミナトは〝足手まとい〟でしかないのだから。

「……足手まとい、か……」

　そう虚うつろな瞳ひとみで、ミナトが虚こ空くうを見上げた時のことだ。




「──いやああああああああああああああああああっっ!?」




「──っ!?」

　ぼんやりとしていた意識を正気に戻もどすかの如ごとく、女の子の悲鳴がミナトの耳じ朶だを打った。

「くそっ!?　抜ぬけられた!?」

「馬ば鹿か野や郎ろう！　だから気をつけろって言っただろ!?　ドッグァーラはヘイト管理が難しいんだよ！」

「そんなこと言ったって仕方ねえだろ!?」

「言い争いは後にしろ！　それよりも早く追うんだ！　今度はあの子たちを狙うつもりだぞ！」

　聞いた感じ、どうやらドッグァーラを討うち漏もらしたらしい。

「た、助けてくださいいいいいいいいいっ!?」

「……っ」

『グガアアアアアアアアアアアアッ！』

「きゃああああああああああああっ!?」

「……っ！」

　聞くな、と心の中では思っていたはずだったのだ。

　何も聞かなかったことにして、そのまま去れ、と。

　後はさっきのやつらがなんとかするはずだ、と。

　なのに、そのはずだったのに──。




「──なんで俺は戻ってんだよおおおおおおおおおおおおおっっ!?」




　雄お叫たけびを上げ、ミナトは地を蹴けった。

『グオオオオオオオオオオオアアアアアアアアアアッ！』

《フォート》とは真逆の──ドッグァーラの方へと向けて。

「き、君!?　やめるんだ!?」

「うわあああああああああああああっ!?」

　何も考えてなどいなかった。

　そもそも考えていたら、自ら危険を冒おかしてまで戻ろうとはしないだろう。

　そう、これはただの〝やけくそ〟だ。

〝足手まとい〟だろうがなんだろうが、そんなことは知ったことではない。

　それでも身体からだが動いてしまったのだ──もうどうにでもなれってんだ。

「ああああああああああああああああっ!?」

　暴発した感情に身を任せ、ミナトはインベントリになっている腰の革かわ袋ぶくろから、先ほど自らのパッシブスキル──《ＤＩＹ》で作っていた〝パチンコ〟を取り出し、同じく作っておいた〝火薬の詰つめ合わせ〟をセットする。

『グギャウッ！』

「──ぎゃっ!?」

　ミナトが狙ねらいをつけると同時に、フェアリーアバターの女性プレイヤーが、ドッグァーラに踏ふみつけられ、完全に泥どろにめり込んでしまった。

　ぴくりとも動いていないところを見る限り、あれはもう助からないだろう。

　また一つ、人の命が失われてしまったのだ。

『グギイイイイイイイイイイイイッ！』

「いやああああああああああああっ!?」

　しかしドッグァーラの目的は、フェアリーの方ではなく、その先にいたエルフアバターのプレイヤーだったらしい。

「た、助けてくださいいいいいいいいっ!?　し、死にたくないですうううううううっ!?」

　脇わき目めも振ふらず必死に逃にげ惑まどうのは、年とし端はもいかないような容よう貌ぼうの少女。

　どうやら先ほど聞こえた声の主は、あの幼い少女だったようだ。

　色素の薄うすいさらさらの金きん髪ぱつを振り乱し、大泣きしながら逃げるその姿に、いよいよミナトの感情が爆ばく発はつする。

「舐なめんじゃねえぞこらあっ！　〝パチンコ〟でも食らいやがれこの野郎っ！」

　ミナトが〝パチンコ〟を引く手を離はなせば、セットされていた〝火薬の詰め合わせ〟が、勢いよく飛んでいき──ドパンッ！

『──ガアッ!?』

「もう一発だこらあっ！」

　──ドパンッ！

『──ゲガアッ!?』

　二発連続で〝火薬の詰め合わせ〟を受けたドッグァーラのヘイトは、当然、ミナトへと向けられることになった。

「おらおら、どうした!?　ついてこいやおらあっ！」

『グアアアアアアアアアアッ！』

　叫さけぶと同時に駆け出したミナトの後を、ドッグァーラが猛もう然ぜんと襲おそいくる。

　ミナトが再び森に入れば、ドッグァーラも木々を薙なぎ倒たおしながら、彼の後を追ってきた。

「こっちだ！」

『グルアッ！』

　分かれ道を右に曲がれば右に、

「次はこっち！」

『ギギイッ！』

　左に曲がれば左に方向を変え、どこまでも迫せまってくるドッグァーラ。

「はあっ！」

『ガアアアアアアアアアアッ！』

　倒れた巨きよ木ぼくの下をスライディングで滑すべり込んだ直後、巨木をぶち破って顔を覗のぞかせたドッグァーラに、「どうした!?　てめえの力はそんなもんか!?」と勢いに乗ってさらに挑ちよう発はつする。

「くそったれがああああああああああああっ！」

　崖がけから大ジャンプ──からの前回り受け身で落下ダメージを減らし、回転の勢いをそのままに素早く起き上がったミナトは、再び全力でダッシュする。

　これはβ版をとにかくやり込んだミナトだからこそ知っていた、ショートカットである。

　安定して出来るようになるまで、一体何度《フォート》に死に戻りしたことか。

　それでも今はデスゲームゆえ、後しり込ごみしそうなものなのだが、そんなことを考えている余よ裕ゆうなど、ミナトにはこれっぽっちもありはしなかった。

『──グ、ギ、ギャアアアアアアアッ！』

　が、相手も怒いかりに我を忘れている、凶きよう悪あくな肉食モンスターである。

　ミナト同様、崖を飛び、落下ダメージなどなんのそのと追走してくる。

「おもしれえ！　だったら根比べだこの野郎っ！」

『グルアアアアアアアアアアアアアアアアアッ！』

　先ほどまでは、〝足手まとい〟だの〝役に立たない〟だのと言われ、抜け殻がらのようになっていたミナトだったが、走っているうちにアドレナリンが出まくったのか、今となっては、〝自や棄け〟を通り越こして〝ハイ〟になっており、それに触しよく発はつされ、ドッグァーラの怒りゲージも振り切れ状態へと突とつ入にゆうしていくことに。

　そうしてその後も、「こなくそおおおおおおおおおおおっ！」と森の中を駆かけ巡めぐり、ミナトくらいしか知らないショートカットなどを使いまくった結果──。

『……グギ……ゥ。ギュゥ……』

「はあはあ……どうだ、この野郎……」

　この地じ獄ごくのような鬼おにごっこは、ドッグァーラの方が先に根負けするという、まさかの結末を迎むかえるのだった。




「あー疲つかれた……。後、腹減った……」

　ドッグァーラを森の奥へと置いてくることに成功したミナトは、空腹で減ったスタミナゲージを切らさぬよう、注意しつつ《フォート》の近くまで戻ってくる。

　スタミナゲージを使い切ってしまうと、ゲージが回復するまで動けず、強制的に座って休きゆう憩けいしなければならないからだ。

　すでにゲージ自体は〝一〇〟と、元の一〇分の一になっており、走ってもすぐにゲージが尽つきてしまうため、ミナトはまともに走ることすら出来ずにいた。

　通常はこれを回かい避ひするため、頻ひん繁ぱんに〝食材〟を摂せつ取しゆし、ゲージの総量を維い持じしなければならないのだが、ミナトはそれを《採集》でゆっくりと補おうと考えていたので、こんな事態に陥おちいってしまったのだ。

　──ぐぅ～。

「はいはい、分かってますよー……」

　おかげで先ほどから、腹の虫がひっきりなしに鳴り続けており、心なしか、アバターの顔もげっそりしているように見えた。

　この状じよう況きようでさっきのドッグァーラに襲われたら、さすがにひとたまりもないだろうが、最後の方はいい加減うんざりしていたようなので、恐おそらくは大だい丈じよう夫ぶだろう。

　もっとも、万が一のことを考え、細心の注意を払はらい続けてはいるが……どうやらその必要もなかったらしい。

　さっきから妙みように落ち着いているのは、〝死〟に直面するという、馬ば鹿かみたいに怖こわい経験をしたため、一時的に感覚が麻ま痺ひしているからかもしれない。

　もしくは、このフィールドがβ版の時から馴な染じみ深い、〝庭〟のような場所だったからという可能性もある。

　まあこの際、どちらでも構わないのだが。

「やっと着いたぁ～……」

　ようやく《フォート》の外がい壁へきに到とう達たつし、ミナトはほっと胸を撫なで下ろす。

　振り返れば、周囲にはもう逃げ惑うプレイヤーたちの姿はなく、それらを果か敢かんに誘ゆう導どうしていた、あの少年たちの姿もなくなっていた。

「……まあ、会っても気まずいだけだしな」

　とりあえず現状の確認をするため、ミナトは人々の集まっていそうな、街中の〝広場〟へと向かおうとしたのだが、




「──あ、ありがとうございますぅ～っ！」




「──うお!?　な、なんだ!?」

　突然がばっと抱だきつかれ、何事かと事態の把は握あくに努める。

「あ、ありがとうございましたぁ～っ！」

「え、あ、えっと……お前は確か……」

　どうやらミナトの腰こし元もとにしがみついてきたのは、先ほど追われていた、エルフの少女だったらしい。

「いや、まあなんだ……。とにかく無事でよかったな」

「はい～……っ」

　と、面を上げた少女の顔は、すこぶる涙なみだと鼻水まみれだった。

「……」

　嫌いやな予感が縦横無む尽じんに走りながら、腰元に視線をずらせば、見事な湿しめり気けがぐっちょりと残っていた。

「Ｏｈ……」

　何も見なかったことにし、ミナトはまず少女を落ち着かせようと、腰の革袋からアイテムを取り出す。

「と、とりあえず落ち着け。ほら、この〝ハーブの詰め合わせ〟でも嗅かいでみ？　リラックス効果のあるハーブを、全部ぶち込んだ特製品だ。落ち着くぞ」

「うぅ……ありがとうございます……。あ、いい匂におい……」

　鉢はちに詰め込まれたハーブ類の匂いに癒いやされ、少女が幾いく分ぶんかの落ち着きを取り戻もどす。

　よく見れば、歳とし相応に子どもっぽさの残った、柔にゆう和わな顔つきの美少女である。

　ただ──ぼよんっ。

「……」

　胸元はすでに成人済みのようだが。

「ほ、本当に怖かったんです……。いきなり追いかけられて……。気づいたら全然知らない場所にいるし……」

「まあそういうこともあるさ。ついつい進み過ぎちまって、気づいたら帰り方が分からなくなったりな。でもさっきのモンスターなら、森の奥に置いてきたからもう大丈夫だよ」

「はい、本当にありがとうございました……」

　ぺこり、と頭を下げた後、少女は「ところで」と辺りを見み渡わたしながら言った。

「ここはどこですか……？」

「ああ、ここは《フォート》だよ。初心者が最初に集まる街だ」

「……《フォート》？　え、外国ですか？」

「うん？　いや、外国じゃなくて〝始まりの街〟だけど……」

「？」

「？」

　互たがいに首を傾かしげ合うミナトたち。

　どうにも話が通じんな……、と眉まゆ根ねを寄せるミナトに、少女は「あのー……」と申し訳なさそうに言った。




「実は私──〝記き憶おく喪そう失しつ〟なんです……」




「……」

　それを聞き、全てを悟さとったように微笑ほほえんだミナトは、ぽんっと少女の肩かたに手を置いて言った。

「──よし、後はギルドの受付嬢じようにでも聞いてくれ。じゃあ俺はこれで」

　少女に背を向け、関わることを放ほう棄きして広場に向かおうとするミナトだったが、

「ま、待ってくださいぃ～っ!?　本当なんですぅ～っ!?」

「噓うそ吐つけ!?　大方、〝美人局つつもたせ〟の類たぐいだろ!?　ピュアボーイの俺を騙だまそうたって、そうはいかねえからな!?」

　再びしがみついてきた少女を引き剝はがそうと、ミナトは渾こん身しんの力で押し込むが、何な故ぜか彼女はびくともしなかった。

　な、なんなのこのパワー!?　と目を見開くミナトに、少女は「話を聞いてくださいぃ～っ!?」と鼻水全開の顔を擦こすりつけながら、ぎゅう～っと腰元を締しめ上げてくる。

　──がりがりがりがり。

「ちょ、ちょっとちょっと!?　ライフ減ってるライフ減ってる!?」

　湿り気の範はん囲いが急激に広がったどころか、万力が如ごとく締められたことで、ライフもがっつり削けずられ、さすがのミナトも「分かった！　分かったから！」と観念せざるを得なくなってしまった。

　少女が離はなれた後、肩を大きく落としたミナトは、「……で、お前の記憶ではどこまで覚えてるんだ？」と尋たずねる。

「えっと、自分の名前は分かります……。後は日常的な知識とか、そういうことも大丈夫みたいです……」

「……なるほど。親とかはどうだ？　自分がどこに住んでいたとかさ？」

「それは……分かりません」

　しゅん、と項うな垂だれる少女に、ミナトもどうしたものかと頰ほおを搔かく。

　彼女が噓を吐いていないということを前提に考えるのならば、デスゲームになった衝しよう撃げきで、ヘッドギアになんらかの異常が起こり、一時的な記憶喪失になってしまった──と思えないこともないだろう。

　実際、ヘッドギアの接続によるトラブルは、毎日のように起こっているらしいし、デスゲームを可能にするくらいだから、まんざらあり得ないこともないとは思う。

　少々動どう揺ようしたので、〝美人局〟なんて言ってはみたが、改めて考えてみれば、今この状況でミナトを騙し、一体彼女になんのメリットがあると言うのか。

　いや、もしかしたら、このデスゲーム自体がそもそも狂きよう言げんで、ミナトを騙すための壮そう大だいなドッキリ計画という可能性も──。

　ないだろうなぁ……、と黄昏たそがれるミナトの側そばでは、今も少女があうあう言いながら、鼻水を垂らしていた。

「……はあ」

　ミナト同様、あれだけの恐きよう怖ふを味わったのだから、しばらくはモンスターにも近づかないだろうし、放っておいても死にはしないと思う。

　が、かと言って、このままにしておくというのも……。

「ふえぇ……じゅる……」

　すんげえ鼻水出とるし……、と眉まゆをハの字にするミナトだったが、困っているのは、彼自身も同じだった。

　未いまだに運営からはなんの連れん絡らくもないし、

「お、おい!?　いくらなんでも遅おそくないか!?　あいつが〝確かめる〟って死んでから、もう一〇分以上経たつぞ!?」

「い、いや、もしかしたら、再ログイン出来ないだけじゃないのか？　ほら、その方がデスゲームっぽいだろ？」

「で、でももし本当に死んでたら……」

「や、やめろよ！　そんなことあるわけ……いや、でも……」

　周囲から聞こえてくる話を聞く限り、自分からライフを〝０〟にした者たちも、未だに戻っては来ていないらしい。

　むしろ誰だれかしら戻って来ていれば、今いま頃ごろこんな騒さわぎにはなっていないはずだ。

　ならばゼロの《招待状》に書かれていたことも、やはり冗じよう談だんではないのではなかろうか。




　──この世界で死ぬと、現実世界の自分も死ぬ。




　そして救助は一切来ず、現実世界に戻るには、世界中のどこかにいる、かなり強力なモンスターと七回も戦わなければならない上、一回しか選べない一〇〇以上あるパッシブスキルのどれかを、死ぬほど苦労して最大練度まで上げて、〝鍵かぎ〟とやらを作らなければならない。

　──どう考えても無理ゲーだ。

「……」

　参ったなぁ……、と嘆たん息そくしながら、ミナトは呆ぼう然ぜんと空を見上げる。

〝足手まとい〟の烙らく印いんを押おされた以上、ミナトが攻こう略りやくに参加したところで、なんの役にも立ちはしないだろう。

　サポートにしても然しかりだ。

　であれば、なんとか出来る力を持つ者たちに任せるしかない。

〝勇ゆう敢かん〟と〝無む謀ぼう〟はまったくの別物──それを履はき違ちがえたまま押し通すような気き概がいは、さすがのミナトも持ち合わせてはいないからだ。

　しかし……、とミナトは些いささか寂さびしく思う。

　あれだけβ版をやり込んだにもかかわらず、その大半が、まさかなんの役にも立たないとは……、と。

　もっとも、元々戦せん闘とうを楽しむために、このゲームを始めたわけではないのだが。

「……」

　ふいにミナトは、《サバイバルアーツ・オンライン》を初めて知った時のことを思い出していた。

　あれはいつのことだっただろうか。

　現実世界でのミナトは、根暗で友だちも少なく、かと言って、一流大学に入れるほど優ゆう秀しゆうでもなかった。

　ぎりぎりで三流大学に合格したのはいいものの、当然、期待していたような楽しい大学生活など送れるはずもなく、便所飯一歩手前な日々を過ごしていた。

　そんなミナトの唯ゆい一いつの楽しみは、帰宅後に訪おとずれる〝模型製作〟の時間だった。

　それもただの模型ではない。




　──〝自分で廃はい材ざいを見つけ、オリジナルのものを作る〟のである。




　そう、ミナトは〝自分で一から何かを作ること〟が好きであり、得意だったのだ。

　だからたまたま目についた、《サバイバルアーツ・オンライン》の世界に、ミナトは一いつ瞬しゆんで心奪うばわれてしまった。

　なんでも自由に出来る世界──そこでなら、ミナトは自分の好きなように、この世界では作れないようなものを、楽しみながら色々と作ったり出来ると思ったからだ。

　ゆえに、ミナトは〝生産〟を楽しむため、このゲームを始め、一ひと目め惚ぼれした《ＤＩＹ》を、自らのパッシブとしたのである。

　まあ今となっては、その〝生産〟でさえ、足手まといにしかならないというのは、皮肉もいいところだとは思うが……。

「うーん……」

　しかしどうしたものか。

　攻略に携たずさわることは諦あきらめたが、そうなると、誰かがクリアするまでやたらと時間がある。

　何もせずに待っているのは、さすがに暇ひまなのだが……。

「うぅ……」

　こいつもいるし……、とミナトは未だに涙なみだ目めの少女を横目で見やる。

　と。

「……いや、待てよ？」

　そこでミナトは気づく。

　別に何もせずに待っている必要などないではないか、と。

　デスゲーム状態になっているとはいえ、ここは最さい新しん鋭えいのＭＭＯＲＰＧ──《サバイバルアーツ・オンライン》の中である。

　β版にもかかわらず、廃人級にハマっていたゲームの正式版を、誰かがクリアするまで、延々とプレイすることが出来るのだ。

　むしろほぼクリアなど不可能なわけだし、〝永遠〟と言っても過言ではないだろう。

　ならばモンスターにさえ気をつければ、暇などいくらでも潰つぶせるではないか。




　だって〝永遠〟であるならば──もうこの世界で生きていくしかないのだから。




　他のやつらがどうかは知らないが、少なくとも、ミナトは現実世界に戻もどったところで、またあの孤こ独どくでつまらない日常を過ごさなければならないのだ。

　だったら別段無理に帰る必要もないし、帰りたいともとくに思わない。

　何故ならこの世界の方が、向こうの世界より何倍も〝楽しい〟からだ。

　まあ他にもそんな風に考えてくれるやつらがいれば、この世界での生活も、もっと楽しいものになるのだろうが……さすがに今は無理だろう。

「ま、それはそのうちでいいや」

「……？」

　うんうん、と大きく頷うなずき、ミナトは新たなる生活の始まりを祝福する。

　さらば現実世界──そしてよろしくゲーム世界、と。

　そうと決まれば、早さつ速そく行動あるのみだ、とミナトは隣となりで不思議そうな顔をしている少女に問う。

「なあ、とりあえずなんか暇潰しでもしないか？　ここで項垂れていても、気分が滅め入いるだけだろ？」

「え、でも……」

「まあ怖こわけりゃ無理にとは言わないけどな。その時は俺一人で行けばいいだけだし」

「え、行っちゃうんですか!?」

　途と端たんに不安そうな顔をする少女に、ミナトの良心がちくりと痛む。

「い、いや、ちゃんと戻ってくるぞ？　ただここにいても、何かが変わるわけじゃないからな。それなら気分転てん換かんも兼かねて、適当に《採集》でもしてようかなって」

「……《採集》？」

　可愛かわいらしく小首を傾かしげる少女に、ミナトは「ああ」と頷き、説明する。

「俺は戦闘より、〝生産系〟が得意でな。薬草なんかを採ったりする《採集》とか、鉱石を掘ほったりする《採さい掘くつ》とか、木を切って木材を集めたりする《伐ばつ採さい》とか、とにかく色々集めて、そこから何かを作ったりとか、そうやってまったり過ごすのが好きなんだ」

「あ、つまり〝フリーター〟さんですね！」

「ぶっ飛ばすぞお前」

　ひいっ!?　と頭を抱かかえた少女に嘆息し、「とにかく」と続ける。

「そういう感じでよければ、俺が教えてやるよ。なんかやってりゃ、そのうち記き憶おくも戻るかもしれないしな。俺も素材がゲット出来るし、一石二鳥ってやつだ」

　ミナトがにっと笑いかければ、少女は上目を向けながら控ひかえめに言った。

「あの……信じてくれるんですか？」

「まあな。さすがにあんな顔で泣かれちゃ、疑い続けるわけにもいかねえだろ？」

「そ、それは……」

　先ほどの取り乱し具合を思い出し、かあっと少女の頰ほおが桜色に染まる。

　それを見たミナトは、「まあ気にするなよ」と少女の頭を撫なでながら言った。

「覚えてないなら、怖いのは当然だ。覚えてる俺だって、さっきまでは怖くて堪たまらなかったんだからな。というわけで、適当に気晴らしでもしようぜ！」

　ぐっと親指を立てたミナトに、少女は「は、はい！」と大きく頷いた。

　これに気をよくしたミナトは、「よし、ついてこい！」と街の中心部に向かって歩き出そうとするが、途と中ちゆうで少女に「あ、あの！」と呼ばれ、足を止める。

「どした？」

　振ふり向いたミナトに、少女はぽんぽんと服のほこりを払はらってから微笑ほほえんだ。




「──わ、私は〝ココ〟と言いますっ！　ふ、ふつつか者ですが、どうぞよろしくお願いしますっ！」




　恭うやうやしく頭を下げる少女ことココに、ミナトも笑いながら「おう！　俺は〝ミナト〟だ！　よろしくな！」と再び親指を立てるのだった。




　そうしてココと行動をともにすることにしたミナトは、安価な〝コッペパン〟でスタミナゲージを回復させた後、自分たちの装備など、現在の状じよう況きようを一通り確認することにした。

「よし、じゃあまずはお互たがいの持ち物とかを確認しよう。お前、〝オーブ〟とかは持ってるのか？」

「えっと……わ、分かりませんっ」

　どーんっ、と豊かな胸を張るココに、「なんでちょっと偉えらそうなんだよ……」と突つっ込みつつ、ミナトは言う。

「〝インベントリ〟を開いてみろ。こうやって腰こしの袋ふくろを開くか、メニュー画面を呼び出して選ぶんだ」

「え、なんですかそれ!?　魔ま法ほうですか!?」

　ぱっ、と虚こ空くうに現れた半はん透とう明めいのメニュー画面に、ココは食い入るような視線を向ける。

　先ほども感じていたが、どうやら彼女は、ここが〝ゲーム世界〟だとは思っていないらしい。

「いや、魔法じゃなくて、このゲームに内蔵されたシステムだよ」

「システム……。え、それよりゲームって……」

　呆ほうけた様子のココに、ミナトは空を指差しながら言った。

「まあ信じられんかもしれんが、ここはＭＭＯＲＰＧ──つまり〝ネットゲーム〟の中だ。ゲーム名は《サバイバルアーツ・オンライン》。今日が正式稼か働どうの初日だったんだぜ？」

「《サバイバルアーツ・オンライン》……」

　どこか考えるような仕草をするココに、ミナトは「何か思い出したのか？」と微かすかな期待を込めて問うも、そう思うようにはいかず、彼女は首を横に振った。

「やっぱりそんな簡単にはいかないか……」

「すみません……」

「いんや、謝る必要はねえよ。じゃあまずはこの世界の大まかな説明から始めるか。ちょっと長くなるけど、まあ我が慢まんして聞いてくれ」

「はい、お願いしますっ」

　ぐっと両手を胸元で握にぎるココに、ミナトは一つ咳せき払ばらいをしてから話し始める。

「まずこの《サバイバルアーツ・オンライン》だが、こいつは今の時代、最もポピュラーな、〝意識を直接ゲーム世界にリンクさせる〟タイプのゲームだ」

「意識を直接リンク……」

「ああ。だから今こうして会話をしている俺たちは、実際に会っているわけじゃなくて、〝ネット上に意識だけを飛ばしている状態〟ってことだな」

「なるほど。つまり〝生き霊りよう〟を飛ばしているわけですねっ」

「え、うん、まあ……この際それでいいや。でもここで死ぬと、現実世界でも死ぬらしいから要注意な」

「ええっ!?　そうなんですか!?」

　がーんっ、と白目をむくココのリアクションに些いささか引きつつ、ミナトはデスゲームとなった経けい緯いを簡潔に説明する。

　すると、ココはぷんすか怒おこりながら、「まったく迷めい惑わくなお話ですね！　なんなんですか、その〝ゼロ〟さんって人は！」と頰を膨ふくらませた。

「そうだな。まあ事実かどうかは分からんが、死んだやつが戻って来ない以上、迂う闊かつに死ぬのは絶対にやめた方がいいだろうな」

「そうですね。もしそれで本当に死んでしまったら、取り返しがつきませんし……」

「そういうこった。だからお前も死なないように気をつけろよ？」

　そう促うながせば、ココは「はいっ！」と力強く首しゆ肯こうした。

「で、話を戻すが、俺はこのゲームを〝バーツ〟って略しているんだけど、他のやつらは〝鯖さば〟とかって呼んでたりする。でもサーバーのことを〝鯖〟って言ったりもするから、『鯖の鯖が～』ってなっても面めん倒どうだろ？　だから〝バーツ〟にしたわけさ」

「なるほどなるほど。ちなみに私は、鯖だと味み噌そ煮によりも甘あま辛から煮に派だったりしますっ」

「そ、そうか……。美お味いしいよな、甘辛煮……」

「はい、とっても美味しいですっ」

　話の内容的にはどうかという感じなのだが、こうも真しん剣けんに頷かれると、突っ込むことも出来ず……。

「……で、だ。そもそもこのゲームのアバターには、基本的に〝レベル〟っていう概がい念ねんが存在しない。よって、基き礎そ的なアバター能力や装備、各種スキルの組み合わせなんかを、上手に活用しないとダメってわけだ」

「なるほど。でも私とミナトさんって、なんかこう〝人種〟が違ちがいませんかね？　ほら、あそこの人のように、うさぎさんっぽい耳が生えている人もいますし」

　ミナトがココの視線を追えば、確かにうさぎの耳らしきものを生やしている、女性プレイヤーの姿があった。

「お、よく見てるな。さっき俺が〝基礎的なアバター能力〟って言ったと思うけど、このゲームでは、キャラエディットの際、アバターを〝五種族〟から選ぶルールになっていてな。種族ごとにそれぞれ特とく徴ちようがあって、装備出来るものも違うから、自分がどんなスタイルで遊びたいかを念頭に、選んでいかなけりゃいけないってわけだ」

「へえ、なんだか面おも白しろそうですねっ」

　好こう奇き心しん旺おう盛せいな子どものように瞳ひとみを輝かがやかせるココに、ミナトも「だろ？」と笑う。

　にもかかわらず、本当にどうしてデスゲームなんて事態になってしまったのか……。

　いや……、とミナトはかぶりを振り、余計なことを考えないよう努める。

　なってしまったものは仕方がないし、今さらそれを考えたところで、ミナトにはどうすることも出来ないからだ。

「……ミナトさん？」

「あ、いや、悪い。で、なんだっけ？」

「えっと、アバターの〝種族〟についてですね」

「おお、そうだったな。その〝種族〟についてなんだが、例えば俺が選んだのは、〝ヒューム〟っていう人間型のアバターで、見た目もほぼリアルの俺と同じだ。どうしてそんなことが可能かっていうと、容姿はヘッドギアからスキャンされた、〝リアルの自分〟を基調としているからだ。だからリアルのお前も、きっとそういう顔立ちなんだと思うぞ」

「へえー」

　窓ガラスに映った自分を見つめ、ココはその柔やわらかそうな頰をぷにっと触さわる。

「もちろん髪かみ型がたや各種部位色なんかは変えられるから、全部が全部同じってわけじゃないけど、体型は頭部のスキャン結果から算出されるらしくて、ほぼ一〇〇パーセントに近い精度を誇ほこっているんだとさ」

「なるほど」

　そうココが頷うなずけば、釣つられて胸元もぽよんっと飛び跳はね、ミナトは思わず生なま唾つばを飲む。

「……げふんっ。で、各種族の特徴だが、俺みたいな〝ヒューム〟は、『全ての武装を扱あつかえるが、能力が平均的』という特徴を、お前の選んだ〝エルフ〟は、『攻こう守しゆともに軽武装しか扱えなく、打たれ弱いが、速度がヒュームよりも速い』という特徴を持っている」

「ほうほう」

「そんで、さっきのうさぎ耳が、全体的に能力値の高い〝ビースト〟で、他にも重装系の〝ドワーフ〟や、単独での飛行能力を持つ〝フェアリー〟なんてのがいるぞ」

「あ、いいなぁ。私もふわふわって飛んでみたいですぅ」

「はは、そりゃ残念だったな。アバターは作り直しが出来ないから、デスゲームじゃない時にでも、最初からやり直すしかないな」

「あぅ……ショック……」

　それを聞き、ちーんっとショックを受けるココに、ミナトは苦笑いを浮うかべる。

「でもモンスターに乗って空を飛ぶことは出来るから、頑がん張ばればなんとかならんこともないぞ」

「なるほど、了りよう解かいですっ」

　びっ、と敬礼で応えるココに、ミナトも「おう」と頷く。

「とにかく、そうやって色々なモンスターをハンティングして、素材を集めて新しい装備を作るっていうのが、このゲームの主なスタイルなんだけど、でもさっきも言ったように、俺は生産系を楽しんできたから、まあ何をやるのも自由ってわけだ」

「自由！」

「おう、自由だ。ただ〝リアルな世界観〟にこだわってるらしいから、〝魔法〟ってのは存在しないんだけどな。でもまあそれでもいいだろ。遠えん距きよ離り武器でいくらでも代用出来るからな」

「あ、そうなんですね」

「ああ。で、以上がこのバーツの大まかな説明だけど、何か質問はあるか？」

「いえ、大だい丈じよう夫ぶですっ」

「そうか、ならいいや。じゃあ大体の説明も終わったことだし、〝ステータス〟とかを確認してみよう。こんな感じでやってみてくれ」

　手本を見せたミナトの指示に従い、ココも同様の操作を行う。

「えっと……あ、出来ましたっ」

「どうだ？　何か装備してるか？」

「えーっと……」

　どれどれ……、とミナトも横から彼女のステータス画面を覗のぞく。

　ココのステータスはこんな感じだった。





　ライフ：？？？

　スタミナ：？？？

　状態異常：？？？

　各種耐たい性せい：？？？

　武器：なし

　盾たて：なし

　頭部：なし

　胴どう：エルフ族の服（スロットなし）

　腕わん部ぶ：エルフ族の手て袋ぶくろ（スロットなし）

　脚きやく部ぶ：エルフ族の靴くつ（スロットなし）

　アクセサリー：なし

　装備特性：？？？

　パッシブ：？？？

　スキル：？？？






「……うん??」

　え、何これ……。

　なんか色々とおかしなことになってるな……、とミナトの眉み間けんにもしわが寄る。

　一応ミナトも自分のメニューを開き、ステータスを表示させる。





　ライフ：一〇〇

　スタミナ：一〇〇

　状態異常：なし

　各種耐性：なし

　武器：ハンドアックス（スロット×２）

　盾：なし

　頭部：なし

　胴：革の服（スロット×１）

　腕部：革の手袋（スロットなし）

　脚部：革の靴（スロットなし）

　アクセサリー：なし

　装備特性：なし

　パッシブ：《ＤＩＹ（熟練度１・木製レンチ）》

　スキル：《採集（熟練度１）》《伐ばつ採さい（熟練度１）》《採さい掘くつ（熟練度１）》






「俺のは普ふ通つうに表示されてるな……」

　どうやらココのアバターは、やはりどこかバグっているようだ。

　ともあれ、ステータス画面に表示されているとおり、装備は頭部、胴、腕部、脚部、武器、盾類（両手武器の場合は不可）、アクセサリーが四つの計一〇項こう目もくに分かれており、能力強化は＋５が限度である。

　腕部と脚部に関しては、防ぼう御ぎよ力を半分にする代わりに、左右どちらかだけ装着することも可能で、同じ装備でも、数通りのおしゃれを楽しむことが出来るようになっている。

　さらに〝クロスディフェンド〟という新システムが搭とう載さいされており、なんと新しい防具を開発する際、素材と旧防具を持ち寄れば、見た目は旧防具にしたまま、防御能力やスロット数などだけ、新防具と同等のものにすることが出来るのである。

　ちなみに、全ての装備には〝耐たい久きゆう度〟が設定されており、これはたとえ〝０〟になったとしても、防御力が下がるだけで、装備自身が失われることはないが、見た目が〝半はん壊かい〟状態になり、修復するまで元には戻もどらない。

　中には〝刃は毀こぼれしづらい〟とか〝熱に強い〟といった、装備ごとの〝特性〟があるものもあり、これらは〝スロットを必要としないスキル〟のようなものである。

　なお、ミナトの装備するハンドアックス系の武器は、〝ツルハシ〟の代わりに《採掘》を行うことが出来たり、斧おの類特有の《伐採》も行えるため、色々と都合がよかったりする。

　一応《ＤＩＹ》という以上、《採集》なども出来そうなものだが、説明文は〝物作り〟に関することだけだったので、恐おそらくここでの《ＤＩＹ》は、物作り系のみにしか効力を発揮しないのだろう。

「まあステータスはいいや。インベントリはどうだ？」

「えっと……あ、何も持ってないみたいです」

「ん、了解。じゃあついでに〝パッシブ〟も確認してみてくれ。ステータスはバグってるみたいだから、直接項目を開く感じで」

「あ、はい。えっと、パッシブ……パッシブ……これかな？」

　ココがメニューのボタンをタッチした瞬しゆん間かん──ぱっ！




　──唐とう突とつにココの装備が消失し、彼女は下着姿になった。




「……えっ？」

　呆ぼう然ぜんとするココが身につけていたのは、上下白の女性用下着であった。

　どうやらココは、初心者にありがちの押おし間ま違ちがえをしてしまったようだ。

　未いまだ固まったままのココに、ミナトは些いささか呆あきれたように言う。

「何やってるんだよ。それは装備の全解除ボタンで」

　と。




「──きゃああああああああああああああああああああっっ!?」



















「うぼあっ!?　──ぶぎゅっ!?」

　絶ぜつ叫きようからのビンタがミナトの頰ほおを貫つらぬき、衝しよう撃げきで吹ふき飛ばされたミナトは、数メートルほど先の地面に頭からダイブした。

「な、何な故ぜ……」

　ぴくぴくと虫の息なミナトに、はっと冷静さを取り戻したココが駆かけ寄ってくる。

「あ、あああの……ご、ごめんなさい！」

　ぎゅっと両目を瞑つぶり、深く頭を下げてくるココに、ミナトは「ま、まあ気にしなくていいさ……」と言いつつも、腰こしの革袋から取り出した薬草を頰張る。

　どういう力をしているのか、今の一撃でライフを八割ほど持っていかれたからだ。

　あれが俗ぞくに言う〝火事場の馬ば鹿か力ぢから〟というものであろうか。

　恐らくは昂たかぶり過ぎた感情が、ヘッドギアのリミッターを外させたのであろうが、今の状じよう況きよう下では、割とガチで洒しや落れにならない一撃だった。

　次からは気をつけて……いや、こちらが気をつけるようにしよう……うん。

「よいせっと……」

　ミナトが立ち上がると同時に、ココもさっと背を向け、急いで装備を身につける。

　余談だが、装備にはそれぞれ下着──つまり〝インナー〟が用意されており、全部外すと〝初期インナー〟状態になる。

　それが先ほどの白い下着というわけだが、一応風ふ呂ろなどの一定条件下では、このインナーも外して、〝全ぜん裸ら〟状態になることが出来たりもするのだ。

「あ、あの……本当にごめんなさい……」

　小さくなってしまったココに、ミナトは笑いかけながら言う。

「ああ、別にいいよ。でもインナーくらいであんなに取り乱さなくてもいいだろ？　実際の下着じゃないんだぞ？」

「そ、それはそうなんですけど……。で、でもお尻しりの軽い女だって思われたくないじゃないですか!?」

「お、おう……？」

　この子は一体何を言っているのだろうか……。

　まあいいや、と気を取り直し、ミナトはココにパッシブの確認方法を教える。

「あ、なんかいっぱいあるんですけど……」

　すると、ココは顔を曇くもらせながらそう言い、ミナトは「ああ」と状況を素早く把は握あくした。

「まだ選んでないんだろうな。そういうことなら、今はそのままにしておこう。無理して決めても、後こう悔かいするだけだからな。熟練度が上がるのは遅おそくなるけど、一度しか決められない以上、後でゆっくり考えながら決めればいいさ」

「はい、分かりましたっ」

　可愛かわいらしく敬礼した後、ココは「あ、ところで」と今まで思っていた疑問を口にする。

「〝パッシブ〟ってなんなんです？」

「いや、お前、知らずに確認してたのかよ……」

　がっくりと肩かたを落としつつも、ミナトは〝パッシブ〟を含ふくめたスキル類について、簡単に説明してやることにした。

「いいか？　〝パッシブ〟ってのは、〝装備せずとも使用可能なスキル〟のことだ。必ず〝戦せん闘とう技〟が含まれていて、練度は〝10〟まで上げることが出来る」

「装備しなくても使えるスキル、ですか？」

「そうだ。こいつは最初に一〇〇以上の項目から、一つだけを選ぶんだけど、たとえるなら〝特とく殊しゆ能力〟みたいなものだと思ってくれればいい」

「特殊能力！　なんだかかっこいい響ひびきですね！」

「まあたとえだけどな？　というのも、パッシブはその内容が〝一文〟で書かれていて、戦闘技以外の出来ることを、そこから自分で推測しなけりゃいけないんだよ」

　そう告げたミナトに、ココはあからさまに顔色を暗くした。

「え、普通に項目に出たりしないんですか？　なんだか面めん倒どうなような……」

「そう思うだろ？　確かに一見すると、面倒臭くさそうに思えるんだが、これが意外と楽しいんだぜ？　練度が上がれば出来ることも増えるし、何が増えているのかを色々と試す過程が、なかなかおつなものなのさ」

「そういうものなんですかねぇ……」

　どうやらココには、いまいちこのよさが分からないようである。

　ならば今度時間のある時にでも、みっちりと熱く語ってやるとしようか。

「そういうものなのさ。まあ〝パッシブ〟についてはそんな感じだ」

「なるほど」

「で、もちろん〝装備せずとも〟ってのがあるくらいだから、〝装備した時のみ使用可能なスキル〟も存在するわけだが……」

　と、ミナトはインベントリから、直径三センチほどの球状アイテムを取り出す。

「それがこの〝オーブ〟だ」

「オーブ？」

「そう、〝オーブ〟だ。こいつは各種素材を元に精製するんだが、これを装備のスロットに装着すると、そのスキルが使えるようになるっつー仕組みだ」

「へえ、便利ですね」

「まあな。でもオーブはいつでも作れるし、レベル上げも素材頼だのみだから、重要度的にはパッシブの方が断然上だ。何せ、俺たちプレイヤーの〝個性〟みたいなもんだからな。戦闘スタイルなんかにも影えい響きようしてくるし、鍛きたえるならそっちをメインに考えろよ？」

「うぅ、そう言われると選ぶのが怖こわくなってきますぅ～……」

　ぷるぷると子犬のように震ふるえるココだったが、ふと思い出したように問うてきた。




「──あ、ところでミナトさんのパッシブはなんなんですか？」




　……。

「ちなみに最低限の戦闘技系オーブと、《採集》や《採掘》なんかの生産系オーブは、ＮＰＣからいつでも購こう入にゆう可能で、同じく最低限の《調合》や《錬金》なんかも、お金を払はらえば、ＮＰＣが請うけ負ってくれるという親切仕様だから覚えておけ」

「え、あ、はい。それで、ミナトさんのパッシブは」

「そしてこれらのスキルを使う際は、意志を持って行動するだけでいいんだ。《採集》なら〝《採集》をやりたい〟と念じればそれが出来るし、同じく〝《採集》をやめたい〟と念じればやめられる──つまり〝現実と変わらないことが出来る〟ってわけだ。でも戦闘技は、意志を持って〝技名〟を口にしないと発動しないから要注意な？」

「あの……ミナトさん？」

「ただ二つのことを同時に行うことは出来ないから、一つを終しゆう了りようしないまま新しい行動を始めると、前の行動が強制的に終了させられてしまうということを忘れてはいかん」

「……」

「……」

　重い沈ちん黙もくが二人を包むこと数秒。

「で、ミナトさんのパッシ」




「──《ＤＩＹ》ですぅぅぅぅ～～～～～っっ!?」




　折れた。

　ミナトは滝たきのような涙なみだを流しながら、自らが《ＤＩＹ》を選せん択たくしたことを白状した。

　そのままぱたりと人魚のように座り込んだミナトは、俯うつむいたまま語り始める。

「……そうさ。俺のパッシブは《ＤＩＹ》なんていう、今の状況じゃクソの役にも立たないようなダメスキルなのさ……」

「え、そんなに酷ひどいスキルなんですか……？」

「……いや、普ふ通つうに使う分には応用も利きくし、なかなかいいスキルだとは思う。でも《ＤＩＹ》は、所しよ詮せん素人しろうとが見様見み真ま似ねでやっているようなものだから、〝店で売れるほどのものではないけど、なんでも作れる〟っていう感じなんだよ……」

「で、でも〝なんでも作れる〟って凄すごくないですか？　たとえお店で売れるほどのものじゃなくても、〝なんでも作れる〟んですよ？」

「うぅ、お前いいやつだなぁ～……」

　くぅ～、と荒あら々あらしく涙を拭ぬぐい、ミナトは「──よし」と立ち上がった。

「というわけで、だ。俺のパッシブは基本的に戦闘向きじゃない。よって、生産行こう為いしか出来ん！　以上！」

「はい、了解ですっ」

　びっ、と再び敬礼で応えてくれたココに、ミナトも力強く頷うなずき、彼女のオーブなどを買い揃そろえるため、道具屋の《コロポックル》へと向かうことにした。

　途と中ちゆう、広場の前を通ることになったのだが、集まったプレイヤーたちの話を聞いても、やはり一度ＨＵＤに赤字で名前が表示された者は、誰だれ一人として戻もどって来てはいないようだった。

　改めてその事実を聞き、道すがら、「本当にデスゲームになっちまったんだな……」と黄昏たそがれるミナトだったが、広場からの去り際ぎわ、「皆みんな、落ち着くんだ！　協力すれば、必ず道は開ける！」と大声で熱弁する、あの時助けてくれた少年や、「そうよ！　それにこのカリスマゲーマーのあたしがついているから大だい丈じよう夫ぶよ！」と彼に同調するように声を張り上げる、ミナトに〝役立たず〟だと言い放った、あのビーストアバターの少女の姿が目に入り、ああいうプレイヤーたちが、後に〝攻こう略りやく組〟になったりするのだろうなと考える。

〝攻略組〟とは、文字通り積極的に攻略に勤いそしむ方々の総そう称しようで、彼らの貢こう献けんがあってこそ、関連サイトの攻略情報は潤うるおされ、初心者たちの助けになるのである。

　ただデスゲームとなったこの状況だ。

　なるべく無理はしないで貰もらいたいと思いつつ、ミナトは広場を後にしたのだった。




《コロポックル》で最低限の採集系オーブと、それらを装着出来るスロットがある、《猟りよう銃じゆう》を購入したミナトたちは、これで準備よしとばかりに外がい壁へきへと戻ってくるのだが、

「あ、あのー……やっぱり街の外に出ないとダメですか……？」

　ドッグァーラに襲おそわれた経験からか、ココは外のフィールドに出ることを怖がっているようで、すっかり足が止まってしまっていた。

　もちろんミナトとしても、無理に連れ出したくはなく、かと言って、このまま街に留とどまり続けたところで、ただ彼女に気を遣つかわせてしまうだけであろう。

　ならばこういうことは、早めに克こく服ふくしておかなければならない。

　そう考え、ミナトは未いまだに足を震わせているココに、柔にゆう和わな口調で語りかける。

「安心しろ。このフィールドは俺の〝庭〟みたいなもんだ」

「お庭、ですか……？」

「ああ、〝庭〟だ。少なくとも、この《フォート》付近だけで言うのなら、俺はここにいる誰よりも詳くわしいはずだ。だから草食系のモンスターしかいない、安全な道もたくさん知ってるし、何より俺自身、戦闘は得意じゃないからな。元々そういう道しか通らないよ」

　軽めの口調でそう説明するミナトに、ココもどうしようかと迷っていた様子だったが、ふいに「じゃ、じゃあ……」と右手を差し出しながら言った。

「怖くなくなるまで、手を繫つないで貰ってもいいですか……？」

「……えっ？　い、いや、で、でもほら、俺手て汗あせが酷いからさ……」

　あからさまに動どう揺ようするミナトに、ココはさらに不安げな表情を見せ、その目元には薄うつすらと涙まで浮うかんでいた。

「だ、ダメなんですかぁ～……？」

「ぐ、ぐぬぬ……っ」

　唇くちびるを嚙かみ締しめ、ミナトは良心の呵か責しやくに激しく心を揺ゆさぶられる。

　というのも、ミナトは中学時代のフォークダンス以降、女子と手を繫いだことがなく、これに対する〝免めん疫えき〟なるものが、ほとんどなかったのである。

　しかし目の前でこんなにも悲しそうな顔をしている女の子の思いを、男として無下にしてよいものか。

　いいや、いいはずなどあるわけがない。

　そう、今この瞬しゆん間かんこそが──まさに〝男の見せどころ〟！

「はあっ！」

「ええっ!?」

　いきなりぱんっと両りよう頰ほほを叩たたいたミナトに、ココは驚おどろき、一瞬肩かたをびくつかせるが、直後に「──よし、いいぞ！」と男らしく左手を差し出され、「あ、はい……」と思わずこれを握にぎってしまった。

「よ、よし、じゃあ行くか！」

「あの、本当に大丈夫ですか……？」

「お、おう、大丈夫だ。お、お前こそ、さっきより震えているみたいだが、大丈夫か？」

「あ、いえ、えっと……その震えはたぶんミナトさんの方じゃないかと……」

「……」

「……」

　ぷるぷるぷるぷる、と緊きん張ちようで震えるミナトとココの視線が、無言で重なること数秒。

「ま、まあそのうち落ち着くだろ。と、とりあえず行くか」

「そ、そうですねっ」

　と、そんな感じで、ぎこちなく街の外へと出てみた二人だったが、周囲の狩かり場ばは、すでに希望を捨てずにいた、他のプレイヤーたちで埋うまっていた。

　これは少し遠出をしないとダメかな……、と考えたミナトは、ココを連れ、森の中を軽快な足取りで進んでいく。

「……」

　その間も、ミナトはココの手をずっと握り続けており、彼女はそんなミナトの背を、ぽーっと熱っぽい顔で見つめていた。

　それから森の中をしばらく──およそ三〇分ほど歩いた二人の眼前に、突とつ如じよ〝大地の裂さけ目め〟が姿を現し、堪たまらずココが「わあ、凄い！」と驚きの声を上げる。

　恐おそる恐る谷底を覗のぞき込むココに、ミナトは一応「落ちるなよ？」と釘くぎを刺さしておいた。

　彼女の性格を考えれば、調子に乗ってぽろっと落ちかねないからである。

「だ、大丈夫ですよぅ。いくら私でも、ここから飛ぶような真似はしませんからねっ」

　ぽよんっ、と豊かな胸を張ってドヤ顔をするココに、ミナトは「いや、お前じゃなくても普通は飛ばん……」と突つっ込む。

　最さ中なか、ふいにココは辺りを見み渡わたし、「あれ？　でもここからどうするんです？」と尋たずねてきた。

　裂け目は左右に延々と続いており、裂け目を挟はさんだ向こう側までの距きよ離りも、優に五〇メートル以上はありそうだからだ。

　近くに橋のようなものも存在しないため、向こう側に渡るためには、フェアリーの飛行能力でも使わない限り不可能なのではないか──ココはそう思ったのだろう。

「来た道を戻るんですか？」

　小首を傾かしげるココに、ミナトは「まあちょっと待ってろ」とその場に座り込み、何やら作業を始めた。

「えっと、まずはこいつを結んでっと……」

　ミナトが取り出したのは、ここに来る途中、《採集》しておいた〝ツル〟であり、それを何本も結んで長さを伸のばしていく。

　そうして完成した〝ツル（長）〟と同じものをもう一本拵こしらえたミナトは、それらを平行に並べ、次に同じく《採集》しておいた、太めの〝木の棒〟を取り出し、その両りよう端たんにそれぞれの〝ツル（長）〟を括くくりつけていく。

　一定の間かん隔かくで〝木の棒〟を括りつけ続ければ──簡易的な〝はしご〟の完成だ。

　戦せん闘とうの役には立たずとも、咄とつ嗟さにこういうことを出来るのが、《ＤＩＹ》スキルの便利なところなのである。

「あの、一つ聞いてもいいですか？」

「おう」

　頷いたミナトの右手を指差し、ココは不思議そうに問うた。




「──どうして〝レンチ〟で切ったり結べたり出来るんです？」




「……」

　そうか、それを聞いてしまうのか。

　そこは空気を読んで欲しいところなのだが、お前はそれを聞いてしまうのだな。

「それはな、これが《ＤＩＹ》というものだと、プログラマーたちが思っているからさ」

　どこか黄昏れたような表情をしながら、ミナトはそう答える。

《ＤＩＹ》スキルを使うには、何な故ぜか毎回〝レンチ〟が必要になるのだが、ココにはそれが不思議でならなかったのだろう。

　いや、実はミナト自身、ステータスの〝木製レンチ〟なる項こう目もくを見た時から、不思議に思っていたのだが、そこはゲームなので、あえて突っ込まないようにしていたのだ。

　へー、と恐らく理解していないであろう反応を見せるココに背を向け、ミナトは「──これでよし」と出来た〝はしご〟を、崖がけ際ぎわにあった太い木の幹にしっかりと結びつけた後、裂け目の中へと投げ込んだ。

　からんっ、と谷底に〝はしご〟がきちんと到とう達たつしたことを確認したミナトは、安全確認も兼かねて、先行してこれを下りることにする。

「え、これ大丈夫ですよね……？」

「おう、たぶんな。耐たい久きゆう度はそっちでも確認出来るはずだから、やばかったら急いで下りてくれ」

「うぅ……そう言われると凄く不安ですぅ……」

　身体からだを震ふるわせ、〝はしご〟を下りることを躊ちゆう躇ちよしている様子のココに、ミナトは何か恐きよう怖ふが和らぐ方法はないものかと頭を悩なやませ、「──あ、そうだ」と閃ひらめく。

「ならお前にこれをやるよ」

「えっ？」

　ミナトが腰こしの革かわ袋ぶくろから取り出したのは、何やらピンク色をした二本の〝帯〟だった。

「えっと、これは……？」

　上目で尋ねるココに、ミナトは微笑ほほえみながら言う。

「これは〝桃もも桜ざくらのリボン〟っていう、ラック値を上げてくれるアクセサリーの一つでな。万が一の時は、こいつがお前を守ってくれるはずだ」

「え、でも……いいんですか？」

「おう。お前なら、きっと似合うと思うぜ？」

「ミナトさん……。あ、ありがとうございますっ」

　ぽっ、と頰を朱しゆに染め、勢いよく頭を下げたココの手に、ミナトは「おう、気にすんな。ほら」と〝桃桜のリボン〟を握らせる。

「じゃ、じゃあ……」

　恥はずかしそうにしつつも、早さつ速そくこれで髪かみを結い始めたココを、ミナトも微笑ましそうに見つめる。

「ど、どうですか……？」

「おお、やっぱり似合うな。その、なんだ……凄すごく可愛かわいいと思うぞ……？」

　恥じらいつつも、感想を求めてきたココに、ミナトがそう頷うなずけば、彼女は真っ赤な顔で「あ、ありがとうございます……」と下を向いてしまった。

「お、おう……」

　さすがのミナトも気恥ずかしくなったと見え、同じく赤い顔で頰を搔かいた後、気まずさを払ふつ拭しよくするかの如ごとく、「じゃ、じゃあ行くか」と話題を転てん換かんさせた。

「ゆっくりで構わないからな？」

「は、はい、頑がん張ばりますっ」

　なんとか勇気を見せてくれたココとともに、ミナトは〝はしご〟を下りていく。

「な、なんか壊こわれそうですよミナトさん!?」

「そうか？　耐久度は全然減ってないぞ？」

　一歩踏ふみ出すごとに、ぎちぎちと〝はしご〟が軋きしみ、ココの不安を煽あおっていくが、彼女には、もう一つ別の不安要素があった。

「ぜ、ぜぜ絶対に上を見ないでくださいね!?」

　そう、ココの装備はエルフアバター用の初期防具──《エルフ族の服》であり、女性用は短めの〝スカート〟になっていたのだ。

　先ほど初期インナーを見て殴なぐられたミナトは、ココの胸中を知ってか知らずか、小さく息を吐はきながら言う。

「いや、見たところで初期装備のパンツ──インナーだろ？　あの無地のやつ」

「そ、そういう問題じゃないんです！　というか、どうして〝無地〟だって知ってるんですか!?」

　声を荒あららげるココに、ミナトは淡たん々たんと答える。

「まあ見たからな」

「み、みみ見たんですか!?　ミナトさんのエッチ！」

「いや、エッチって……。てか、他のやつのをだぞ？」

　それもβ版の時に。

「そ、そうやって今度は、私のおパンツを見ようという魂こん胆たんなんですね!?　ミナトさんのエッチ軍師！」

「え、えぇ……」

　エッチ軍師ってなんだよ……、とよく意味の分からないまま、なんとか谷底へと到着したミナトたちは、周囲を警けい戒かいしつつ、目的地へと歩を進める。

「随ずい分ぶん下りましたねぇ」と上を見ながら言うココ。

「そうだな。もちろん分かっているとは思うが、帰る時はまたあれを上るからな？」

「ええっ!?　ま、回り道とかないんですか!?」

「いや、まあないこともないんだが……っと、こっち行くぞー」

「あ、はいです」

　頷くココを連れ、ミナトは谷底の壁かべが削けずれて出来た洞どう窟くつへと入る。

「えっと、〝松たい明まつ〟はっと……」

　同時にインベントリから〝松明〟を取り出し、その灯あかりを頼たよりにして進むことに。

　洞窟の中は湿しつ度どが高く、鍾しよう乳にゆう洞どうのような感じで、上から滴したたり落ちる水の音が、ぴちょんぴちょんと、気味の悪さをことさら引き立てていた。

「み、みみミナトさん、なんか今人の声が聞こえませんでした……？」

「いや、俺には聞こえなかったが……」

「そ、そうですか……」

　ぷるぷるしながらココが辺りを警戒していると──ぴちょんっ。

「ひぎゃああああああああああああああっっ!?」

　──ベキバキッゴキャメキッ！

「ぎょえええええええええええええええっっ!?」

　ココの首元に雫しずくが落ちてきたらしく、絶ぜつ叫きようしながらミナトに抱だきついた挙げ句、これを凄すさまじい力で締しめ上げてきた。

　押しつけられた胸の感かん触しよくを味わう間もなく、ミナトのライフが加速度的に減っていく。

「ちょ、ライフ減ってるライフ減ってる!?　つーか、前から思ってたけど、お前のそのパワーは一体なんなの!?」

「ふえぇ～!?　そんなの分からないですよぅ～!?」

　と、そんなハプニングもありつつ、やっとこさ洞窟を抜ぬけたミナトたちの眼前には、再び鬱うつ蒼そうと茂しげった森の光景が姿を現していた。

　まだ他のプレイヤーたちが誰だれも来ていないであろう、新しん鮮せんな狩かり場ばである。

「……ふう。やっと出たな」

「あ、もしかしてここが？」

「ああ。お前、さっき〝回り道はないのか〟って言ってたよな？」

「あ、はい」

「確かに回り道はあるさ。というより、そっちの方が正規のルートなんだが、あっちは小型の肉食モンスターどもがうようよしていてな。やつらが縄なわ張ばりにしているエリアを越こえないと、さっきの谷底へは行くことが出来ないんだ」

「へえー。じゃあ〝はしご〟を下りたのは、安全にここに辿たどり着くためだったんですね」

　素直に感心するココに、ミナトは「ああ、そうだ」と頷く。

「正規のルートを通るには、今の装備じゃリスクも高いしな。だが初しよっ端ぱなからいいアイテムは欲しいだろ？　俺もβ版でこのショートカットを見つけた時は、マジかぁって感じで若じやつ干かんショックだったんだが、こうして役にも立ったし、結果オーライだな」

「ですねっ。さすがミナトさんですっ」

「おう。そうだろそうだろ」

　そうココに褒ほめられたミナトは、どんなもんよと胸を張りながら続ける。

「ただその〝はしご〟も、次の街に到達しないと、《フォート》に入荷されないんだよ。《合成》の素材も、次の街を越えた先のフィールドにあるしな。だから最初は、基本的に回り道をするのが義務付けられているのさ」

「なるほど。でもミナトさんは《ＤＩＹ》っていうパッシブで、簡易的でも、作れなかったはずの〝はしご〟を作れるようになったから、その義務を回かい避ひ出来たんですね？」

「そういうこった」

「凄い！　さすがですぅ！」

「そ、そうか？　そんなに褒められると、さすがに照れるな……」

　恥ずかしそうに視線を逸そらすミナトに、ココも「えへへっ」と嬉うれしそうに笑う。

「じゃあせっかくミナトさんのおかげでここまで来られたんですし、早速《採集》をしましょうなのですっ」

「おう、そうだな。確かにここは結構いいものが採れるし、周囲も草食系のモンスターしかいないはずだから、安心して《採集》が出来るぞ。だから色々と試してみろよ。分からないことは、遠えん慮りよなく聞いてくれればいいからさ」

「はいっ。頑張りますねっ」

　胸元でぐっと両手を握にぎるココを見送り、ミナトもこれからの生活のため、「よし、じゃあ俺もやるか」と高値で売れるレアな薬草や虫などを探し始める。

「お、〝癒いやし草〟だ。こいつは大量に欲しいな」

　腰の革袋ことインベントリに〝癒し草〟を入れ、そう独りごちるミナト。

〝癒し草〟は、〝薬草〟を二つ《錬金》させた、〝上薬草〟と同等の回復効果を持っているため、《錬金》の手間を惜おしむ人々には、それなりに売れるのである。

　もちろん金策のため、ミナトもデスゲーム化する前に、《ＤＩＹ》で〝上薬草〟作りを試してはみたのだが、〝薬草（多）〟というインベントリ減少効果のあるものしか出来なかった上、〝摂せつ取しゆ時間が延びる〟というおまけ付きであった。

　ゆえに、これでは売れるものも売れやしないと諦あきらめ、《調合》の類たぐいは店任せにすることにし、とりあえず元になる素材集めに専念することにしたのである。

「おお、〝蜂はちの巣す〟発見！　さあ、〝蜂はち蜜みつ〟をよこしやがれ！」

《ハンドアックス》を構えながら、ミナトが巣に近づけば、巣の中から蜂の大群が、文字通り飛び出してきた。

「この野や郎ろう！　このこの！　いてえ!?　つーか、毒!?　ちきしょう舐なめやがって！　うおおおおおおおっ！」

　めちゃくちゃ刺さされながらも、襲おそってきた蜂を全て退けたミナトは、「はあはあ……手て強ごわい相手だったぜ……」と腫はれた顔で巣から〝蜂蜜〟をゲットする。

　これはそのままだと食材以外の使い道がないのだが、〝薬草〟などと《調合》することにより、先ほどの〝癒し草〟よりも効果の高い〝回復薬〟が作れるようになるのである。

「もぐもぐ……不ま味ずっ!?」

〝毒消し草〟で蜂の毒を消したミナトは、ついでに〝薬草〟でライフを回復しつつ、引き続き《採集》に勤いそしむ。

「お、この木は《伐ばつ採さい》向きだな。──おりゃっ！」

　最さ中なか、お手て頃ごろな木を見つけたミナトは、《ハンドアックス》でこれを斬きりつけ、同時に《伐採》も行うことに。

「……ふう。これで〝木材〟もゲットと。……おっ？」

　ミナトが小分けにされた〝木材〟を袋ふくろにしまっていると、ふいにきらりと光る〝何か〟が視界の隅すみに入ってきた。

　そういえば、と思い出し、駆かけ足あしでそっちの方へと向かえば、《採さい掘くつ》に適しているであろう〝岩がん壁ぺき〟がその姿を現した。

「そうそう、ここは《採掘》も出来るんだったな。では早速……」

《ハンドアックス》を構えたミナトは、突とつ起き部分でえっさほいさと岩壁を掘ほり始める。

「よし、〝アイアニウム〟ゲット。それから……お、〝シルバニウム〟だ。次は……あ、また〝アイアニウム〟か。まあいいや。次はっと──」

　そんな感じで、多種多様な鉱石を《採掘》していたミナトは、途と中ちゆうで中程度の価値がある〝ゴルドニウム〟も見つけ、「おっほー」とほくほく顔だった。

　と。




「──いいいいやああああああああああああぁぁぁ～っ!?」




　突とつ如じよ響ひびく女子の悲鳴。

「……あん？」

　お年頃の女子がなんとはしたないと振ふり向けば、ココがもの凄すごく取り乱した様子で、ミナトの方へとすっ飛んできた。

「で、ででで出ましたぁ～っ!?」

「出たって何が？」

「む、むんむむむむむ……っ!?」

「？」

　むんむんむむむ？　とミナトが小首を傾かしげていれば、ココは〝今でしょ！〟みたいなポーズで「〝虫〟ですよ！　虫！」と訴うつたえてきた。

「虫？　そりゃ〝虫採り〟にも来てるんだから当たり前だろ？」

「き、聞いてないですよそんなの!?　私の中での〝虫採り〟は、カブトムシとかクワガタとか、蝶ちよう々ちようみたいなこう──〝あははうふふ的な感じ〟だったんですぅ!?」

「なんだそれは……」

　いや、まあ言いたいことは大体分かるのだが……。

　しかしそうは問屋が卸おろさないのが現実である。

　きっとそれはそれは気持ちの悪い虫にでも出で遭あってしまったのだろう。

　β版の時から感じていたのだが、このゲームに生息する昆こん虫ちゆうの類は、何な故ぜか妙みように作り込まれているからだ。

　なんでこんなものをデザインしたんだろう……、というような昆虫類も間々生息し、そういうやつらに限ってレアだったりするのである。

　どうせ〝臭におい袋ぶくろ〟の材料となる、〝ふんころ虫〟辺りだろうと思い、ミナトは一応尋たずねてみることにした。

「で、お前が見たのはどんなやつだったんだ？」

「えっと、なんかこうカラフルな身体からだに矢印みたいな白い羽があって……」

　……うん？

「足が全方位から出ている上、回転しながら動いていた気が……うっぷ」

　姿を思い出し、嘔え吐ずきそうになるココだったが、彼女の話を静かに聞いていたミナトは、わなわなと肩かたを震ふるわせた後、「な、なんてもったいないことをーっ!?」と怒ど鳴なり散らした。

「ひいっ!?　な、なんですかいきなり!?」

「お、おまっ、そいつは〝マッシュルーレット〟っていう超ちよう高級食材だぞ!?」

「えっ……。あれ、食べるんですか……？」

　素でどん引きするココに、ミナトは「そう、食べるの！」と興奮冷めやらぬ様子だった。

「しかも露ろ店てんで売れば、〝一〇メガ〟くらいの値打ちがつくんだぞ!?」

「じゅ、一〇メガ……!?」

　ちなみに〝一〇メガ〟とは、一ゴールドを一バイトとして数えた時の単位で、大体〝一〇〇〇万〟くらいのことである。

「と、とにかくこの辺にはそういうレアなやつらもいるらしいから、見つけ次し第だい片かたっ端ぱしから捕ほ獲かくして──って、いたーっ!?」

「ひいっ!?」

　いきなり叫さけび始めたミナトに、ココはびくっと縮こまる。

　だがミナトはそんなココを差し置き、「はあっ！」と地面に向けて飛びかかった。

「え、ちょ、ミナトさん!?」

　ココが恐おそる恐るミナトの方へと近づけば、彼は「やったーっ！」とフルマラソンを走りきったアスリートのような顔で、〝それ〟を天高く掲かかげた。

　全長二〇センチくらいの円形な身体に、カラフルな模様と、矢印の如ごとき白い羽を持つ高級食材──そう、ココが遭遇したという〝マッシュルーレット〟を、見事捕獲することに成功したのである。

「ほら見ろ、ココ！」

「ひ、ひいっ!?　こ、こここっち向けないでくださいよぅ!?」

　ゲットした獲え物ものをずいっと近づけてくるミナトに、ココは素で拒きよ否ひ感を示す。

　しかしミナトは、「いいから見てみ？」と身を引き続けるココに、〝マッシュルーレット〟を差し出し続けた。

「うぅ、ミナトさんのいじわるぅ～……」

　涙なみだ目めになりながらも、ココはこれをそーっと見やる。

　が。

「……あれ？」

　改めて見た〝マッシュルーレット〟は、そこまでグロい外見ではなく、目を凝こらせば、つぶらな瞳ひとみにおちょぼ口と──まるでモルモットのような愛らしさを持っていた。

「な、なななんですかこのぷりちーな生き物は!?」

「これがさっきお前の見つけた〝マッシュルーレット〟だ。俺もじっくり見るのは初めてなんだけど、意外と可愛かわいいな、こいつ」

　キュウキュウ、と鳴く〝マッシュルーレット〟に思わず笑みが溢こぼれるミナトだったが、それ以上に衝しよう撃げきを受けていたのは、もちろんココだった。

　どうやら彼女──めちゃくちゃ〝動物好き〟だったようである。

「か、かか飼いましょうこの子!?」

「何言ってんだよ？　せっかくの高級食材だぞ？　食うか売るかしかないだろ？」

　何気なくそう言ったミナトに、今度はココの方が「な、なんてことを言うんですかぁ～っ!?」と声を荒あららげ、〝マッシュルーレット〟を搔かっ攫さらっていった。

「こ、こんなに可愛い子を食べたり売ったりしようなんて、ミナトさんには〝人の心〟というものがないんですか!?」

「いや、そう言われても……」

　その可愛い子を見て嘔吐きそうになったり、〝あんなの〟とか言って、接せつ触しよくノーセンキューだったのは、一体どこの誰だれだったのか。

「お～よしよ～し。怖こわかったでちゅね～、マル子～」

「……」

　……マル子？

　一転して、すでに名前まで付けている現金なココに、ミナトはもうなんか好きにすればいいよという感じであった。




　その後、「マル子のお友だちを探さなければっ」とやたらとやる気になっている様子のココだったが、相手はレア中のレアゆえ、そう簡単に見つかるはずもなく……。

　出てくるのは、低級素材や食材になる虫ばかりであった。

　だがそれでも、マル子との出会いで、〝虫〟への抵てい抗こうがかなり少なくなったと見え、ココはこれらと遭そう遇ぐうしても、「あら、これは違ちがう子ですね」とか、「ほらほら、お家うちへお帰り～」と笑顔で接しており、それを見ていたミナトも、まあ楽しそうならいいやと微笑ほほえましそうにしていた。

　最中、同様の採集行こう為いを、場所を少しずつ移動しながら行っていたミナトは、そろそろ休きゆう憩けいでもするかとココを呼び寄せる。

「おーい、ココー。ちょっと集合なー」

「あ、はーい」

　マル子を連れ、駆け足でやって来たココの前で、ミナトはお手頃な〝石〟を削けずり始めた。

「どうしたんです？」

「ああ、そろそろ疲つかれただろうから、休憩がてら〝ハーブティー〟でも淹いれようかなと」

「え、〝ハーブティー〟ですか!?」

「おう。お前も飲むだろ？」

「もちろんですよぅ。よかったですね～、マル子～」

　キュッ、と返事をしたマル子を愛めでるココに、ミナトも微笑み、「じゃあ美う味まいやつを淹れてやるか」と勢い込む。

〝石〟から〝石の鍋なべ〟を、〝木材〟から〝木のコップ〟と〝おたま〟を作ったミナトは、〝石の鍋〟で近くの川から水を汲くみ、そのまま火にかけ、ハーブ類を投入する。

　そうして煮に出だした液体をコップによそい、軽く〝蜂はち蜜みつ〟を垂らせば、ミナト特製〝ハーブティー〟の完成である。

　もちろんマル子の分も用意済みだ。

「ほら、温まるぞー」

「わあ、ありがとうございますぅ～。はぅ～、いい匂においですぅ～」

　ほんわかと頰ほおを緩ゆるませ、ココは香かおりを堪たん能のうする。

　そして「ふー、ふー」と息を吹ふいてこれを冷ました後、ココはゆっくりとコップに口をつけた。

「あ、美お味いしい……」

「お、そりゃよかったぜ」

　にっと笑いかけつつ、ミナトは「しかし」とココの笑顔を見ながら言った。

「やっと普ふ通つうに笑えるようになってきたな。さっきまでは、結構無理して笑ってただろ？」

「あ、あはは、やっぱり分かっちゃいますよね……。でも今は、こうしてミナトさんと楽しく《採集》が出来たばかりか、美味しいお茶まで淹れていただいたおかげで、とっても元気になることが出来ました！」

「はは、そりゃ何よりだ」

「はいっ、本当にありがとうございます！」

　にこり、と再び笑い、ココはもう一口〝ハーブティー〟を飲んだ後、「でもやっぱりミナトさんは凄いです！」とテンション高めに言った。

「よ、よせよ、照れるだろ？　別に大したことなんかしてないしさ」

「いいえ、私感動しました！　だってこんな森の奥で、全部一から作ってるんですよ？　さっきの〝はしご〟にしたってそうです！　そしてそれを可能にする、ミナトさんの《ＤＩＹ》──とっても凄いパッシブじゃないですか！」

「そ、そうか？　他のやつらからは、〝足手まとい〟とか〝役立たず〟呼ばわりされてたぞ？」

「それはその人たちが、このスキルの価値をきちんと理解していないからですよぅ！」
















　そう断言するココに圧あつ倒とうされ、ミナトも思わず「お、おう」と頷うなずかされてしまった。

「少なくとも、私はミナトさんと、ミナトさんの《ＤＩＹ》に命を救われました！　そして今も、こうしてミナトさんが《ＤＩＹ》で作ってくれた〝ハーブティー〟で、とても幸せを感じています！　ほら、マル子だってこのとおりです！」

　ココに撫なでられたマル子は、『キュッ！』と、まるで彼女に同意するかの如く鳴いた。

「ですから、《ＤＩＹ》は決して〝足手まといで役立たずなスキル〟なんかじゃありません！　私たちを幸せにしてくれた──〝とっても凄すごいスキル〟なんです！」

「……」

「そしてそれを最大限に活いかせるミナトさんは、とってもとってもとーっても凄い人だと、私は思うんですけど、いかがでしょうか!?」

「え、そこで俺に振ふるの!?」

　がーんっ、と白目をむくミナトだったが、ココの気持ちは十分伝わっており、思わず泣きそうになってしまった。

　別に褒ほめられたからというわけではない。

　ただあれほど〝足手まとい〟だと言われ、自分でも役立たずだと思っていたこの力で、誰かをこんな風に言ってくれるまで、幸せに出来たことが、堪たまらなく嬉うれしかったのだ。

　だがそんなことなど、恥はずかしくて言えるわけないではないか。

「……っ」

　だからミナトは、溢れそうになる気持ちを必死に堪こらえ、不ぶ恰かつ好こうな笑顔を作りながら、ココの頭をそっと撫でてやった。

「ありがとな、ココ……。俺、お前に出会えてよかったわ……」

「えへへ、私もですよぅ～」

　にんまりと微笑むココの小さな頭を、ミナトはしばらくの間、優しく撫で続けていたのであった。




　束つかの間の休息を終えた後、ミナトは「そういえば、《採集》の方はどうだ？」とココに《採集》の成果を尋たずねることにした。

　そろそろインベントリも、大分埋うまってきたのではないかと考えたからだ。

「あ、はい。実はさっきからこの革かわ袋ぶくろさんもぱんぱんで、どうしようかと思ってましたよぅ。でも何な故ぜかどんどん入っちゃうんですけどねっ」

「いや、それはぱんぱんじゃないからだろ……。でもまああれだ。とりあえず一度戻もどって〝換かん金きん〟でもするか。ついでにＮＰＣの店で《調合》とかもやってみようぜ」

「はいですっ」

　頷いたココを連れ、ミナトは来た道を引き返し、《フォート》へと戻ることにする。

　森から洞どう窟くつに入り、洞窟を抜ぬけたら谷底を通り、〝はしご〟を上ってまた森に入った後、草原へと出れば、そこはもう〝始まりの街〟──《フォート》のすぐ目の前であった。

　距きよ離りは往路と同じはずなのだが、帰路の方が幾いく分ぶんか短く感じられたのは、恐おそらく気のせいであろう。

　最さ中なか、ミナトは「あ、それとな」と今まで秘密にしていたことを打ち明ける。

「〝はしご〟を下りる時に渡わたした、〝桃もも桜ざくらのリボン〟なんだが、実はあれ──ただのアクセサリーなんだ」

「えっ？　じゃあ〝ラック値が上がる〟というのは……」

　ココの問いに、ミナトは至し極ごく男らしい顔で、「すまん、あれは噓うそだ」と告げた。

「ひ、酷ひどいですよミナトさん!?」

　ぽかぽかと幼子が如ごとく胸元を叩たたいてくるココだったが、ダメージが割と洒しや落れになっておらず、ミナトは早々に謝るべく、「いや、本当にすまん！」と両手を合わせて頭を下げた。

「でもああでも言わないと、怖くて下りてくれないんじゃないかって思ったからさ……」

「ぶぅ～」

　ぷくぅ、と頰を膨ふくらませるココに、ミナトは「なので本当にすまなかった！」と再度頭こうべを垂れ、言った。

「だからもう付ける必要もないし、とくにいい効果があるわけでもないから、外してくれて構わないってことを言いたくてな」

「えっ……」

　そうミナトにネタばらしされたココだったが、彼女は未いまだに結われたままのリボンを、両手で包み込むように触ふれた後、「あの……」と上目でこう願い出てきた。

「このおリボン、このままいただくわけにはいきませんか……？」

「いや、それは構わないけど……。でもあれだぞ？　別になんの効果もない、ただのリボンだぞ？」

「はい、それでもせっかくミナトさんにいただいたものですし、大切にしたいんですっ」

「そ、そうか……。ならまあ大事にしてくれると、俺も嬉しいかな……」

　ミナトがやや赤面しながら答えれば、ココは咲さき誇ほこる花のような笑顔で、「はいっ！」と頷いた。

　時同じくして、無事《フォート》の外がい壁へきにも到とう着ちやくし、ミナトは気恥ずかしさを払ふつ拭しよくしようと、「じゃ、じゃあ行くか」と道具屋の《コロポックル》へ向け、足早に歩を進めていたのだが、広場の前を通った際、再び人ひと集だかりを見つけていた。

「──というわけで、俺たちは〝攻こう略りやく組〟を組織することにした！　ゼロの魂こん胆たんに乗るのは癪しやくだが、現状それ以外に俺たちが生き残る術すべはない！　ならばこちらから堂々とやつの懐ふところへと飛び込み、その鼻はな頭がしらをへし折ってやろうじゃないかっ！　俺たちがただの駒こまではないと、やつに思い知らせてやろうじゃないかっ！　もしこの中に、俺たちと志をともにする、勇ゆう敢かんな者たちがいるのならば、ともに立ち上がろう！　そして約束する！　俺たちは必ず、このふざけたゲームをクリアしてみせるとっ！」

『オオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオッッ!!』

　あの時と同じく、演説を披ひ露ろうしたヒュームの少年に、集つどっていたプレイヤーたちからも大だい歓かん声せいが沸わき起こる。

　やはり大多数のプレイヤーたちは、早々にこの世界を出たいと思っているようだ。

　だがミナトは疾とうに攻略を諦あきらめ、この世界で生きることを選んだ身である。

「なんか凄い騒さわぎですね……」

「そうだな。まあ死なない程度に頑がん張ばって欲しいもんだが……」

　ゆえに、そんな彼らの様子を横目で見つつも、しかし自分には関係のないことだと割り切り、目的地である道具屋へと、足を動かし続けていた。

　そうして広場を後にしたミナトたちだったが、道すがら、ココは隣となりを歩くミナトを見上げながら尋ねてくる。

「ところで、その〝換金〟や《調合》というのが終わった後は、どうするんですか？」

「うーん、そうだなぁ……」

　ココの問いに、ミナトは腕うでを組みながら頭を悩なやませる。

　正直、とくに何も考えていなかったので、さてどうしたものかという感じなのだが、せっかくの新生活である。

　どうせなら色々とやってみたいし、基本的にはまったり過ごそうと考えている。

　が、もちろんそれを彼女に押しつける気はさらさらない。

「まあ俺はまったりと適当に過ごそうとは思ってるけど、お前はどうする？　さっさとログアウトして、こんな世界とはおさらばしたいか？」

　そうミナトに問われたココは、「いえ……」とかぶりを振りながら言った。

「確かに最初は凄く怖こわかったんですけど、でも出たいかと言われたら、別にそうは思わない自分がいまして……」

「そうなのか？」

「はい……。自分でもよく分からないんですけど、でも何故か〝帰りたくない〟〝もっとここにいたい〟って思うんですよね……」

「なるほど。それは記き憶おく喪そう失しつだから戻るのが怖いとか、リアルで受けていた、虐ぎやく待たいか何かの記憶がフラッシュバックしたからとか、そういうことじゃなくてか？」

「はい、そういう感じではないと思います……。理由は全然分からないんですけど……」

　沈しずんだ表情で俯うつむくココに、ミナトは「ふむ……」と考えた後、改めて問う。

「じゃあちょっと聞くが、お前はこの世界で何がしたいと思ってる？」

「え、私のしたいことですか？」

「おう。お前もこのゲームにログインしていたくらいだし、〝戻るのが怖い〟っていう理由じゃなければ、きっとこの世界で何かをしたかったんだと思うんだ。例えば〝綺き麗れいな景色を見たい〟とか、〝強いモンスターを倒たおしたい〟とか、そういう何かしらの〝目的〟がないと、〝もっとここにいたい〟なんて思わないだろ？」

　ミナトがそう結論付ければ、ココは感心したように「なるほど！」と頷いた。

「でも私のしたいこと……したいこと……。えへへ、なんだかそう言われると、意外と思いつかないものですね」

「まあそうだよな。なんか漠ばく然ぜんとしたことでもいいんだぞ？」

　ミナトに促うながされ、ココは「そうですねぇ……」と口元に人差し指をあてながら考えた後、「えっと、たぶんなんですけど……」と何かを思いついたように言った。

「おう、なんだ？」

「えっと、本当に漠然とした感じなんですけど……。たぶん〝何かを作りたかった〟んじゃないかなって思うんです」

「ふむ、〝作りたかった〟か……。それは装備とか、そういうものじゃなくてか？」

「はい。たぶんもっと大きな〝何か〟だったと思います。作るのが難しい、でも作れたらいいなって思える〝何か〟……。私はそれを作るために、ここに来たんだと思います。確証はありませんけど……」

「いや、そう感じたんなら、きっとそうなんだろうさ。作るのが難しいけど、作れたら嬉しいものか……。結構難しい問題だな……」

「えへへ、そうですね」

「まあでも、頑張ってりゃそのうちなんとかなるだろ。お前の夢が叶かなうよう、俺も応おう援えんしてるからさ」

「えっ……」

　ふいに足を止めたココに、ミナトはどうしたのかと振り返る。

　すると、ココはどこか寂さびしそうな面おも持もちで、「一いつ緒しよにいてくれないんですか……？」と言ってきた。

「い、いや、別にそういうわけじゃないんだが、適当に一人で生きていこうかなって思ってたからさ……」

「一人でって、さっきみたいな《採集》とかをしながらですか……？」

「まあ……そうだな。後は〝家〟でも造って、のんびりまったりするとか……」

「お家うちでまったり……」

　反はん芻すうするように呟つぶやくココに、ミナトは「で、でも」と身み振ぶり手振りで説明する。

「今生の別れとか、そういうわけじゃないし、また一緒に行くことだって出来るだろ？」

「……」

（き、気まずい……）

　ミナトが何か話題はないかと必死に頭を悩ませていると、ふいにココが、なんの脈みやく絡らくもなく、「……ミナトさんは、〝一ひと目め惚ぼれ〟って信じますか？」と問うてきた。

「えっ？　あ、ああ、まあそりゃあるんじゃないか？　こうフィーリング的にビビッと来た、とかさ？　というか、どうしてそんなことを聞くんだ？」

「いえ、実は私も、今し方信じてしまいまして」

「えっ……」

　な、なんだこの流れ……。

　これではまるで……、とミナトが狼ろう狽ばいしていると、




「──わ、私、ミナトさんのことが好きです！　なので私とお付き合いしてください！」




「……はっ？」

　突とつ然ぜんの告白に、当然、ミナトは口を開けたまま固まってしまう。

　次し第だいに正気を取り戻もどし始めたミナトだったが、「な、何言ってんだお前!?　冗じよう談だんでも笑えないぞ!?」とあからさまに動どう揺ようしていた。

「じょ、冗談なんかじゃありません！　私、本当にミナトさんのことが大好きになっちゃったんですよぅ！」

「ちょ、ちょっと待て!?　俺たちまだ出会って半日くらいしか経たってないんだぞ!?　そんないきなり大好きになったりはしないだろ!?　それこそ〝美人局つつもたせ〟みたいじゃねえか!?」

　余談だが、ミナトはモテない中学時代、いきなりギャル系の女の子に告白され、うきうきしながらクリスマスデートへと向かったところ、〝彼氏〟を名乗る男に有り金を巻き上げられるという経験をしており、〝美人局〟にはとっても敏びん感かんなのである。

　なのでそこら辺の恥はずかしい黒歴史を、ミナトは懇こん切せつ丁てい寧ねいに説明したのだが、

「そ、そんなことしません！　だって私、〝本気〟なんですから！」

「い、いや、しかしだな……」

「やっぱり〝お付き合い〟では信じてはいただけませんか……？　──分かりました。じゃあ私──ミナトさんの〝お嫁よめさん〟になります！」

「ぶふうっ!?　全然〝分かりました〟じゃないだろ!?　語るに落ちたんじゃないのか!?」

「そ、そんなことありません！　ミナトさんが私を命いのち懸がけで助けてくれた時、私は王子さまが現れてくれたんじゃないかって、これが一目惚れなんだって、本当にそう思ったんです！　それにミナトさんは、その後も怯おびえる私を、ずっと元気付けようとしてくれたり、《採集》の楽しさを教えてくれたりしました！　私はずっと、そんなミナトさんの優やさしさに癒いやされていたんですぅ！」

「お、おいおいやめろよ!?　改めてそう言われると、めちゃくちゃ恥ずかしくなってくるだろうが!?」

「じゃあＯＫしてくださいよぅ!?　ゲーム内での結けつ婚こんイベントなんて、よくあるお話じゃないですかぁ!?」

「だからなんでそういうことは覚えてるんだよ!?　つーか、今のお前はデスゲームになったことによる、〝吊つり橋ばし効果〟みたいなやつに踊おどらされているだけだって!?　一時の感情に身を任せると後こう悔かいするぞ!?」

「で、でも私、本当にミナトさんのことが好きなんですぅ～！」

「お、落ち着けって!?　ほ、ほら、よく考えてみ？　俺なんかよりいい男なんて、この世界にはごまんといるんだぞ？」

　ミナトにそう拒きよ否ひ＆説得されたココは、さっきまでの勢いとは裏腹に、「……そう、ですよね……」と表情を曇くもらせ、俯いてしまった。

「こんな地味で、自分のことすらろくに覚えていない私なんて、お嫁さんにしたくないですよね……」

「うっ……!?」

　騙だまされるな！　思い出すんだ、あの中二のクリスマスを！

「いいんです……。気にしないでください……。きっと迷めい惑わくなんだろうなって、自分でも思っていましたから……」

「う、ぐぅ……っ」

　いかん、惑まどわされるな!?　思い出せ!?　あの中二の、中二のぉぉぉぉおおおおおっ!?

「では、今までありがとうございました……」

　とぼとぼと肩かたを落として踵きびすを返していくココ（＋マル子）の背中があまりにも寂しそうで……。




「──あーもう分かった分かった！　これからも一緒にいてやるよ！」




　ついにミナトは折れてしまった。

「え、本当ですか!?」

　途と端たんにぱっと瞳ひとみを輝かがやかせ、ココは縮地ばりの速度で戻ってくる。

　は、はえぇ!?　とミナトの両目が飛び出しそうになるも、ココはすこぶる嬉うれしそうな顔で、丁寧に頭を下げてきた。

「ではふつつか者ですが、これからも末永くよろしくお願いしますねっ」

「お、おう、こちらこそよろしく……」

　何な故ぜだろう、なんか違ちがう意味に聞こえるのは気のせいだろうか……。

「ま、まああれだ。とりあえず一緒にパーティーを組むところから始めような……？」

「えへへ、お嫁さ～ん♪　お嫁さ～ん♪　私はミナトさんのお嫁さ～ん♪」

「え、いや、あの、嫁ではなくパーティー……」

　優ゆう雅がに歌い始めたココに、引き攣つった顔をしていたミナトだったが、ふいに彼女は「あ、そういえば」と何かを思い出したように問うてきた。

「この世界って、〝お家〟も造れるんですか？」

「えっ？　あ、ああ……まあな。正確には〝マイホーム〟って言ってな。これ結構難しいクエストなんだけど、〝拠きよ点てん〟としても使えるから、造っておいても損はないぞ。デザインも自分で出来たりするしな」

　そうミナトが簡単に説明すれば、ココは「夢のマイホーム……」と熱を帯びた顔で何やら妄もう想そうした後、ぐっと両りよう拳こぶしを握にぎりながら声を張り上げた。

「ぜ、是ぜ非ひ造りましょう！　私たちの〝愛の巣〟を！」

「いや、〝愛の巣〟ではないんだけどな……」

　と、白目をむきつつ、ミナトは「まあ」と彼女の提案を受け入れることにする。

「せっかくだし、目的があるのはいいことかもしれないな」

「ですです！　そうですよぅ！」

「よし、分かった。じゃあとりあえず〝マイホーム造り〟を当面の目標にしよう」

「ええ、了りよう解かいですっ。えへへ、なんだか私、楽しくなってきましたよぅ。ミナトさんに出会えて、本当によかったですぅ」

　──むぎゅっ。

「お、おい!?　あんまりくっつくなって!?　なんか色々と当たってるだろ!?」

　ぎゅっと腕うでにしがみついてきたココに、そう促すミナトだったが、彼女はまったく聞く素振りを見せず、「さあ、行きましょう！」と逆に彼の腕を引いて歩き始めた。

「ちょ、ほ、本当にこのまま行くのか!?」

「もちろんですよぅ～。だって私は──ミナトさんの〝嫁ポジ〟なんですからねっ」

「いや、だからまずはパーティーをだな……」

「あ、ところで〝お家〟って、どうやって造るんですか？」

　聞いてないし……、と嘆たん息そくしつつも、ミナトはマイホームクエストの手順を教えてやる。

「えっと、まずは〝土地〟を手に入れるんだ。要はさっきみたいな採集行こう為いで、〝お金を稼かせぐ〟ってことだな。ついでに建築用の素材も集められるし、一石二鳥ってやつだ」

「分かりましたっ。じゃあいっぱい素材を集めましょうなのですっ！」

「まあ、そうだな……うん。んじゃ、ちょっと頑がん張ばってみるか」

「はいっ！」

　楽しそうに笑うココの姿に、思わず微笑ほほえみが溢こぼれるミナトだったが、しかしそこでふと一いち抹まつの不安を覚える。

　何せ、デスゲームに巻き込まれたかと思えば、こんなに可愛かわいい嫁（？）が出来たのだ。

　果たしてこれは本当に現実なのか、はたまたただの夢ゆめ幻まぼろしなのか。

　ただどちらにせよ、今は彼女に付き合ってあげようと思う。

「えへへ、ミナトさぁ～ん♪」

　だって──とっても嬉しそうだから。










　二章　お家は土台と骨組みが大事です







　ゼロからの《招待状》が届いてから一ヶ月──実に総プレイヤーの〝四割〟が、この世界から消失した。

　残ったのは、およそ六千人ほどであろうか。

　大人気のゲームにしては、些いささか少ない人数だとは思うが、初日はテストも兼かね、稼か働どうサーバーを一つにしており、事前の抽ちゆう選せんで選ばれた一万人のみが、先行してログインを許されていたのだ。

　もちろんこの抽選に、〝βテスター〟だということは関係なかったのだが、ここでもミナトの強運は発揮され、見事に初期プレイヤーとして選ばれたのであった。

　恐おそらくゼロは、最初からこの正式稼働日当日を狙ねらっていたのだろう。

　二日目からは別のサーバーも稼働し、このサーバーも〝一万人〟という制限を外される。

　そうなれば、攻こう略りやく組も大おお幅はばに増員され、攻略難易度も大分下がってくるからだ。

　あの《招待状》以降、ゼロからの音おと沙さ汰たは何もないが、今もどこかで、この世界にいるプレイヤーたちの様子を、優雅に俯ふ瞰かんしていることだろう。

　すでに〝四千人〟という命が奪うばわれたにもかかわらず、だ。

　その四千人も、実に様々な理由でこの世界から消えていった。

　攻略するためにモンスターに挑いどみ、志半ばにして命を落とした者、〝デスゲームなんて噓うそっぱちだ〟と自らモンスターなどの餌え食じきになり、二度と戻らなかった者、そして現状に耐たえ切れず、〝自害〟の道を選んだ者など、その事情は多た岐きに亘わたり、とにかく多くのプレイヤーたちが姿を消していった。




　が──それはそれである。




　なんらかの理由でプレイヤーたちが消えていく間も、ミナトたちは相変わらずの──攻略とは無む縁えんのスローライフに勤いそしんでいた。

　とくにこの一ヶ月は、目下の目標である〝マイホーム造り〟のため、脇わき目めも振ふらずに素材を集め続けたことで、なんとか《フォート》に〝土地〟を買うことにも成功していた。

　すでに隣とな街りまちの《カナル》へは到とう着ちやく済みだったのだが、マイホームを建てるなら、やはり一番安全で、かつ一番土地も低てい廉れんな《フォート》がベストだろうという結論に至ったのである。

　そうして〝土地〟を手に入れたミナトたちは、残ったお金で新装備にも身を包んでいた。

　ミナトは《採さい掘くつ》にも使えるハンドアックス系を主な武器とし、今は〝採集効率上じよう昇しよう〟の特性が付いた《深緑の斧おの》を手に、防具も動きやすい軽装系を好んで使っており、入手難易度もそこそこ、性能もそこそこという《森の狩かりゆう人どシリーズ》一式を身に纏まとっていた。

　これは一式を装備すると、〝スタミナ持続時間上昇〟という特性が発動するので、長時間の採集行為にはうってつけなのである。

　他にも、アクセサリーでスタミナの総量を上げたり、状態異常を防ぐオーブを装着したりと、様々な状じよう況きように対応出来るよう、スキルの類たぐいも揃そろえられていた。

　なお、《ＤＩＹ》用の〝木製レンチ〟も、〝エクスカリパナ〟という新しいものに変わったのだが、これはミナトの《ＤＩＹ》に、レンチ（＝スパナ）が必要だと知ったココが、どこぞのお店で買ってきたものを、プレゼントしてくれたのである。

　そんなココも、ミナトのサポートが出来るよう、ライフル系を主な武器とし、今は〝状態異常時間増加〟の特性が付いた《貴婦人の猟りよう銃じゆう》を手に、〝麻ま痺ひ弾だん〟や〝麻ま酔すい弾だん〟などの、状態異常系弾薬で彼を助けていた。

　ただ防具が〝可愛い〟というだけの理由で選んだ、軽装系の《風の踊おどり手シリーズ》というものなのだが、これの特性が〝気配遮しや断だん効果減少〟──つまり〝モンスターに見つかりやすくなる〟というまさかの能力であったため、せっかくミナトが選んだ《気配遮断効果（中）》のオーブも、《気配遮断効果（小）》になっているという本末転てん倒とうぶりだった。

　まあステータス自体は相変わらずバグったままなので、表示はされていないのだが……。

　おかげで、あれからココとはほとんど一いつ緒しよに《採集》などを行っていたのだが、彼女はその特性のせい──というわけではないものの、よく食人植物や、触しよく手しゆ持ちモンスターの餌食になったりしており、思い返せば、サポートしているのは、むしろミナトの方だった気がしなくもなかった。

　しかも彼女のような〝ドジッ子〟というのは、どこの世界にも存在するものなのか、食人植物の中に、先客のフェアリーがいた時は、さすがのミナトもどうしようかと思ったのだが──と、それはさておき。

　問題は、マイホーム完成まで〝出来るだけ出費は抑おさえよう〟と、宿の中でも一番安い、馬小屋にも似た部屋で寝ね泊とまりを繰くり返していたことだった。

　いや、それ自体はさしたる問題でもないのだが、お年とし頃ごろの男女が一つ屋根の下の、同じ部屋で寝泊まりするのは、いかにゲーム世界といえど、いかがなものかということである。

　もちろんあれだけラブコールをしていたココも、当初は「ま、まだそういうことは早いと思いますし、お部屋は別々に……」と貞てい操そう観念強めな主張をしていたのだが、

「えへ、えへへ……ミナトさぁ～ん……すーすー……」

「……はあ」

　現状、この有り様である。

　何な故ぜか彼女はシングルの部屋を別々に取ったにもかかわらず、毎度の如ごとく寝ね惚ぼけて、ミナトのベッドに入り込んでくるのだ。

　それはこの状況を見ても分かるとおり、現在進行形なわけで、ミナトは夜な夜な桃もも色いろの感情を必死に抑える日々を課せられていたのであった。

　なお、今ミナトたちがいるのは、《フォート》の宿屋──《草原の子馬亭てい》である。

「……う、う～ん……ひゃうっ!?　ご、ごめんなさい！　私ったら、またミナトさんのお布ふ団とんに入ってしまったみたいで……」

「い、いや、まあもう慣れたから……」

　苦笑い気味に返すが、その顔には、あきらかに寝不足であろう〝くま〟が浮うかんでいた。

　ご存じのとおり、ココは美少女の上、胸元の成長が著いちじるしいときている。

　そんな女の子と同じ布団にいるというこの状況は、どんなボスモンスターの一いち撃げきよりも、数段に破は壊かい力が抜ばつ群ぐんで、慢まん性せい的な寝不足になるのも頷うなずける話だった。

「あ、じゃあ私、ちょっと着き替がえちゃいますね」

「お、おう。なら俺は外に出てるから……」

「そ、そうですか？　でも私、ミナトさんになら見られても……（ぽっ）」

「い、いや、ちょっと外の空気も吸いたいから、ゆっくり着替えていてくれ！」

　逃にげ出すように部屋を出たミナトは、途と端たんに大きく肩かたを落とし、寝間着から普ふ段だん着ぎにぱぱっと装備を変え、そのまま外へと向かう。

　というのも、以前にもあのような思わせぶり発言があり、ヘタレゆえに散々悩なやんだ挙げ句、「じゃ、じゃあ……」と少々期待しながら見ようとしたところ、「や、やっぱりダメですぅ～！」とビンタを食らい、壁かべを突つき破ってＰＫされかけたことがあったのである。

　ゆえに、あの経験以降、迂う闊かつなことをして殺されたくはないので、ココのハニートラップ（？）には乗らぬよう、細心の注意を払はらい続けていたのだ。

「……ふう」

　ともあれ、せっかく外に出たミナトは、新しん鮮せんな空気で肺を満たし、気分を転てん換かんさせる。

　なんだかんだ言いつつも、マイホームクエストの下地となる〝土地〟は、すでに手に入れ済みなわけだし、上物の建築も着々と進みつつある。

　このまま順調に行けば、近いうちにこの寝泊まり生活とも、おさらば出来るはずだ。

　もう少しの辛しん抱ぼうだな、とミナトが身体からだを伸のばしていると、




「──うるせえな！　だからお前は〝必要ない〟って言ってるだろ!?」




「……あん？」

　いきなりプレイヤー同士の揉もめるような声が聞こえ、何事かと振り返れば、一〇メートルほど先の路地で、何やら穏おだやかではない人ひと集だかりが出来ていた。

　当初は絶望に暮れていた彼らだったが、一月も経たてば人間慣れるもので、攻略に勤しむ者や、彼らのサポートに回り、生産系のスキルを磨みがく者、決して無理をせず、ただひたすらに大人しくする者など、皆みなそれぞれのスタイルで生活を送るようになっていたのだ。

「この朝っぱらからなんなんだよ、一体……」

　呆あきれ気味に人集りの方へと向かい、野次馬の間からちらりと覗のぞき見れば、見るからに柄がらの悪そうなプレイヤーたちが、別の女性プレイヤーに絡からんでいる様子が窺うかがえた。

「あれは……もしかして〝ヒノカ〟か……？」

　しかも絡まれていたのは、ミナトのよく見知る少女──ビーストアバターの〝ヒノカ〟であった。




　　　　◇




　猫ねこ目めで気の強そうな面おも持もちの美少女──〝ヒノカ〟と出会ったのは、今を遡さかのぼること半月ほど前、マイホーム造りの土台となる〝土地〟を手に入れるため、素材集めに勤しんでいたある日のことだ。

「むにゃむにゃ……ぐーぐー……すぴー」

「……はあ」

　前日に夜なべをして、何故か〝手て袋ぶくろ〟を編んでいたココは、当然、朝起きることが出来ず、仕方がないので、ミナトは置き手紙を残して、一人《採集》へと出かけた。

　今ミナトたちがいる場所は、《フォート》の隣街である水の都──《カナル》である。

　もちろんココは宿屋──《水辺の人魚亭》におり、今も夢ゆめ心ごこ地ちの中にいるのだろう。

《カナル》は〝水の都〟とも呼ばれる水上都市で、街中の移動は専用の小船で行い、なんと小船から竿さおを垂らせば、普通に魚が釣つれるという水産資源豊富な街である。

　よって、周囲のフィールドはマングローブ域や湿しつ地ち帯が多く、生息するモンスターも、水陸両用や、水中戦に特化したタイプが多い。

　ココのために新たな狩かり場ばを開かい拓たくしておこうと考えたミナトは、割と強めのモンスターが出るエリアへと赴おもむくことを決め、《カナル》から小船でマングローブ域へと乗り出す。

　弱めのモンスターであれば、今ミナトが船首に取り付けている〝臭におい袋ぶくろ〟で、大たい抵てい追い払うことが出来るのだが、ボスクラスのモンスターとなるとそうもいかない。

「どうか見つかりませんようにっと……」

　オールで上う手まく船体をコントロールしながら、ミナトはどこから襲おそいくるとも分からないモンスターどもを警けい戒かいしつつ進む。

　道すがら、ココと安全に行き来が出来るよう、ルートも計算し、ふいに見つけた岸辺に小船を乗りつけたミナトは、狩り場を探してじめじめの湿地帯を歩き始める。

「……うん？」

　そんな時だ。

　ふとミナトの目に、陽ひの光も届かないような森の奥で、一人の女性プレイヤーが顔を伏ふせながら、岩場で膝ひざを抱かかえている姿が飛び込んできたのは。

「……」

　青の縞しまパンか……、と紳しん士しな面持ちで眼福にあずかるも、話しかけたら絶対面めん倒どうなことになりそうだと直感したミナトは、何も見なかったことにして、静かに彼女の後ろを通り過ぎようとする。
















　が──ぎゅむっ。

「──ふぎゃっ!?　ちょっとあんた!?　なに人の尻しつ尾ぽ踏ふんづけてくれちゃってんのよ!?」

「……」

　や、やらかした……。

　ずーんっ、と白目をむくミナトに、女性──いや、少女は猫耳を逆立てながら、憤いきどおりの孕はらんだ眼光を向ける。

　そう、彼女のアバターは〝ビースト〟──つまり〝尻尾〟があったのである。

「す、すまん、わざとじゃないんだ。このとおり謝るから、どうか許してくれ」

　両手をぱんっと合わせ、心から謝罪するミナトに、少女は「……まあいいわ」と嘆たん息そく気味に言う。

　それにほっと胸を撫なで下ろし、「じゃあ俺はこれで……」と早々にこの場を立ち去ろうとしたミナトだったが──むんずっ。

　突とつ然ぜん服の裾すそを摑つかまれ、ウォーキングマシンのようにその場で足が空転した。

「……」

　半眼気味に振ふり返れば、少女はミナトの顔をじっと見つめたまま一言、「……あたしね、今落ち込んでるの」と言った。

　何故こんなところで、しかも自分にそれを言うのか──ミナトの頭に様々な疑問が過よぎったが、考えるだけ無む駄だそうなので諦あきらめることにした。

「……そうか。まああまり考えないようにしろよ。じゃ」

　言って、ミナトは再び足を動かそうとするが、

「──うげっ!?」

　ぐいっ、と裾を強めに引っ張られ、首が絞しまった。

　ちなみに、ライフが一ポイント減った。

「……あたしね、今落ち込んでるの」

「……」

　それはさっき聞きました。

　これはあれか、何故落ち込んでいるのかを聞かなければならない流れなのだろうか……。

　すこぶる気は進まなかったが、聞かないことには話が進まず、話が進まないと足も進まなそうなので、ミナトは小さく息を吐はいてから尋たずねた。

「……何かあったのか？」

　すると、少女は一度顔を伏せてぷるぷると震ふるえた後、ばっと面を上げて捲まくし立て始めた。

「っていうか、聞いてよ!?」

「ア、ハイキキマス」

「あたし、〝ヒノカ〟って言うんだけど、今攻こう略りやく組ですんごい頑がん張ばってるの！　なのにあのぼんくらども、そんなあたしになんて言ったと思う!?」

「いや、俺に聞かれ」

「そう！　『お前みたいな無能は必要ない』ってなんなのよそれ!?」

　いや、お前のそのモノマネがなんなのよという感じなのだが……。

　口を突き出し、低い声でそれを言ったであろう人物の真ま似ねをするヒノカの様子に、ミナトも戸と惑まどいを隠かくせなかった。

「大体、あたしを誰だれだと思ってるのあいつら!?　〝アルティメット・エレメンタラー〟の称しよう号ごうをほしいままにしている、美少女カリスマゲーマーのヒノカさまよ!?　なのにこのあたしを無能扱あつかいですって!?　無能は野菜だけで十分よ!?　そうでしょ!?」

「お、おう、そうだな……」

　恐おそらく〝無農薬〟のことであろうが、突っ込むと面倒そうなので頷いておく。

「そりゃね!?　あたしだってこの世界じゃ〝魔ま法ほう〟を使えないし、それに似た感じの遠えん距きよ離り武器も使えないわよ!?　だって〝ビースト〟だもの!?　知らなかったんだからしょうがないじゃない!?　ねえ!?」

「はい……。そう思います……」

　と言わないと、たぶんめちゃくちゃ罵ば声せい浴びせられそう……。

「そうなのよ！　普通はそう考えるのよ！　なのにあいつらときたら、『魔法が使えないと本人も使えないんですね？（笑）』とか、『ねえねえ、今どんな気持ち？　ねえ、今どんな気持ち？』って、どうもこうもないわよ！　大体、人の目の前で反復横よこ跳とびみたいに横移動するのやめなさいよ、うっとうしい！」

「そ、そうですねー……」

「それどころかこの前は──」

　延々と愚ぐ痴ちを聞かされ続けながら、ミナトは眼前で唾つばを撒まき散らす少女に、見覚えがあったことを思い出していた。

　そう、この世界がデスゲームへと変わった、あの運命の日──例の少年とともに戦っていたカリスマゲーマーさんであり、ミナトに〝役立たず〟だと言い放った張本人である。

　ここでは〝ヒノカ〟でログインしているようだが、確か本名は〝日ひ野のののか〟だったか。

　数々のＭＭＯで名を馳はせていた美少女ゲーマーで、魔法使い系ジョブを使わせたら、どのゲームでも世界トップクラスのプレイヤースキルを誇ほこることから、〝アルティメット・エレメンタラー〟の称号で呼ばれている天才少女──のはずなのだが、まさかこんなことになっていたとは……。

　動画配信サイトでも有名な生放送主で、自らのプレイヤースキルを教授したり、プレイ動画を公開したりして人気を確立しており、雑誌にグラビアが載のったりしたこともあった。

　まあ見てくれはすこぶるよいので、写真で見る分にはいいのだが、いかんせんこの口の悪さだ──生放送なんかでも、その高飛車な口調から、よく炎えん上じようしていた覚えがある。

　とはいえ、それ以上に彼女を信しん仰こうする〝ファン〟も多いので、本人もめげずに放送を続けていたのだろうが。

「あーもうっ！　思い出したらまた腹が立ってきたわっ！」

　だが聞いた感じ、どうやらいつものノリで、このバーツを始めたところ、デスゲームに巻き込まれた上、〝魔法〟という概がい念ねん自体が存在しなかったどころか、似たような効力を遠距離武器でしか発揮出来ないにもかかわらず、彼女が選んだアバターでは、〝遠距離武器が使えない〟という事態に陥おちいってしまったのだろう。

〝ビースト〟は、獣じゆう人じんらしく全ての能力が高いが、武器は近接系しか装備出来ないからだ。

　これで近距離戦せん闘とうでもそれなりにこなしていれば、状じよう況きようも変わったのであろうが、彼女はそっち方面がてんでダメだったみたいなので、攻略組でも煙けむたがられてしまったというわけである。

　もっとも、少なからず〝僻ひがみ〟とか、そういう感情も含ふくまれているとは思うのだが。

「ねえ、ちょっと聞いてる!?」

「お、おう、聞いてるぞ？」

　と、危ない危ない。

　この状況で聞いてなかったことがバレたら、一体どうなっていたことか。

　とりあえず気が済むまで吐き出させることにしたミナトは、「大変だったな……」と話を合わせてやった。

「そう！　大変だったの！　あんたよく分かってるじゃない！　後でサインあげるわ！」

「あ、はい……。どうも……」

　い、いらねえ……、とは思っていても言えず……。

　が、ミナトが話を聞いたおかげで、ヒノカも幾いく分ぶんか落ち着きを取り戻もどしたのか、彼女は少々沈しずんだ声音で続けた。

「でもさぁ、リーダー格とはいえ、さすがに今までずっと一いつ緒しよだったやつに、同行を断られるとは思ってなかったなぁ……」

　岩場の縁ふちに腰こしかけ、足をぶらぶらさせるヒノカに、ミナトは「いいやつだったのか？」と尋ねる。

　まあこの状況で命を懸かけられるほど、我の強い攻略組のメンツをまとめるようなやつだ。

　それなりのカリスマ性がなければやっていられないだろう。

「まあ……そうね。顔はあんたよりもハンサムよ」

「おう俺もう帰っていいか？」

　炎上する理由がよく分かったミナトだった。

「ごめんごめん、悪気はないの。ほら、女の子ってイケメンに弱いでしょ？　で、イケメンってモテるから、女の子の扱いが上手なわけ。そういう意味で言うのなら、優やさしかったとは思うわ。まああたしは、イケメンとか、正直、どうでもいいんだけどね」

「ふーん。で、その優しいやつから拒きよ否ひられたって？」

「ええ。一応攻略組を立ち上げた間あいだ柄がらなのに、『すまないが、皆みんなを危険に晒さらすわけにはいかない』ってね」

「そりゃまた随ずい分ぶんとはっきり言われたな……」

　いくらなんでも、そこまで言う必要もないとは思うのだが……。

　いや、だがどこの世界にも、〝ガチ勢〟ってのはいるからな。

　とくに今は、命が懸かっている〝デスゲーム〟真っ最中なわけだし、それもまた仕方のない話なのだろう。

　そうミナトが思っていると、ヒノカは黄昏たそがれたように虚こ空くうを見み据すえながら言った。

「昔はよかったわ……。あの頃ころは全てが輝かがやいて見えた……。そう、〝あたし〟という太陽に照らされてね……」

「……」

　うん、普ふ通つうに英断でした。

　こんなことを真顔で言えるようなやつは、さっさとイジェクトしておいた方が、世のため人のためだからな。

　と、いい加減、うんざりしていたミナトだったが、彼が解放されたのは、それから数時間後の──空が茜あかね色いろに染まる頃だったとかなんとか。




　　　　◇




「……」

　ヒノカとの出会いを思い出し、「よく頑張ったな、俺……」と自分で自分を褒ほめたい気持ちに駆かられたミナトだったが、「何よその言い方!?」という怒ど声せいに正気を取り戻す。

　そう、今重要なのは、過去の栄光（？）ではないのだ。

　出会った時点であんな感じだったのである。

　大方の想像はつくが、ミナトは野次馬に交ざり、両者の言い分に耳を傾かたむける。

「つーか、お前、あの〝ハルマ〟にさえ、〝ついてくるな〟って言われたんだろ!?　皆の迷めい惑わくになってることくらい考えろよ！」

「た、確かに言われたわよ！　だから迷惑にならないよう、資金稼かせぎをしたり、サポートに回ったりしたんじゃない！」

「そのサポートが問題なんだよ！　大体、なんだよあの回復薬!?　まともに効くやつが一つもねえじゃねえか!?　お前のせいで死にかけたやつも、大勢いるんだぞ!?」

「そ、それは……。で、でもあたしだって一生懸けん命めいやってるの！　皆のために攻略したい気持ちは誰にも負けないわ！」

　ヒノカがそう言い返せば、攻略組のプレイヤーたちは、顔を見合わせて吹ふき出した。

「〝皆のために攻略したい気持ち〟って、どの口が言ってるんだよ？」

「えっ……」

「そりゃ、あの〝アルティメット・エレメンタラー〟さまがこのざまじゃ、立つ瀬せがねえよな？　見てたぜ？　あんたの生放送。偉えらそうに上から目線で説教ぶっこいてよ。それがなんだ？　必要とされなくなった途と端たん、今度は媚こびる作戦か？」

「べ、別にあたしは媚びてなんか……」

　辛しん辣らつな言葉を浴びせられ、ヒノカは言い返すことも出来ずに口を噤つぐんでしまう。

　そこまで言わなくともとは思うが、要は足手まといなヒノカへの苛いら立だちが、〝八つ当たり〟という形でぶつけられているだけなんだと思う。

「……」

　とはいえ、確かにヒノカのパッシブで作った回復薬なら、死にそうになったというのも頷うなずける話ではある。

　というのも、ヒノカのパッシブは、アイテム調合系の《魔女の秘術》というものなのだが、このパッシブは通常の《調合》とは違ちがい、〝ランダムで別の効果を一つ付加する〟という特性を持っている。

　しかも付加された効果がなんなのかは、摂せつ取しゆしてみるまで分からず、名前に〝魔女の〟が付く上、内容物を収めた容器も、どこか禍まが々まがしい雰ふん囲い気きのものになるため、飲むにはかなりの勇気を必要とするのである。

　一いつ瞬しゆんの判断が生死を左右する攻略組の戦場で、そんなものに手を出す余よ裕ゆうなど、当然、あるはずもないだろう。

　そりゃ煙たがられるわなぁ……、とミナトがその光景を想像し、顔を顰しかめていると、いい加減付き合いきれなくなったのか、「とにかくだ」と攻こう略りやく組のプレイヤーたちが踵きびすを返し始めた。

「次からは絶対についてくるな。分かったな？」

「え、ちょ……」

　だがそれでも諦あきらめようとしないヒノカは、「ちょ、ちょっと待ってよ!?」と彼らを引き止めようとする。

「ほ、ほら、これは自信作なんだから！　この特製滋じ養よう強きよう壮そうドリンク──《魔女のリポポビンＤＸ》は──」

　と、自ら調合したアイテムを差し出すヒノカだったが──バシッ！

「あっ……」

「いらねえよ、そんなもん」

　プレイヤーたちはそれを振ふり払はらい、彼女の渡わたそうとした小ビンは、ころころと地面を転がってしまった。

「……っ」

　これにはさすがのヒノカも、一瞬弱気な表情を見せ、それを見たプレイヤーたちは、いやらしそうな笑みを浮うかべる。

　が──ころころころころ。

「……？」

　……おい、ちょっと待て。

　──ころころ。

　何な故ぜこっちに向かってくる。

　──ころころころ。

　いや、その軌き道どうはおかしいだろ。

　──ころころころころ。

　何故そうも狙ねらったかのようにこっちに向けてころころと……あー……。

「……」

　自身の足下にぽてっとぶつかってきた小ビンに、ミナトはずーんっと白目をむく。

　わざとやっているのではないかと思うくらい、ピンポイントかつ正確な直ちよく撃げきであった。

　当然、小ビンの持ち主もミナトの存在に気づいたようで、「あ、いいところに！」と大おお股またで近づいてきた。

「あんたからもなんか言ってやってよ!?　前にあたしは悪くないって言ってたでしょ!?」

　え、そんなこと言ったっけ……。

「いや、俺はただ〝大変だったな〟と気持ちの理解をだな……」

「いいからこっちに来て！」

「お、おい!?　引っ張るなって!?」

　一応の抗こう議ぎもむなしく、ミナトは強ごう引いんに腕うでを引きずられていった。

「ほら、がつんと言ってやんなさいよ！」

「あん？　なんだてめえは？」

「……」

　本当になんだという感じだが、ここまで引きずり出されてはどうしようもない。

　確かに第三者的な目線で見ても、言い過ぎていた感はある。

　まあヒノカ自身にも問題はあるのだろうが、それはこの際置いておくとしよう。

　はあ……、と小さく嘆たん息そくし、ミナトは覚かく悟ごを決めて口を開く。

「いや、サポートにまで来るなってのは、さすがにちょっと言い過ぎじゃないのか？」

「うるせえな、部外者は黙だまってろよ」

「いやいや、部外者だからこそ、言い過ぎてるように見えるんだろ？　しかもこの朝っぱらから、道のど真ん中でだぞ？　口を出すなっつー方が無理だろうが……」

　ミナトが周囲を見渡しながらそう言えば、まだ冷静だと思われる片割れの方が、「まあ……」と口を挟はさんできた。

「それに関しては、確かにあんたの言うとおり、俺たちにも落ち度があったとは思う。けどな、あんたはこいつの〝悪事〟を知らねえから、そんなのんきにしていられるんだ」

「……悪事？」

　それは初耳である。

　もし仮にヒノカがミナトの知らぬ、何か非人道的な行いをしているというのであれば、さすがに考えを改めざるを得ない。

　ちゃんと事実を確認しておかないとな……、と考えたミナトは、これをヒノカに問うてみることにした。

「お前、なんか悪いことでもしてたのか？」

「し、してるわけないでしょ！　……たぶん」

「……」

　だったらそうやって明後日あさっての方を向かずに、真っ直すぐこっちを見ろ。

　つー、とそっぽを向いてしまったヒノカに、ミナトは胡う乱ろんな瞳ひとみを向ける。

　確かにヒノカは自分勝手で口も悪く、プライドも高い上に態度もデカい。

　正直、見た目だけはいいんだから、銅像にでもなっていてくれないかという感じではあるが、教えを乞こう者には、真しん剣けんに向き合う面めん倒どう見みのよさを持ってるし、とにかく諦めないド根性の持ち主でもある。

　まあ何が言いたいかというと、ヒノカは調子のいいアホの子なだけで、そんなに言うほど悪いやつじゃないし、悪いことをするようなやつでもないということだ。

　となれば、ヒノカはそう思っておらずとも、彼らにとっては〝悪事〟になりえるようなことを、何かしでかしたに違いない。

　これはヒノカよりも、被ひ害がい者しや（？）の方々に直接聞いた方が早そうだ。

　そう内心頷き、ミナトはプレイヤーたちに尋たずねる。

「悪い、こいつが何をやったのか教えて貰もらえるか？」

「ああ、聞きたけりゃ好きなだけ聞かせてやるよ」

　呆あきれたように頷くプレイヤーに、ミナトは今までヒノカがやらかしてきた、〝悪事〟とやらの概がい要ようを聞いた。

　それはボス攻略中の前衛部隊全麻ま痺ひ事件、瀕ひん死しな仲間たちへの毒殺未み遂すい事件、組員勧かん誘ゆう中の悪あく臭しゆうぶち撒まき事件、恋れん愛あい相談を受けたカップルの破局三連発事件などなど──。

　途中で「あ、もういいです……」とギブアップしたくなるほど、濃こい内容であった。

　これでまだ一部なのだから、一体どれだけのことをやらかしてきたのか。

　最大限甘く見積もっても、〝悪気がない〟で済ませられる範はん囲いを疾とうに超こえている。

　話を聞き終えたミナトは、ヒノカの方を振り返った後、その丸みを帯びた肩かたにぽんっと手を置いて言った。

「──すまん。どう考えてもお前が悪いわ」

「え、いや、ちょっ!?　あんたはあたしの味方でしょ!?　何しれっと寝ね返がえってんのよ!?」

　当然、ヒノカは抗議の声を上げるが、こいつにそんな権利はないことは明白である。

「諦めろ、ヒノカ。お前は生まれた時代が悪かったんだ」

「ちょ、あたしの存在意義を全否定しないでよ!?」

「いや、そう言われてもなぁ……」

　あれだけのことを聞かされた以上、一体どう擁よう護ごすればよいのか。

　本人の気質もさることながら、彼女の作った薬の類たぐいは、ほぼ一〇〇パーセントの確率で致ち死し量クラスのマイナスの効果が付加されるのだ。

　そんなやつを回復係として、サポートに連れて行くなんて──。

「……うん？」

　と、そこでミナトはあることに気がつき、「まったくとんだ助っ人だったわ！」とぷんすかしているヒノカを見やる。

　そして「ああ、なるほど」と両手を叩たたき、成り行きを見守っていた攻略組のプレイヤーたちに、こう提案した。

「なあ、こいつ俺が引き取ってもいいか？」

「はあっ!?　ちょ、ちょっとあんた何勝手に決めてんのよ!?」

　話を聞いていたヒノカが突つっかかってくるが、ミナトはこれを「まあまあ」と宥なだめる。

「どうだ？　あんたらには別段デメリットもないだろ？」

　そう問われたプレイヤーたちは、怪け訝げんそうに顔を見合わせた後、「まあ……そうだな」と頷いて言った。

「あんたがそれでいいってんなら、俺たちは別に構わないぜ？」

「ああ。厄やつ介かい払ばらいも出来てちょうどいいしな」

「なんですって!?　あんた、もう一度言ってみなさいよ──って、何すんのよあんた!?　ちょっと放しなさいよ!?」

　牙きばを剝むき出しにして喚わめき散らすヒノカを羽は交がい締じめにしつつ、ミナトは「じゃあ俺たちはこれで。攻略頑がん張ばってな」とその場を去っていこうとする。

「あ、ああ……」

「あんたも気をつけて……」

　呆ぼう然ぜんと見送るプレイヤーたちと、その他の野次馬たちに、再度「じゃあどうもお騒さわがせしましたー」と愛あい想そ笑いを浮かべ、ミナトは早々にこれを運び始めるが、

「ちょ!?　あんた、あたしにこんなことをして、ただで済むとでも思ってんの!?」

　ヒノカの憤いきどおりは激しさを増すばかりで、拘こう束そくを振り解ほどこうと、力の限りに暴れていた。

　と。

「「──」」

　最さ中なか、ミナトは一人の男性プレイヤーと視線が重なった。

　ミナトと同年代くらいのヒューム──そう、あの時の少年だ。

　一目見ただけでも分かる、かなり入手難易度の高い装備一式を身に纏まとい、顔つきも、修しゆ羅ら場ばを潜くぐってきたと思われ、イケメンには違ちがいないが、どこか張り詰つめたような雰ふん囲い気きを持っていた。

「……」

　単なる推測にしか過ぎないが、恐おそらく彼は仲ちゆう裁さいに入ろうとしていたのだろう。

　あれだけの装備を持つプレイヤーは、たとえ攻略組であったとしても、そう多くはない。

　とすれば、あの少年は幹部クラスか、もしくはそれ以上と見て間違いないと思う。

　その彼が揉もめ事ごとの仲裁に入ったとなれば、否いや応おうなしに事態も収束するというもの──〝組織〟とはそういうものだからだ。

　だが彼は仲裁に入ることはせず、今も物もの陰かげから、ただじっとこちらの様子を見み据すえているだけである。

（ま、なら別に構わねえってことだな）

　少年から視線を外し、ミナトは先ほどの宿──《草原の子馬亭てい》へと向け、今も「どこ触さわってんのよこの変態!?」と喚き続けるヒノカを、えっさほいさと運んでいくのであった。




「ほら、そろそろ機き嫌げん直せよ？　さっきはああするしかなかったんだって」

　ヒノカを連れ、《草原の子馬亭》へと戻もどってきたミナトであったが、当然、彼女のご機嫌はすこぶる斜ななめで、先ほどから何度も謝ってはいるのだが、彼女は机に頰ほお杖づえを突いたまま、ぶすっと膨ふくれっ面つらをしており、機嫌が直る気配が一向に見えなかった。

　当初は「わ、私というものがありながら、他の女性を連れ込むなんて!?」とハンカチをキーッと嚙かみ締しめていたココだったが、怒いかり心頭のヒノカに圧あつ倒とうされたのか、今は空気を読み、部屋の隅すみでマル子と大人しくしている。

　さすがにこのままではラチが明かないと踏ふんだミナトは、声のトーンを下げ、真剣な面おも持もちでヒノカに話しかけた。

「なあ、ヒノカ」

「……何よ？」

　不機嫌極きわまりないヒノカも、ミナトの変化に気づいたのだろう。

　目線を合わせてはくれなかったが、返事はしてくれた。

「お前もこのままじゃダメだって分かってるんだろ？」

「……」

「何も責めようってわけじゃない。俺だって、最初はこの世界を攻こう略りやくしようと思ったけど、俺のパッシブじゃなんの役にも立たないって悟さとって、今はご覧の有り様だ。そんな俺だからこそ分かるんだよ──お前はただ〝力の使い方を間違ってるだけ〟だってな」

「……どういうことよ？」

　ミナトの物言いに興味を示したと思われ、ヒノカがこちらに視線を向けてくる。

　目元には薄うつすらと涙なみだが浮うかんでいるのが見えたが、そこには触ふれないでおく。

「まあそれは追い追い説明してやるよ。だがその前に聞かせてくれ。なんでそこまで攻略組にこだわるんだ？　そんなに現実世界に帰りたいのか？」

「……ふん、別にこだわってなんかいないわよ。現実世界だって、今はどうだっていいわ。ただあんたも知ってるでしょ？　あたしはどんなゲームでも最強の魔ま法ほう使つかい──〝アルティメット・エレメンタラー〟のヒノカなの。そのあたしが、なんの役にも立たない無能扱あつかいされているのが、堪たまらなく嫌いやなだけ。とにかく我が慢まんならないだけよ」

「なるほどなぁ」

　つまりまとめると、〝頼たよられる存在になれるのであれば、攻略組でなくとも構わないし、現実世界に帰ることも考えていない〟ということだ。

　そういうことか、と内心頷うなずくミナトに、今度はヒノカの方から話題を振ふってきた。

「ほら、今度はあんたが話しなさいよ？　なんか説明してくれるんでしょ？」

「ああ、そうだったな。だがまあそれはまた今度ってことで」

「はあっ!?　ここまで引っ張っておいて何よそれ!?」

「まあまあ落ち着けって。お前の場合、口で説明するより、実際に体験させた方が早いんだよ。んで、話を戻すけど、お前、今暇ひまだろ？」

「誰だれかさんのおかげでね！」

　嫌みを込めてそう吐はき捨てるヒノカだが、それはこの際問題ではない。

　すでに会話は成立──互たがいに感情をぶつけ合えるまでになっているのだから。

「そりゃ何よりだ。で、暇なら〝マイホーム〟を造るの手伝ってくれよ。ちゃんとお前の部屋も作ってやるからさ」

「はあ？　マイホーム？」

「ああ。次のクエスト対象が、草食系の〝エレサイト〟っつーモンスターなんだが、俺とココだけじゃ倒たおせそうになくてな。協力してくれる〝優ゆう秀しゆうなアタッカー〟を探そうと思ってたんだが、お前なら十分だろ？」

「なんであたしが……って、そもそもあたしは後方支し援えんのサポート要員であって、アタッカーじゃないんだけど？」

　そう捻ひねくれるヒノカだったが、ミナトに「いや、それは攻略組での話だろ？」と言われ、「えっ……」と鳩はとが豆まめ鉄でつ砲ぽうを食ったような顔をしていた。

「でもここじゃ違う。お前は立派なアタッカーだ」

「え、でも……」

「なんてことはねえさ。あいつらはただお前の力をきちんと理解していなかっただけだ。アタッカーに後方支援なんてやらせてどうするんだよってな」

「で、でもあたしは、近きん距きよ離り戦せん闘とうが出来ないから、後方支援になったのよ!?」

　ミナトの言葉が信じられず、ヒノカは反論を重ねる。

　が。




「──あのな、〝近距離戦闘が出来ること〟と〝アタッカー〟は同義じゃないぞ？」




「えっ……」

　ミナトにそう諭さとされ、ヒノカは呆然としてしまった。

　今までそんなことを言われたことなど、ただの一度もなかったのだろう。

　呆あつ気けにとられているヒノカを、ミナトはここぞとばかりに説き伏せる。

「なっ？　だから頼たのむよ。少なくとも、俺たちにはお前の力が必要なんだって」

「で、でも、あたしは……あっ」

　もちろんそれだけでは終わらず、ミナトは彼女の手を両手で取りながら頼み込む。

「頼む！　パートナーになってくれ！　俺にはお前の力が必要なんだ！」

「～～っ!?」

　途と端たんにかあっと顔を紅潮させたヒノカの手を、ぎゅっと握にぎったまま、ミナトが真しん剣けんな眼まな差ざしを向けること数秒。

「……ほ、本当にあたしでいいの？」

　未いまだに赤い顔のまま、上目で確認してきたヒノカに、ミナトは「もちろんだ」と頷く。

「だからパートナーになってくれ。な？」

「……っ」

　ついに観念したのか、ミナトに三度懇こん願がんされたヒノカは、荒あら々あらしく涙を拭ぬぐい、「……はあ、まったく仕方ないわね」とこれ見よがしに大きく嘆たん息そくしてみせた。

「そんなにあたしが必要なら、手伝ってあげないこともないわ。ただし！　当然、あたしの部屋をばっちり用意するのが条件よ！」

「へいへい、仰おおせのままに」

「〝はい〟は一回！」

「へーい」

「伸のばさない！」

「……お前、意外と細かいな」

　ミナトが半眼を向ければ、ヒノカは「当然よ」と頷き、言った。

「あたしを誰だと思ってるの？」

　にいっと勝ち気な表情を作るヒノカに、ミナトも合わせて笑う。

「そうだったな。お前はどのＭＭＯでも最強のカリスマ──〝アルティメット・エレメンタラー〟のヒノカさまだったな。忘れてたぜ」

「ええ、しっかり覚えておきなさい。あたしは〝アルティメット・エレメンタラー〟のヒノカ！　このあたしがいる限り、あんたたちは大船に乗ったつもりでいればいいわ！」

「おう、期待してるぜ」

「ええ」

　そう胸を張るヒノカに、ミナトも微笑ほほえみつつ、振り返ってココにも確認する。

「というわけで、ヒノカの力を借りることにしたわけだが、お前も異存はないだろ？」

「はい、もちろんですっ。ヒノカさんがいてくれれば、百人力ですからねっ」

「そ、そう？　まあ確かにあたしと言えば百人力だし、百人力と言えばあたしと相場は決まっているようなものなのだけれど？」

　頼られて嬉うれしいのは分かるが、お前は一体何を言っているんだ……。

　照れ顔のヒノカに胡う乱ろんな瞳ひとみを向けていると、ふいにココが「で、でも勘かん違ちがいはしないでくださいねっ！」と念を押してきた。

「ミナトさんが〝パートナー〟だと言ってましたけれど、それは攻略上のことであって、私生活のパートナーは、もちろんこの私なんですからねっ！　嫁よめポジは絶対に渡わたしませんからねっ！」

「いや、そんなポジション別にいらないんだけど……」

「あ、なら全然問題ありません！　お話の続きをどうぞ！」

「お、おう……」

　ココに促うながされたミナトは、「では……」と気を取り直して作戦会議を行うことを決める。

　そうして木製のテーブルを囲んだ一同は、今回のクエスト内容を改めて確認することにした。

「──というわけで、今回のターゲットは、草食系の大型モンスター──〝エレサイト〟だ。お目当ての品は、やつの〝あばら骨〟。これがかなり丈じよう夫ぶで、家の〝骨組み〟に使えるらしくてな。生息するのは、《カナル》北東のマングローブ域にある湿しつ地ち帯で、巣を水中に作る性質を持っているっつー話だ」

「なるほど、水中戦も考こう慮りよしなきゃいけないってわけね」

　腕うでを組み、真剣な表情で頷くヒノカに、ココは瞳を輝かがやかせながら尋たずねた。

「あ、やっぱりヒノカさんくらいになると、どんな環かん境きようでもばっちこーいみたいな感じなんですか？」

「えっ？　ま、まあね。一応攻略組の初期メンバーだったわけだし？　そりゃなんでも出来なきゃ務まらないみたいな？」

「わあ、凄すごいですっ」

「そ、そう？」

「……」

　おい、目が泳いでるぞ。

　しかしココも、ヒノカが絡からまれていたという話を聞いたはずなのだが、今の問いは本心からのものなのだろうか。

　ヒノカが煙けむたがられているのを承知の上で、そういう問いをしているというのであれば、あまり褒ほめられたものではないと思うのだが……。

　そんな杞き憂ゆうをミナトが抱いだいていると、ふいにココが「実は」と何やら切り出し始めた。

「私、ヒノカさんが変な人たちに文句を言われていたって聞いて、ずっと思っていたことがあるんです」

「……何かしら？」

　先ほどのことを思い出したのか、途端に陰いん鬱うつそうな顔になるヒノカだったが、




「──やっぱり出る杭くいは打たれてしまうんですね!?」




「「……はっ？」」

　見事な不意打ちを食らい、ミナトともども目が点になっていた。

「私、ミナトさんから聞いていたんです！　ヒノカさんが凄く有名なゲーマーさんで、よく動画サイトや雑誌に出ていたって！」

「え、ええ、まあ……」

「つまりその人たちは、そんなヒノカさんが妬ねたましくて、酷ひどい言葉を吐いてきたんですよね!?　まさに出る杭を打たんが如ごとく！」

　両りよう拳こぶしをぎゅっと握り、力説するココに、当初は面食らっていたヒノカだったが、やはりというか、当然、「……そう、あんたも気づいてしまったのね」と調子に乗り始めた。

「ええ、全てはあんたの言うとおりよ！　あたしが美少女の上にカリスマゲーマーだったから、ちょっとの失敗でもとにかく突つついてくるの！　酷いと思わない!?」

「もちろん思います！　私がその場にいたら、びしっと言ってやりましたよ！」

「……」

　いや、お前絶対言わずに隠かくれてるだろ……。

「ありがとう、ココ。あんたみたいな理解者に出会えて、あたしは今とても幸せよ。後でサインあげるわ」

「はい、ありがとうございます！　じゃあミナトさんとマル子の分を合わせ三つ……いえ、予備も含ふくめて六つお願いしますね！」

「……」

　だからいらねえよ……、とミナトが白目をむいていると、ココに理解されて満足したらしいヒノカは、無む駄だに力強く、「さあ、話し合いを続けるわよ！」と勢い込んできた。

　なんとも現金なやつだが、まあやる気になってくれたのなら、それでもいいだろう。

　ただ少しでもココを疑ってしまったことに関しては、きちんと反省しなければならない。

　謝罪の意も込め、後でちょっと高級なデザートでも食わせてやろうと思う。

「じゃあまあ話を続けるが、確かに水中に巣を作るが、別にずっと水中にいるわけじゃないからな。ただライフが減ってくると、大体巣に逃にげ帰ったりするそうだ」

「つまりお家うちに帰る前に、なんとかしないとダメなんですね？」

「ええ、そうなるわね。でもそうなると、このあたしがいるとはいえ、さすがに三人じゃ厳しいんじゃないかしら？」

　そう否定的な意見を述べるヒノカに、ミナトはにやりと不敵に笑いながら言った。

「そこでお前の出番というわけだ」

「え、あたし？」

　突とつ然ぜんの指名にきょとんとするヒノカだったが、ミナトは「ああ」と頷うなずいて言う。

「正確にはお前のパッシブ──《魔ま女じよの秘術》だ」




「あ、いました。あれですね？」

「ああ」

　軽く朝食を摂とった後、エレサイトの生息する《カナル》北東のマングローブ域を訪おとずれたミナトたちは、湿地帯のぬかるんだ地面に足を取られつつ、情報通りやつの姿を発見する。

「意外と大きいわね。本当にあたしたちだけでなんとかなるの？」

　ヒノカが訝いぶかしそうにミナトを見やれば、彼はいつも通りの飄ひよう々ひようとした感じで答えた。

「まあなんとかならなかったら、別の手段を考えるだけさ。俺たちはあくまでも〝安全第一〟だからな」

「ですねっ」

　木の陰かげに身を隠しながら様子を窺うかがえば、エレサイトは悠ゆう然ぜんと鼻を伸ばし、青々と茂しげる大樹の葉を採っては、咀そ嚼しやくするを繰くり返しており、どうやら食事中のようだった。

〝エレサイト〟は、草食系モンスターの中でも大型に分類され、体長は一五メートルほどだが、鼻が象のように長く、これを伸ばした全長は二〇メートルを優に超こえる。

　全体的に灰寄りのセピアな体色をし、その皮ひ膚ふは鋼はがねのように硬かたいが、かと言って動きが遅おそいわけではなく、攻こう撃げき方法も速度を活いかした〝突とつ進しん〟と〝踏ふみつけ〟、そしてあの鼻を振ふり回すことによる〝打撃〟が主なものである。

「じゃあ作戦通りにやってみよう。ココはいつも通り〝麻ま痺ひ弾だん〟と〝麻ま酔すい弾だん〟で援えん護ごしてくれ。ただ分かっているとは思うが、お前の攻撃はやたらとヘイトを集めるから、撃うつ感覚は割と長めで頼たのむ。もちろん危なくなったら逃げていいから」

「了りよう解かいですっ」

　びっ、と敬礼するココを残し、ミナトとヒノカは腰こしを屈かがめ、エレサイトの背後に回る。

　何な故ぜかは分からないのだが、ココの放つ一撃は無駄に強力で、ほとんどダメージのない状態異常系の弾薬でも、通常の弾薬と遜そん色しよくのない攻撃になってしまうのである。

　まあ元々ヘッドギアの異常か何かで記き憶おく喪そう失しつになっているわけだし、ステータス画面もバグっているのだ。

　アバターになんらかの影えい響きようが出ていたとしても、別段おかしくはないのだろう。

　ともあれ、三〇、二〇、一〇メートルと距きよ離りを縮め──。

「「──」」

　互たがいに頷き合ったミナトたちは、揃そろって〝小ビン〟を取り出し、これをエレサイトに向けて投げつけた。

「「──《投とう擲てき》ッ！」」

『ブオオオッ!?』

　さすがのエレサイトも、僅わずかながら自分の身体からだに衝しよう撃げきが走ったことで、背後に潜ひそんでいた彼らの存在に気づいたのだろう。

「うおりゃーっ！」

「えーいっ！」

　だがミナトたちは一切手を緩ゆるめず、次から次へと〝小ビン〟を投げ続けていく。

　一体何を投げているのか。




　もちろん──ヒノカが作った《魔女シリーズ》の薬である。




　そう、ミナトは考えたのだ。

　あれだけ致ち死し量に近い副作用が出まくりの薬ならば、人に使うより、むしろモンスターに使った方がよいのではないか、と。

　それをヒノカは自ら安定して供給出来るのである。

　ならば後方支援のサポートより、供給＆攻撃の出来るアタッカーとして育てた方が、一〇倍──いや、一〇〇倍はいいに決まっている、と。

　ゆえに、昨日ヒノカにはスキルなどを色々と変へん更こうして貰もらった。

　サポートメインの後方支援編成から、アタックメインの前衛攻撃編成へと。

　そうして完成したヒノカのステータスがこれである。





　ライフ：一五〇

　スタミナ：一五〇

　状態異常：なし

　各種耐たい性せい：毒無効、麻痺無効、睡すい眠みん無効、暗くら闇やみ無効

　武器：天てん罰ばつの槍そう杖じよう（スロット×２）

　盾たて：なし

　頭部：猫ねこ巫み女このリボン（スロットなし）

　胴どう：猫巫女の法衣（スロット×１）

　腕わん部ぶ：猫巫女の腕うで輪わ（スロット×２）

　脚きやく部ぶ：猫巫女の靴くつ（スロットなし）

　アクセサリー：忍しのびの指輪

　装備特性：《総ライフ量増加（大）》《総スタミナ量増加（大）》

　パッシブ：《魔女の秘術（熟練度４・古代の大おお釜がま）》

　スキル：《気配遮しや断だん効果（中）》《投擲》《毒耐性》《麻痺耐性》《睡眠耐性》《暗闇耐性》






　装備に関しては、さすが元攻略組というだけあって、なかなかいいものを身につけているが、やはりこれが〝組織力の差〟というものであろうか。

　と。

『──ブオオッ!?　ブオッ!?　ブゴボフォ!?』

　予想通り、効果はてきめんであった。

　ココの援護射撃も相まって、エレサイトが多種多様な状態異常へと陥おちいっていく。

　よもやこんなにも効果があろうとは、さすがのミナトも思わなかった。

　こういう状態異常は、蓄ちく積せきさせないとなかなか罹かからないのだが、一体どれだけ強力な毒素（？）が混入されているのか。

　恐るべし《魔女の秘術》──いや、真に恐おそろしいのは、それを作ったあの元カリスマだ。

「このっ！　あたしの力をっ！　思い知りなさいっ！」

　どんな効果が現れるか分からない以上、命いのち懸がけの攻略には使えない。

　だがこうやって普ふ通つうに狩かりをする分には、これほど頼たよりになるものはないだろう。

　まあ本来の使い方とは、大分かけ離はなれているとは思うのだが……。

『ブオッフッ!?』

　ずずんっ、と堪たまらずエレサイトが倒たおれ、身を捩よじらせながら悶もん絶ぜつし始める。

　麻痺、暗闇、火傷やけど、ウイルス、虚きよ弱じやく、飢き餓が、混乱、二日酔よい、深ふか爪づめ、水虫──。

　とにかく挙げるとキリがないが、動けなくなっているのは確かだった。

「あーっはっはっはっ！　どうかしら！　これがあたしの実力なのよ！」

　いつもは役立たずな自分の力が、こうまで発揮されたのは初めてだったのだろう。

　当初こそ、「あたしの薬が有害ってどういうことよ……」と膨ふくれっ面つらをしていたのだが、今となっては、高笑いを響ひびかせている始末だ。

　楽しそうなのは何よりだが、なんとまあ変わり身の早いことで……。

　ともあれ、動けなくしては攻撃し、攻撃しては動けなくしてを繰り返したミナトたちは、無事エレサイトの討とう伐ばつを成功させ、お目当ての〝あばら骨〟をゲットすることが出来たのであった。







「「「乾ぱーいっ！」」」

　一ひと際きわ大きな声で祝しゆく杯はいを上げたのは、もちろんヒノカだった。

　クエスト品の〝あばら骨〟を、《フォート》の依い頼らい主に渡わたしたミナトたちは、その足で酒場へと赴おもむき、クエストの成功を祝うことにしたのである。

　乾かん杯ぱいの勢いをそのままに、ぐびぐびと一気に酒を呷あおったヒノカは、「──っぷはあ！」と気持ちよさそうに顔を朱しゆに染める。

　現実世界では、二〇歳未満がアルコールの類たぐいを摂せつ取しゆすることは禁じられているのだが、ここはゲーム世界である。

　ゆえに、現実世界の肉体に影響があるわけではない以上、そんな規則は存在せず、酒の種類も豊富──お金さえ払はらえば、誰だれでも〝酔う〟という感覚を味わうことが出来るのだ。

「あ、これもう一杯ちょうだい」

「はーい、承知しましたー」

　ウェイトレスに追加の酒を注文し、ヒノカはつまみの〝干し肉〟にかぶりつく。

「それにしても凄すごかったですね、ヒノカさんのお薬。あんなにも効果があるなんて、びっくりしましたよぅ」

　そう言いつつ、ココはちびちびと柑かん橘きつ系のジュースを口に運ぶ。

　ヒノカ同様、〝飲んで酔いたい〟という気持ちはあるようだが、どうにも〝酒〟というものに抵てい抗こうがあるとかで、未いまだに飲む勇気が出ないらしい。

「まあね。実は最初からそうじゃないかとは思っていたのだけれど、カリスマのあたしが本気を出しちゃったら、ゲームバランスって言うの？　ほら、崩くずれちゃうじゃない？　だから鳴なりを潜めていたってやつなのよ、ええ。……ひっく」

「なるほど、さすがヒノカさんですっ」

　ココがそう褒ほめ称たたえれば、同時に「お待たせしましたー」とウェイトレスが、追加のお酒を運んできた。

「あら、ありがとう。……ぐびぐび」

「おい、あんまり飲み過ぎるなよ？　ゲームとはいえ、飲み過ぎるとふらふらになるのは、現実と変わらないんだからよ」

「──っぷはあ。分かってるわよ。っていうか、せっかくだし、ココもどう？　なんなら酔った雰ふん囲い気きだけ味わえるっていう薬もあるわよ？　市し販はん品だから、あんたも安心して飲めるでしょ？」

「え、そんなのあるんですか!?　じゃ、じゃあちょっとだけ……」

　やはり興味はあったらしく、ココはヒノカから小ビンを受け取る。

「飲んだ量だけ酔っぱらっちゃうから、まずは一口ぐらいにしておきなさいな」

「あ、はいっ。では……んぐっ」

　本当にちょこっとだけ薬を飲んだココに、ヒノカは「どう？」と初酔いの感想を聞く。

　するとココは、




「──みにゃとしゃ～ん♪」




「「……」」

　初しよっ端ぱなからすでに手て遅おくれ状態になっていた。

　ココのろれつはあきらかに回っておらず、顔も真っ赤の上、おまけに目も据すわっているではないか。

　まあこれで酒さけ癖ぐせが悪くなければ、別段問題はなかったのだが……。

「──わりゃひぎゃきょんにゃにぃみにゃてょしゃんにょきょてょうぉ……ひっく」

「……な、なんだって？」

　どうやらそういうわけにもいかなかったらしい。

　ココはテーブルをどんっと叩たたき、ミナトに向かって何かを訴うつたえかけてきていた。

「でゃいてゃいみにゃてょしゃんはわりゃひうぉひゃんてょおにゅにゃのきょてょひてぇみとぇぬさほ；えあいｓｄしお──」

「わ、分かった分かった。後でちゃんと聞いてやるから、とりあえず水を飲め。な？」

　呆あきれたように水を差し出すミナトだったが、

「……すー……すー……」

「って、寝ねてるし……」

　ココは喋しやべりかけの体勢のまま、すやすやとよだれを垂らしていた。

「あらあら、疲つかれていたのかしらね？」

「いや、単に酔い潰つぶれただけだろ……。まあでも楽しそうで何よりだけどな」

「そうね。じゃあこのまま寝かせてあげましょうか」

「だな。後で運ぶの手伝ってくれ」

「ええ、分かったわ」

　ココをきちんとテーブルに寄りかからせた後、席に戻もどったミナトは、〝干し肉〟を咀そ嚼しやくしているヒノカに、「今日はありがとな」と静かに礼を言った。

「な、何よ、いきなり……」

　恥はずかしさを紛まぎらわせるために、ヒノカはぐいっと酒を呷る。

「いや、お前のおかげでクエストもクリア出来たし、ココのやつも喜んでたからな。ログアウトを急がないってんなら、また手を貸してくれると助かる」

「ま、まああたしがいれば当然というか……。ま、まったく仕方ないわね！　あたしがいないと何も出来ないんだから！」

「いや、さすがにそこまでは言ってないんだが……」

「こ、細かいことはいいの！　とにかくこのあたしが力になってやるって言ってるんだから、ありがたく思いなさいよね！」

　ぷいっと赤い顔でそっぽを向くヒノカに、ミナトも「お、おう……」と些いささか戸と惑まどっている様子だったが、それでもそう言ってくれた彼女に、口元を和らげていた。

　しばし温かい空気が二人を包んでいたのだが、ふいに「……ねえ、ところでさ」とヒノカが話題を振ふってきた。

「うん？　なんだ？」

「あんたって、ココのことどう思ってるの？」

「なんだよ、いきなり……」

「いいから答えなさいよ。で、どうなの？」

「どうって言われてもな……。なんつーか、〝手がかかるけど放っておけない妹〟みたいな感じかな」

　そう答えたミナトに、ヒノカは「え、妹なの？」と少々驚おどろいた様子で続けた。

「ココは〝お嫁よめさん〟だって言ってたわよ？」

「いや、まああれはココが勝手に言ってるだけだからなぁ……」

「え、じゃあ〝好き〟とかそういうのは……」

「おう、そりゃもちろん〝人〟としては好きだぞ。〝仲間〟としても信しん頼らいしてるしな」

「ふーん、そうなんだ……」

「……？」

　視線を逸そらし、グラスで顔を隠かくしながら、どこかほっとしたような素そ振ぶりを見せるヒノカに、ミナトも小首を傾かしげていたのだが、ふと彼女は恥ずかしそうな、それでいて嬉うれしそうな顔でこう言ってきた。

「まあ〝パートナーになってくれ〟って言われちゃったし、あたしもほら、一応女の子だから、やっぱりそういうことを言われると嬉しいっていうか？」

「お、おう」

「せっかく部屋も作ってくれるって言うし、だったらまあ一いつ緒しよにいてあげないこともないみたいな？」

「お、おう？」

「そういうわけだから、まあこれからもよろしくね。あたしと一緒にいられるなんて、あんた超ちよう幸せ者よ？」

　急に饒じよう舌ぜつになったヒノカに、ミナトは自分で言うなと思いつつも、「そ、そうか。じゃあまあよろしくな……」と釣つられて頭を下げてしまうのであった。




「……で、どうしてこうなった……」

　ジト目で恨うらみ節を口にするミナトの両りよう肩かたには、酔い潰れたヒノカとココが担かつがれていた。

　あれから「さあ、今日は飲むわよ！」と一番強い酒を一気に飲み干したヒノカは、ミナトが止めるのも聞かず、それを五杯ほどおかわりした挙げ句、六杯目の途と中ちゆうで力ちから尽つき、ココ同様、テーブルに突つっ伏ぷして寝始めてしまったのである。

　しかも、いくら揺ゆすっても一向に起きる気配を見せなかったため、ミナトは仕方なく両りよう腕うでに二人を抱だき、彼女らを宿まで運ぶことにしたのだが……。

「女の子ってのは、もっと軽いもんじゃなかったのかよ……っ」

　考えてみれば、一人四〇キロ前後はあるわけで、いくら二人が美少女とはいえ、さすがに〝女の子の身体からだって柔やわらかい〟で済ませられる範はん囲いではない。

　ふんぬーっ！　と気合いを入れ、ミナトは一歩一歩大地を踏ふみ締しめながら進み、やっとの思いで、《草原の子馬亭てい》へと到とう着ちやくする。

　ココとはいつも同じ部屋で寝ることになったりしているが、さすがにヒノカと同室というわけにもいかず、ミナトは二つ部屋を取り、ツインの部屋にはココを、シングルの部屋にはヒノカを運ぶことにした。

「喉のど渇かわいたぁ～……」

「ほら、この水でも飲んで待ってろ」

「うん、飲むぅ～……」

　ヒノカを椅い子すに座らせ、水入りの小ビンを持たせた後、ミナトはココを部屋へと運ぶ。

　そのままココをベッドに寝かせ、布ふ団とんをかけてやれば、彼女はむにゃむにゃ言いながら、「えへ……えへ、えへへ、みにゃとしゃ～ん……」と何やらいい夢を見ているようだった。

「まったくのんきなもんだぜ……」

　はあ……、と嘆たん息そくしつつ、今度はヒノカを隣となりの部屋へと運ぶことにするミナト。

「ほら、摑つかまれ」

「うん～……」

　ヒノカに肩を貸し、立ち上がらせれば、ごとりと何かが落ちる音がした。

「……？　……まあいいか」

　恐おそらくは先ほど渡わたした小ビンであろう。

　放っておいてもそのうち消えるだろうし、忘れていなかったら後で回収するとしよう。

　そう考えたミナトは、とりあえずヒノカを運ぶことにし、ココと同じく、ベッドに彼女を寝かせ、布団をかけようとしたのだが──がしっ！

「うおっ!?」

　ふいに首を両腕でホールドされ、つんのめるように倒たおれ込んでしまった。




　──もちろんヒノカの上に、である。




「お、おまっ!?　いきなりどうした!?」

　当然、慌あわてふためくミナトに、ヒノカは文字通り両目をハートにしながら、ぎゅっと抱きついてきた。

「ミナトしゅきぃ～」

「いやいやいやいや!?　そんなフラグは立ててないだろ!?　つーか、酒臭くさっ!?」

「いやぁ～どうして拒きよ否ひしゅるの～？　ミナトもあたしのことしゅきって言ってくれたでしょ～？」

「そ、そんなこと言ってないだろ!?」

　飲み過ぎて血迷ってるのかと顔を顰しかめるミナトだったが、この変わり様は尋じん常じようではない。

　何せ、

「ちゅうぅ～」

「おま!?　それはあかんだろーっ!?」

　めちゃくちゃキスしようとしてくるからだ。

　いくら酔よっているとはいえ、ヒノカがそういうキャラじゃないと思いたいミナトは、変なものでも飲んだのではないかと訝いぶかしむ。

「……変なもの？」

　と、そこで先ほどヒノカが落とした小ビンが、ミナトが渡したものとは、些か異なる形状だったことを思い出す。

　あのどこか禍まが々まがしい感じの小ビンはもしかして……、と思い当たる節があったミナトは、未いまだにキスをせがんでくるヒノカに、それを問うことにした。

「なあ、ヒノカ」

「なぁに？」

「ぐぅっ!?」

　可愛かわいらしく小首を傾げるヒノカに、沸わき上がるムラムラ感を抑おさえつつ、ミナトは尋たずねる。

「……お前、さっき何を飲んだ？」

「え？　お水だよぅ～？」

「本当に？」

「うん～」

「じゃあそのお水はどこにあったものだ？」

「お水はぁ～袋ふくろの中にあったのぉ～」

「袋って……お前の腰こしの？」

「そうだよぅ～」

「……」

　ミナトは確信した。




　こいつ──自分のインベントリから《魔ま女じよシリーズ》を飲みやがった、と。




　大方、ミナトが渡した水は、ココを運んでいる時にでも、するりと滑すべり落ちたのだろう。

　しかし〝水を飲む〟ということを忘れていなかったヒノカは、おぼろげな意識の中、インベントリにあった《魔女シリーズ》の小ビンに、手を伸のばしたというわけだ。

　そして例の如ごとく副作用が発動し、この状態へと陥おちいってしまったのである。

　魅み了りよう──いや、〝催さい淫いん〟とでも言うのだろうか。

　とにかくミナトのことを、〝好き好き大好き抱いて〟状態になってしまったのだ。

「……」

　いや、むしろそれ自体は別に構わないのではなかろうか。

　ミナト的にも、美少女に好意を持たれて悪い気はしない。

　というより、ずっとこのままの状態でもいい気がしてきました。

　黄昏たそがれたような表情でそんなことを考えていたミナトだったが、




「……いいよ」




「……はっ？」

　ふいにヒノカがそう言い出し、一気に現実へと引き戻もどされてしまった。

　見れば、ヒノカの顔は一段と紅潮し、息いき遣づかいも何やら色っぽくなっているではないか。
















「──っ!?」

　ま、まさかこれは……、とミナトの脳のう裏りを、桃もも色いろな予感が全力で駆かけ巡めぐる。

　確かにリアルな世界観を売りにしているバーツだ。

　そういう機能があったとしても、なんらおかしくはないだろう。

　ミナト自身、今までそういった経験をしたことがなかったのだが、苦節一八年──ついに〝階段〟を上る日が来てしまったというのか。

　だがこのまま流れに身を任せてもよいのだろうか。

　いやいや、こんな美少女のお誘さそいなど、この機を逃のがせば、もう二度と巡って来ない可能性の方が高い。

　ならば〝据すえ膳ぜん食わぬはなんとやら〟と腹を括くくり、真の意味で〝男〟になるしかない！

「──って、ダメだ!?　何を考えているんだ俺は!?」

　くそっ!?　と頭あたまを振ふり、なんとか誘ゆう惑わくに抗あらがおうとするミナトだったが、酔っているせいか、ココの時には我が慢まん出来ていたはずの理性が、次し第だいに押し流されようとしていた。

「ミナトぉ……」

「ぐふぅ!?」

　紛まごうことなき──トドメの一いち撃げきだった。

　もうミナトには、ヒノカが可愛く見えて堪たまらなくなっていたのだ。

　ゆえにミナトは、かっと目を見開き、人生初の大おお舞ぶ台たいへと、突き進むことを決めた。

「ひ、ヒノｋ」




　と──ばんっ！




「……えっ？」

　突とつ如じよけたたましく開かれた扉とびらに、ミナトは呆ぼう然ぜんと固まる。

　何事かと思えば、そこには俯うつむきながら肩をわななかせているココの姿があった。

「こ、ココ!?」

「ず、ず、ず……」

「ず？」

　と。




「──ず、ずるいですぅ～っ!?　私も一いつ緒しよに寝ねますぅ～っ!?」




「はあっ!?　い、いや、おま、何言ってぶふう!?」

　両手を前に突つき出し、飛び込んできたココを抱き止めつつ、二人はヒノカを押しやる形でベッドにもつれ込む。

「ちょ、危ないだろ!?　ほら、ヒノカも怒おこって──」

「……すー……す……」

「いないし!?　つーか、寝てるんかい!?」

　がーんっ、とショックを受けるミナトの首元を、がっちりホールドしながら、ココが顔を寄せてくる。

「はうぅ～……温かいですぅ～……」

「いや、近い近い!?　お前、まだ酔っぱらってるだろ!?」

「……すぴー」

「──って、お前も寝とるんかい!?」

　ミナトの突っ込みだけが室内に響ひびき、「いや、これどうすんの!?」と一人狼狽うろたえていれば、「うーん……」と向こうを向いていたヒノカが寝返りを打ってきた。

「はうわっ!?」

　そうして女子二人に挟はさまれる形になったミナトは、当然、その夜一いつ睡すいもすることが出来ず、いつも以上の寝不足に苛さいなまれるのだった。

　余談だが、翌朝、ヒノカにこの時のことを話し、責任を共有して貰もらおうとしたところ、鬼おにのような剣けん幕まくで、「き、昨日は何もなかったの！　いいわね!?　何もなかったのぉ！」と凄すごまれ、ミナトは一人「ふえぇ～……」と膝ひざを抱かかえることになったとかなんとか。










　三章　お家のお風呂に温泉を引こう







　それから数日後のこと。

　ヒノカの協力もあり、なんとか先のクエストをクリアすることが出来たミナトたちは、次のクエストの準備も兼かねて、各おの々おの自由行動をしていた。

「お野菜お野菜美お味いしいなぁ～♪」

　といっても、ココはモンスターを傷つけること自体、あまり好きではないらしく、基本的に戦せん闘とうという戦闘を行わないため、ミナトの勧すすめで雑務などを含ふくめた家事業務に勤いそしんだり、今も買った土地の敷しき地ち内に作った、自家栽さい培ばい農園の野菜を、麦わら帽ぼう子しに軍手な農業スタイルで、鼻歌交じりに収しゆう穫かくしていた。

　そんな彼女であるが、実はかなり前にパッシブ──《家事》を選せん択たくしており、戦闘ではミナトのサポートを、宿に戻っては主婦業に勤しむ毎日を送っていた。

　曰いわく「これで私の正妻ポジは固まったようなものですねっ」ということらしいのだが、ミナトにはちょっと何を言っているのか、よく意味が分からなかった。
















　ともあれ、《家事》は、その名のとおり、〝家事に関わること全てを上手にこなせるようになる〟のが特とく徴ちようであり、例えば露ろ店てんを含む買い物時に、会話を抜ぬきにして、ちょっとだけ値引きされたり、武具類のお手入れをすることで、耐たい久きゆう度の減少速度がちょっとだけ落ちるようになるといった効果がある。

　しかし《ＤＩＹ》同様〝色々なことが少しずつ出来る〟のが特徴でもあるため、専門スキルには到とう底てい及およばず、デスゲームな今の状じよう況きようでは、意味あるのそれ的な扱あつかいになっていた。

「ほら、マル子も食べていいですよ～」

『キュッ！　……もぐもぐ』

　すっかりペット化している〝マッシュルーレット〟のマル子に、採れたての〝うさころニンジン〟を食べさせ、ココはその様子をにんまりと眺ながめる。

　一応この世界には、ペットに出来るモンスターたちもいるのだが、どうやら〝マッシュルーレット〟は、〝虫〟の分類であるにもかかわらず、その一いつ匹ぴきであったようだ。

「やっぱりマル子は可愛いですねぇ～」

『キュウ～』

　ココに撫なでられ、マル子がころころと喉のどを鳴らす。

　マル子の愛らしさを十分堪たん能のうしたココは、満足げに収穫済みの野菜類を見やった。

「えへへ、最近は収穫量も多くなってきましたし、もしかしたら農業の才能に目覚めてしまったのかもしれませんねっ」

　さすが私っ、と豊かな胸を張り、収穫した野菜類を小分けにして、腰の革かわ袋ぶくろにしまう。

「さてと、私はお夕飯のお買い物に行きますけど、マル子はどうしますか？」

『キュッ！』

「なるほど。か弱い私を一人で行かせるわけにはいかないので、自分がナイトになると言うんですね？　うぅ、なんて健けな気げな子なんでしょう……。でもぐっじょぶですっ」

『キュ？』

　ぐっと親指を立ててウィンクするココを、マル子は不思議そうな顔で見上げていた。




　ココが主婦業を満まん喫きつしながら、「うふふ、今日の夜は奮発してお鍋なべにしちゃいますよぅ～♪」とほくほく顔をしていた頃ころ。

　ミナトたちもまた、同じく今夜のおかずをゲットするため、《フォート》近きん郊こうの湖こ畔はんへと、《釣つり》に来ていたのだが、

「のどかだなぁ……」

「そうねぇ……」

　ぽかぽかと心地のよい陽ひ差ざしと、まったくと言っていいほどの釣ちよう果かのなさに、ミナトたちは、二人揃そろって半分寝かかっていた。

「──って、まったりしてる場合じゃないでしょ!?」

　それではダメだと眠ねむ気けを振り払はらったヒノカは、大おお股またで湖面へと近づき、これを覗のぞき込む。

「っていうかさ、本当にここって魚がいるの？」

「ああ、いつもはちゃんと釣れるんだぞ？　まあ今日はちょっとあれだけどな」

「ふーん。あんなのがごろごろ転がってるのに？」

　ヒノカがジト目を向けた先には、誰だれが脱ぬいだのか分からない長なが靴ぐつや、大小様々なサイズの空きビンなど、無む駄だに釣れまくったゴミの山が、どーんっと鎮ちん座ざしていた。

「……」

「……」

　ゴミの山に視線を固定したまま、互たがいに沈ちん黙もくすること数秒。

　ちらっ、と再び胡う乱ろんな瞳ひとみを向けてきたヒノカに、ミナトは冷ひや汗あせを流しつつ、「ま、まあほら、結構片づけたわけだし、そろそろ隠かくれてたやつが姿を現すんじゃないか……？」とポジティブに考えるよう促うながす。

「ふーん。ならいいんだけど」

「……」

　だが当然、ヒノカの視線は心底胡散臭くさそうだった。

　ぐぬぬ……、と唇くちびるを嚙かみ締しめ、ミナトの〝釣つり竿ざお〟を握にぎる手にも力がこもる。

　このままでは業ごうを煮にやしたヒノカが、「こうなったら、あたしの薬で魚どもを一いち網もう打だ尽じんにしてやるわ！」と《魔ま女じよシリーズ》をぶち撒まきかねない。

　そうなったら最後──ここはもう〝死の湖〟として、丸ごと隔かく離りせねばならないだろう。

　その前になんとかこの辺りで、いい感じの当たりが来て欲しいものなのだが……。

　一いち縷るの願いを込め、ミナトは自身の垂らしている〝浮うき〟をじっと見み据すえる。

　が──しーん。

「……」

　待てども待てども、〝浮き〟はうんともすんとも言わず……。

　いかん、このままでは……、と焦しよう燥そうを募つのらせるミナトだったが──ぐいっ。

「か、かかったーっ！」

「おお!?　マジか!?」

　なんと不幸中の幸いか、ヒノカの方に当たりが来たではないか。

　内心、釣りの神さまに厚くお礼を申し上げながら、ミナトは「そこだーっ！　一気に引けーっ！」と格闘中のヒノカにエールを送る。

「お、重いぃ～っ!?」

　しかし相手はかなりの大物だったらしく、ヒノカは徐じよ々じよに湖の方へとずるずる引きずられ始め──ぐいっ。

「──きゃあっ!?」

「ヒノカ!?」

　どぼんっ！　と頭から湖面にダイブしてしまった。

「──っぷはあっ!?」

「だ、大だい丈じよう夫ぶかー!?」

「大丈夫なわけないでしょ!?　あーもう最低!?　ちょっと見てないで早く助けなさいよ!?　あんた、それでもあたしのパートナーなの!?」

「お、おう……」

　くわっ、と牙きばを剝むき出しにして吼ほえるヒノカに圧あつ倒とうされつつ、ミナトは「よ、よーし、ちょっと待ってろ！」と《ＤＩＹ》でロープ付きの浮き輪的なものを作ろうとする。

　が──どばーんっ！

「「──なっ!?」」

　突とつ如じよとして湖面から金色の巨きよ大だい魚ぎよが飛び跳はね、ミナトは興奮冷めやらぬ様子で、「あ、あれは幻まぼろしの〝ウルトラヴィクトリー金魚〟じゃねえかーっ!?」と全力で指を差した。

『シャアアアアアアアアアアアアアアアアッッ!!』

「──きゃっ!?」

　天高く舞まった〝ウルトラヴィクトリー金魚〟が、重力に引かれて再び水中へと戻もどる。

「な、なんなのよあのやたらとデカい金魚は!?」

「気をつけろ、ヒノカ！　あれは〝ウルトラヴィクトリー金魚〟──略して〝ウル金〟っていう肉食の魚だ！　分かりやすく言えば、〝でっかいピラニア〟みたいなもんだ！」

　それを聞いたヒノカは、「は、はあ!?　ぴ、ぴぴピラニア!?」と一いつ瞬しゆんにして顔が真っ青になった。

「そうだ！　だから喰くわれないように気をつけろよ！」

「む、無茶言うんじゃないわよ──って、きたあああああああああっ!?」

『シャヴアアアアアアアアアアアアアアアッッ!!』

　大口を開けて迫せまってくるウル金から、ヒノカは「いやあああああああああああっ!?　死ぬううううううううううっ!?」と渾こん身しんの泳ぎで逃にげ惑まどう。

　最中、〝釣竿〟と〝木材〟で簡易的な救助器具を作ったミナトは、木材部分をヒノカの眼前へと《投とう擲てき》する。

「ほら！　早くそれに摑つかまれ！」

「ひ、ひいいいいいいいいっ!?」

　ヒノカが木材部分に摑まったことを確認したミナトは、「うおおおおおおおりゃあああああああああっっ!!」と背負い投げが如ごとく、精せい一いつ杯ぱい〝釣竿〟を引いた。

「きゃ、きゃああああああああああああっ!?」

『シャバウッ！』

　間かん一いつ髪ぱつのところでヒノカはウル金の牙を逃のがれ、ぽーんっと放物線を描えがいて宙を舞った後、「──きゃうっ!?」と岸辺に帰き還かんした。

「だ、大丈夫かぁ──って、うおおっ!?」

　無事生還したヒノカの下もとへと駆かけ寄ったミナトは、思わず両目を見開いてしまった。

　何な故ぜなら、ずぶ濡ぬれになったおかげで、彼女の衣服は、いたるところが透すけていた上、ぴたりとその華きや奢しやな身体からだに張りつき、ボディラインをくっきりと映し出していたからだ。

「ふ、ふーむ……」

　堪たまらず鼻の下が伸のびかけたミナトだったが、ヒノカは俯うつむきながら肩かたを震ふるわせた後、無言ですっと立ち上がり、インベントリから《魔女シリーズ》の小ビンを取り出して吼えた。

「──あったまきたーっ！　こうなったらあたしの薬で、さっきのクソ金魚ともども、この湖の魚を一網打尽にしてやるわーっ！」

「お、おいおいおいおい!?　とりあえず落ち着けって!?」

　やっぱりこうなるんかい!?　と内心釣りの神さまへの感謝を取り下げ、ミナトはヒノカを羽は交がい締じめにする。

「ちょ、放しなさいよ!?　あたしに逆らったことを後こう悔かいさせてやるんだからぁ～!?」

「わ、分かった分かった！　お前の仇かたきは俺が取ってやるから、とりあえず今はシャワーを浴びることが先決だろ？　な？」

「うぅ～……っ」

　がるる、と湖への威い嚇かくを続けつつも、身体が濡れていることは事実ゆえ、ヒノカはミナトの言うことに従い、先に宿へと戻ることにした。

　湖からの去り際ぎわ、ヒノカは「いい!?　あのクソ金魚は、あたしが丸焼きにして喰ってやるんだから、絶対に捕つかまえなさいよ!?」と何度も念押ししながら帰路へと就つき、それを見送ったミナトも、なんとかバイオテロを防げたことに、心の底から安あん堵どするのだった。




「……おっ？　おおっ!?　来たか!?　ついに来たのか!?」

　ヒノカと別れてから数分も経たたず、ミナトの竿にも大きな当たりがくる。

　この引きの強さは、さすがにゴミの類たぐいではないだろう。

　そう直感したミナトは、こんなことなら、もう少しヒノカと粘ねばっていればよかったと残念に思いつつも、目の前の獲え物ものに全神経を集中させる。

「おらあっ！」

　こいつは逃がさねえ！　と勢い込んで引いてみれば、




「──ざっぱあっ!?」




「ええっ!?」

　釣れたのはビッグなフィッシュではなく、ぴくぴくしているフェアリーだった。

　白目をむいてはいるが、艶つややかな黒くろ髪かみの、顔立ちの整った少女である。

　デスゲーム開始から一月以上経っているわけだが、未いまだに全身課金装備（デスゲーム後の性能は初期装備と同等）なのは、意図的にそうしているのだろうか。

〝クロスディフェンド〟で見た目はそのままに出来るし、その可能性は十分あると思う。

　しかし泳いでいる最さい中ちゆうに溺おぼれたのか、はたまた飛んでいる最中にスタミナ切れで落っこち、やはり溺れてしまったのか……。

「うわぁ……」

　どうしてこうなったのかは分からないが、土ど左ざ衛え門もんを発見してしまった以上、このままにしておくわけにもいかないだろう。

「よいしょっと……」

　気は進まなかったが、とりあえずミナトは〝スコップ〟を取り出し、憐あわれな骸むくろを埋まい葬そうするべく、穴を掘ほり始めるのだが、

「……やはり生き残ってしまったか」

「おっ？」

　少女は意識を取り戻したらしく、地面に大の字になりながらそう呟つぶやいた。

　どうやら水死体ではなかったらしい。

　よくよく考えてみれば、死ぬと光になって消えるので、水死体のわけがないのだが……。

　ともあれ、少女が生きていたことにほっと胸を撫なで下ろし、ミナトは〝スコップ〟を地面に突つき立て、「よう、なんで溺れてたんだ？」と彼女に問う。

　しかし少女の目は虚うつろな上、覇は気きの欠片かけらもなく、ミナトの問いにも「……別に」と一言返しただけで、まるでどこぞの女優のような無愛想さであった。

「なんだ、元気ないなぁ。何か嫌いやなことでもあったのか？」

「いや、何もないさ……。そう、何もな……」

「？」

　ころっと向こうを向いてしまった少女に、ミナトは小首を傾かしげつつ、さらに問いかける。

「……大丈夫か？　お前」

「ああ、大丈夫さ……」

「いや、頭の方な」

「……」

　あ、こっち向いた。

　再びごろっと寝ね返がえりを打った少女は、元々半眼気味だった瞳ひとみを、さらに胡う乱ろんなものにしながら言った。

「君、いくら私がぐんにゃりとやる気がなくなっているとはいえ、初対面の相手になんてことを言うのかね？」

「いや、悪い悪い。てっきり溺れたのが原因で、脳にダイレクトアタックでも食らったのかと思ってな」

「そんなわけないだろう……。まったく……」

　よいしょ、と起き上がった少女は、岩場に佇たたずむ人魚のようなポーズのまま、「私はね、全てのやる気を失ってしまったのだよ……」と聞いてもいないのに語り始めた。

「……」

　なんだろう、デジャブだろうか……。

　このパターン、前にもあったような気が……、とミナトが既き視し感かんに苛さいなまれる間も、少女の話は続いていく。

「昔々あるところに、おじいさんとおばあさんがいた……。決して裕ゆう福ふくではなかったが、しかし仲のよい老夫婦だった……」

「なんかお伽とぎ話ばなしのような導入だな」

「そう思うだろう……？　だが本題はここからだ……」

「お、おう」

　少女の意味深な言い回しに、ミナトはごくりと固かた唾ずを吞のむ。

「彼らには一人の孫がいて、それはそれは見み目め麗うるわしい少女だった……」

「……一応聞いておくが、それがお前だって言ったら張っ倒たおすぞ？」

「……」

　少女は一瞬口を噤つぐんだかと思えば、

「彼らには一人の孫がいて、それはそれは見目麗しいと自ら思っている少女だった……」

「おい、意味深な話がただのナルシストの話になったぞ……」

「だって君が〝張っ倒す〟って言うんだも～ん……」

　ぷー、と膨ふくれっ面つらになる少女。

「……」

　いや、〝ぷー〟じゃねえよ、〝ぷー〟じゃ。腹立つわぁ。

　ミナトが苛いら立だちのこもった視線を向けるも、少女の話は続く。

「少女は期待された……。器量がよかったこともさることながら、勉学にも秀ひいでており、毎年行われる町内パン食い競争も、ぶっちぎりの一位だった……」

「いや、そこは普ふ通つうに〝徒競走〟とかでいいだろ……」

　何このいまいち真しん剣けんに聞けない追加要素……。

「五つで神童、一〇で才子、一五過ぎればただの人だと言われた少女は」

「いや、最後ディスられてるディスられてる!?」

　ミナトの突っ込みにも動じることなく、少女は話を続ける。

「いつしかエスカレーター式超ちよう有名私立女子高で、一年生にもかかわらず、生徒会長を務めるまでの美少女へと成長した……」

　おう、ついに訂てい正せいすることもやめて〝美少女〟言い始めたぞ。

「彼女は品行方正の上、文武両道を貫つらぬく漫まん画がのような人物であり、祖父母の築いた莫ばく大だいな富の恩おん恵けいもあって、その佇まいはまさに〝優ゆう雅が〟の一言であった……」

「おい待て!?　決して裕福じゃなかったジジイとババアに何があったんだよ!?」

「そんなことはどうでもいいだろう!?　重要なのは私の話だ！」

「え、えぇ……」

　一番気になるところで意味もなくぶち切れられた……。

「……と、すまない……。少々取り乱した……。まったく、とんだ悪い子ちゃんだ……」

　ぽかっと軽く自分の頭を小こ突づいた少女に、ミナトは（う、うぜえ……）と白目をむいた。

「ともあれ、周囲の期待を一身に背負い、埋蔵金を見つけてうはうはだったジジババから、様々な英才教育を施ほどこされた少女は、受けた期待に応え続け、次期総理に相応ふさわしい才女へと成長していったわけだ……」

「……とりあえずお前がめちゃくちゃ期待されてることは分かったんだが、ちょくちょく入るその超絶的な自画自賛は、入れないと死んじゃう病か何かなの？」

　てか、〝埋蔵金〟を見つけるとか、ジジババどれだけ運がいいんだよ……。

「ふふ、面おも白しろいことを言う……。私は事実をありのままに言っているだけだよ……。凡ぼん人じんには到とう底てい理解出来ぬであろう──この私の凄すごさをねへぇ～……」

　途と端たんにふにゃりとスライムのように脱だつ力りよくした少女に、ミナトは「いや、力ちから尽つきるな力尽きるな」とジト目で突っ込みを入れる。

「で、その凄い少女がどうしたって？」

　ミナトが続きを話すよう促うながせば、少女は「ああ……」と僅わずかに脱力感をなくして言った。

「しかしどんなに多才であったとしても、所しよ詮せんは思春期真っ直ただ中なかの少女だ……。お年とし頃ごろはお年頃なりに色々と考えてしまうもので、思い返せば、私は何一つ自分の意志で決めてこなかったことに気づいたのさ……」

「ふーん」

「そう、なんでも出来るから、色々と期待されて、それに応え続けたまではよかった……。だがそうするとな、次々に新たな期待が押し寄せて来て、どんどんそれに応え続けなければならなくなるのさ……。まさにデフレスパイラルだな……」

「なんか面めん倒どう臭くさいな……。そんなのやめちまえばいいじゃねえか？」

「それが出来るなら疾とうにやってるさ……。だが相談しようにも、私の両親はどちらも多た忙ぼうでな……、話を聞いてくれなかったんだ……。まあそんな感じで、ある時、今の自分は周囲の望んだ自分であって、私が私らしく生きているわけではないのではないかと考えるようになってな……。ちょっとした反はん抗こうのつもりで、普段勉強のためにしか使っていないＶＲヘッドギアを使って、この《サバイバルアーツ・オンライン》とやらにログインしたわけさ……」

「なるほど。んで、運悪くデスゲームに巻き込まれたと」

　そう告げれば、少女は「そう、そのとおりだよ……」と力なく項うな垂だれた。

「せっかく少ない勇気を振ふり絞しぼったにもかかわらず、私にはこの程度の反抗も許されていないのかと思うと、急に全てのことがどうでもよくなってしまってな……。もう来世に期待しようとふにゃふにゃになってしまったのさ……」

　こんな感じにね……、と再び脱力して寝転がる少女。

　その姿は完全にタコやイカなどの軟なん体たい類そのものであった。

「おい、パンツ見えてるぞパンツ」

「はは、パンツの一つくらいなんだね……。見たければ好きなだけ見たまえよ……」

「そうか。じゃあ遠えん慮りよなく拝ませていただくのでよろしく」

「……」

「……」

　腕うでを組み、頑がん固こ親おや父じが如ごとき厳格な眼まな差ざしで、ミナトはじっと少女のパンツを眺ながめる。

　レースの付いた、薄うす紫むらさき色の可愛かわいらしいパンツである。

　けしからん！　実にけしからん！　と至近距きよ離りで眺め続けること数秒。

「……やっぱり見ないでくれ」

　羞しゆう恥ち心しんに負けた少女は、恥はずかしそうにスカートを引き、下着を隠かくしてしまった。

「え、もう終わり!?」

「君にはプライドというものがないのかね……」

　寝そべりながら赤い顔で横目を向ける少女に、ミナトは「とくにないなぁ」と素で頷うなずく。

　少女は「……はあ」と小さく息を吐はくと、三み度たび身体を起こして言った。

「いっそ君のように考えられたら、私も楽なのだろうな……」

「おい、どういう意味だ」

　これでもちゃんと考えてるんだぞ。たぶん。

「だが今の私は絶賛メンヘラ中だ……。全てのことがどうでもよく、それは自らの命すら同じこと……」

「ああ、だから溺おぼれてたのか」

「まあ厳密には泳ぐのも面倒になっただけさ……。もっとも、その前に歩くのも面倒になったところを、モンスターに突き飛ばされて湖に落ちたのだがな……」
















　ふ、ふふ……、と自じ嘲ちようの笑みを浮うかべ、少女は下がりきったテンションでさらに続ける。

　だんだん危ない感じになってきたな……。

「ああ……。思い返せば、ここに来てから、私はモンスターに踏ふまれたり、変な植物に食われたり、そこで同じく食われたエルフに助けられたり、でもやっぱりその後別のところで食われたり、それごとモンスターが咥くわえて行ったり、気づいたらパンツ見られたり……。いいことが何もなかったな……」

「いや、パンツはお前が見ろって言ったんだろ……」

　ミナトがそう突つっ込めば、少女はちらっとこっちに視線を送った後、「パンツをがっつり間近で見られたり……」と言い直した。

「……」

　いや、後こう悔かいするくらいなら最初から言うなよ……。

　一人嘆たん息そくするミナトだったが、少女の話を聞き、ふとあることに気づく。

「てか、思い出したわ。お前、あれだろ？　デスゲームになった直後に、ドッグァーラに踏まれてたやつだろ？」

「な、何な故ぜそれを!?　まさか見ていたのかね!?」

　ばっ、と勢いよく顔を上げた少女に、ミナトは「まあな」と頷く。

「たまたま見たら、ちょうど踏まれてたんだよ。てっきり死んだかと思ってたんだが、無事だったんだな」

「ああ……。下が泥どろだったおかげか、奇き跡せき的にライフが残ってな……」

「そりゃ何よりだ。それと、前に森で食人植物に食われてたのもお前だな？　ほら、アホ面のエルフが後から入ってきただろ？」

「なっ!?　ま、まさかあの時も君は見ていたと!?」

「いや、見ていたというより、食われたエルフを助けたら、もう一人中に入ってただけだ。お前は俯うつむきながら、『さんくす……』とか言ってどっか行っちまったから、俺のことは覚えてないとは思うけどさ」

「ま、まさか私が去り際ぎわに残した言葉まで知っているとは……。どうやら君とは、何かしらの〝縁えん〟があるようだね……。ならばパンツを見られたのも頷ける話だ……」

「いや、そこは頷くところじゃねえよ」

　鋭するどく突っ込んだ後、「それより」とミナトは話題を転てん換かんさせる。

「そんなふにゃふにゃなお前は、これからどうするんだよ？　少なくとも、まだこの世界から出られる気配はないぞ？」

「さあな……。別にどうもしないかなぁ……」

　やる気〝０〟のまま、地面に〝の〟の字を書く少女。

「じゃあまたモンスターに襲おそわれたらどうするんだ？」

「その時はその時さ……。死ぬのであれば、それはそれで構わないし……。いや、すでに来世に期待しているから、なんかもう死にたいし……」

「おいおい……」

　こりゃ重じゆう症しようだな……、と腕を組み、ミナトは考える。

　そんなに死にたいのなら、餞せん別べつ代わりとして、先ほど掘ほっていた穴に埋まい葬そうしてやるのもやぶさかではないのだが……。

　何か前向きに出来るようなことはないものかと思い、ミナトは少女に尋たずねる。

「なあ、ちょっとお前のステータスを見せてくれないか？」

「ステータス……？　ああ、勝手に見るといいさ……」

　力なくメニュー画面を開き、少女がステータスを表示させれば、ミナトは「お、さんきゅー」と礼を言いながら、横からこれを覗のぞき込んだ。





　ライフ：一〇

　スタミナ：一〇

　状態異常：瀕ひん死し、飢き餓が

　各種耐たい性せい：なし

　武器：ショートボウ（スロット×１）

　盾たて：なし

　頭部：ゴシックヘアバンド（スロットなし）

　胴どう：ゴシックドレス（スロットなし）

　腕わん部ぶ：ゴシックアーム（スロットなし）

　脚きやく部ぶ：ゴシックブーツ（スロットなし）

　アクセサリー：なし

　装備特性：なし

　パッシブ：《ダウジング（熟練度１・普ふ通つうのはりがね）》

　スキル：なし






「見事に死にかけだな……」

「はは、それはどうも……」

　別に褒ほめたわけではないのだが、初心者丸出しな彼女のステータスを見て、ミナトは一つ注目すべき点があることに気がついた。

「しかし《ダウジング》を持ってるやつなんて初めて見たぜ。これ、アカウントを作った際、すんげえ低確率で付加される、〝レアパッシブ〟の一つなんだぞ？」

　そう、熟練度は〝１〟だが、パッシブの欄らんに《ダウジング》の表記を見つけたのである。

「そうなのか……？」

「ああ。俺も詳しよう細さいな能力とかは知らないんだけど、とにかく〝珍めずらしい〟っつー話だ」

「ふむ……。全然気にせず選んでしまったのだが……」

「ありゃ、そうなのか。でもどうしてこいつを選んだんだ？」

「ああ、それは私の祖父母がな、昔よくやっていたのだよ……。だからつい懐なつかしくなってな……。あの頃ころは私も小さかったから、何をしているのかはよく分からなかったのだが、まさか〝埋蔵金〟を探していたとはな……。だがそれでも一いつ緒しよになってやったりして、楽しかった覚えがあるよ……」

「なるほどなぁ。じゃあちょっとパッシブの項こう目もくも見せて貰もらっていいか？」

「こ～と～わ～ら～ぬ～……」

「病やんでんなぁ……」

　怠だるそうにぽちっとメニュー画面を操作した少女に、ミナトは何度目かも分からないジト目を向けつつ、パッシブの詳細を確認する。

「えー、何々……」





《ダウジング》──『隠れた地脈や水脈、鉱脈などの存在を探知することが出来、熟練度が上がると、深さなども知ることが出来るが、低熟練度では大まかなポイントしか探知することが出来ず、外れることも多い』






　これは……、とミナトは目を見開く。

　本当に気軽な気持ちで確認しただけだったのだ。

　どんな些さ細さいなことでもいいから、何か前向きになる手助けになってくれたらいいな、と。

　だがまさかこんな力を持っているとは、正直、思いもしなかった。

　この力ならば、ミナトが作業を見送っていた〝あれ〟も、完成させられるかもしれない。

　なんという偶ぐう然ぜん──いや、これをただの〝偶然〟で片づけてよいのだろうか。

　何せ、彼女は〝死んでもいい〟と思い立ってから、この一ヶ月あまり──初期状態のまま、モンスターに襲われようが何しようが、ずっと生き延びていたのだ。

　──生半可な運ではない。

　いや、むしろ〝通常ではほぼあり得ない〟と言ってもいいだろう。

　そんな彼女と、経けい緯いはどうであれ、ミナトはこうして出会うことになり、そして彼女のパッシブは、ミナトが今まさに求めていたものでもあった。

「……」

　こういうのを〝運命〟とでも言うのだろうか……、とミナトは一人思いにふける。

　だがせっかくこうして出会ったのだ。

　ならば運命だかなんだか知らないが、その〝縁〟自体は大切にしたいと思う。

　そう結論づけたミナトは、未いまだふにゃふにゃの少女に向け、「なあ」と提案する。

「どうせ死ぬなら、きちんと満足してから死にたいとは思わないか？」

「そうだなぁ……。でも満足と言ってもなぁ……」

「まあそこは俺に考えがあるからさ、ちょっと付き合ってくれよ？　な？」

「え、いや、それは一体どういう」

「っつーわけで、明日あしたの朝九時くらいにまたここに集合な！　後、これやるから、しっかり回復しておくように！　じゃ、遅おくれるなよ！」

　数種類の回復薬と食材を渡わたし、びっとスタイリッシュに片手を挙げて去ろうとしたミナトだったが、ふとあることに気づき、「あ、そうだ！」と足を止める。

「お前、名前は？　ちなみに俺は〝ミナト〟だ！　よろしくな！」

「え、ああ……〝シーナ〟だ……。よろしく……って、いや、その前に私の話を」

「そうか！　じゃあまたな、シーナ！」

　そう大きく手を振ふりながら、ミナトは足早に《フォート》へと戻もどっていった。

「……」

　一人その場に残された少女ことシーナは、ミナトが置いていった物品の類たぐいを一いち瞥べつしてから、ぽつりと独りごちる。

「いや、だから話を聞けよ……」

　ちなみに、宿へと戻ってきたミナトに、事情を説明されたココは、「うぅ、私のお魚がないばかりか、また別の女性が現れるなんて……」とハンカチ片手にすすり泣き始め、同じくヒノカも、「ふーん。パートナーであるあたしのことよりも、他の女の方を優先させたんだ？」とすこぶる酷こく薄はくな視線を向けた後、「──最低」とばっさり切り捨て、ミナトを廊ろう下かに締しめ出したのだった。




　翌朝。

「……何をやっているんだ、私は……」

　と、ぶつくさ言いつつも、約束通り湖の畔ほとりにやって来たシーナに、何な故ぜかちょっとやつれ気味のミナトが、ココとヒノカを紹しよう介かいする。

　あれから土下座と弁明を繰くり返し、なんとか普通に会話をするくらいまでは、持ち直すことに成功したのである。

「お、来たな。というわけで、こっちがこの前、お前を助けたエルフの〝ココ〟だ」

「あ、ココです。よろしくお願いしますっ」

　ぺこり、と頭を下げたココに、シーナも軽く会え釈しやくをするのだが、ココはそのまま彼女の顔をじっと見つめ、頰ほおを膨ふくらませながら言った。

「ぶー、まーた可愛かわいらしい女の子じゃないですかぁー。ひょっとして、狙ねらって拾ってきてるんですかぁー？」

「そんなわけないだろ……。たまたまだよ、たまたま」

「ぶーぶー」

　口を〝３〟のようにすぼめ、ブーイングを撒まき散らすココに嘆たん息そくしつつ、「まあこいつのことは気にしないでくれ」とミナトは紹介を続ける。

「そんでこっちが、元アルティメットなんたらーの〝ヒノカ〟だ」

「〝アルティメット・エレメンタラー〟！　しかも〝元〟じゃなくて、現役バリバリよ。まあこのヒノカさまが来たからには、大船に乗ったつもりでいてくれればいいわ」

　無む駄だに上級者ぶるヒノカに、シーナも「あ、ああ……」と戸と惑まどっているようだった。

「俺のことはまあいいよな？　昨日紹介したし」

「ああ、確か〝ミナト〟だったな……。昨日私のパンツをがっつり覗いていた……」

「ええっ!?　ちょっとミナトさん!?　私のお魚を釣つらずに何してたんですか!?　やっぱりそういうあれだったんですか!?」

「いや、違ちがっ!?　誤解だ、誤解!?」

　ココにぐいっと胸ぐらを締め上げられ、青い顔でタップするミナト。

　ヒノカも軽けい蔑べつした目で自らの身体からだを抱だいており、ミナトの好感度はだだ下がりであった。

「……げほげほっ。ち、違うんだ……。こいつが好きなだけ見ろって言うから、じゃあまあ遠えん慮りよなくと見ていただけで、別に無理矢理見ていたわけじゃないんだぞ？」

「そ、そういう問題じゃありません！　女の子のおパンツというのは、ちらっと見えるからいいものであって、がっつり見たら意味がないんですよぅ！」

「そ、そうだったのか……」

　がーんっ、と衝しよう撃げきを受けるミナトに、「いや、そうじゃないでしょ!?」とヒノカが突つっ込みを入れた。

「……まあでもあれね？　聞いていたとおり、覇は気きがないというかなんというか……。あんた、そんなんで大だい丈じよう夫ぶなの？」

「はは、心配してくれるのかね……？　大丈夫、私はこのとおり元気さー……」

　不気味な笑顔でガッツポーズを取るシーナの姿は、完全に上から糸で吊つられたマリオネットそのものであった。

「え、大丈夫なの？　これ……」

「まあ自分探しの旅真っ最中らしいし、そういうこともあるだろ」

　そう諭さとされたヒノカは、「そういうものなのかしら……」と釈然としない様子だった。

「それで、これからどうするんです？」

「ふ、そりゃもちろん〝満足〟させてやるのさ」

「？」

　含ふくみ笑いを浮うかべるミナトの先導で、《フォート》の飛行船乗り場へと赴おもむいた四人は、《カナル》のさらに先にある〝鉱山の街〟──《マイン》行きのチケットを買い、これに乗船する。

〝飛行船〟は、一度行った街と街を繫つないでくれる乗り物であり、チケットの値段は、街同士の距きよ離りが長ければ長いほど、高くなるよう設定されている。

　たまに大型の飛行タイプモンスターに襲しゆう撃げきされたりもするが、それさえなければ、遠くの街まで短時間で行けるため、プレイヤーたちにもかなり重宝されているのである。

　飛行船が飛び立ち、《フォート》を含めた眼下の景色が徐じよ々じよに小さくなっていく。

「やっぱり気持ちいいですよねー」

「ええ。あたしもよく乗るけど、この愚ぐ民みんどもがゴミのように見える光景は堪たまらないわ」

「ですねぇー」

　あははうふふ、と笑い合う二人を尻しり目めに、ミナトはぼーっと景色を眺ながめ続けているシーナに尋たずねる。

　あの二人はアホだから、とりあえず着くまで放っておけばいいだろう。

「そういえば、お前は飛行船に乗ったことがあるのか？」

「いや、初めてだな……」

「そうかそうか。どうだ？　風も気持ちいいし、景色もいいだろ？」

「まあな……。だが……うっぷ」

「うん？」

　ふと見れば、シーナは口元を押さえながら青い顔をしていた。

「実は私は乗り物が苦手でな……」

「えぇ……」

　そういうのは先に言おうよ……、と白目をむくミナト。

　シーナはそのまま、「ちょっと船室で休んでくる……」と船内に行ってしまい、残されたミナトの側そばでは、今もココとヒノカが船から身を乗り出し、

「ほらほら、豚ぶたどもーっ！　ヒノカさまのお通りよーっ！」

「そうですよ、豚さんどもーっ！　ココさんもいるんですからねーっ！」

　と、そんな感じで喚わめき散らしていた。

「……」

　何してんのあいつら……。




　その後、無事《マイン》の飛行船乗り場へと到とう着ちやくした一行は、船ふな酔よいしているシーナの回復を待ち、街の外へと足を延のばす。

《マイン》は〝鉱山の街〟と呼ばれることからも分かるように、岩いわ肌はだが剝むき出しの山やま間あいに建造された街であり、そこかしこに炭鉱跡あとの穴あな蔵ぐらが空いている。

　付近のフィールドも《採さい掘くつ》がメインになっており、良質な鉱石が採れることが魅み力りよくだ。

　近くに〝火山地帯〟があることもあってか、生息するモンスターは肉食の、熱に強いタイプが多く、中にはマグマの中を泳ぎ回るようなやつらもいる。

　そんなごつごつとしたフィールドを進む四人の前に、ココと谷底に下りた時同様、ミナトお手製の〝はしご〟がかけられた崖がけが姿を現した。

　このフィールド自体は、ココと前に訪おとずれたことがあったので、ショートカットも作成済みだったのだ。

「よし、上れー」

「「「……」」」

　そう促うながしたミナトに、女子たちの視線が突き刺ささる。

　なんぞ？　とミナトが首を傾かしげれば、ココが代表してその意を伝えてきた。

「……ミナトさん、それはさすがにちょっと下心が過ぎると思います」

「あん？」

「まあ私は別にミナトさんにならって思っちゃったりしてますけど……で、でもやっぱりそれは二人の時じゃないとダメなんですぅ！」

「いや、何を言ってるんだ、お前は……。っていうか、なんだお前ら？　もしかして俺がパンツを覗のぞくとでも思ってるのか？」

　ミナトが半眼を向ければ、女子たちは揃そろって頷うなずいた。

「……」

　何この信用のなさ……。

「……はあ」

　やれやれと嘆息し、ミナトはご要望通り一番手を務める。

「よいしょっと」

　続いてココが上り、ヒノカにシーナと続く。

　一応シーナは〝フェアリー〟ゆえ、スタミナの続く限り、〝飛行〟することが出来るはずなのだが、彼女はどうにもそれが苦手らしく、せっかくの飛行能力が使えないのだとか。

　なんでもこなせる才女設定はどうした……、とミナトに問われても、「つわものどもが夢のあとぉ～……」とアンニュイな返事をしていたので、もう飛ぶ気は〝０〟なのだろう。

　ともあれ、そのまま鉱山地帯から火山地帯へと進入し、炎えん熱ねつ系地域ダメージによる体力減少を防ぐため、〝アイスドリンク〟を飲む一行。

　例の如ごとく、ヒノカが《魔ま女じよのアイスドリンク》なるものを取り出してきたが、今日はミナトが誘さそったので、「アイテムは全部俺持ちにするから気にすんな」とそれっぽい理由でご遠慮を申し上げた。

　そうしてマグマ吹ふき出す灼しやく熱ねつの火山地帯を進んでいると、先頭を行くミナトが、通常のルートではない脇わき道みちへと逸それる。

　そこは大小様々な岩の入り組んだ細道で、見事に円形の大岩が行く手を阻はばんでいた。

「何これ？　行き止まりじゃない。あんた、道間違えたわけ？」

「はっはっはっ、そう思うだろ？　まあ見てろよ。──よっこらせっと」

　不敵に笑い、ミナトは大岩の根本に、以前ココを助ける際に使ったものとは、桁けた違いの大きさを誇ほこる〝火薬の詰つめ合わせ（大）〟を複数設置する。

「あ、あんた、まさか……」

「さあ、楽しいショーの始まりだぜ！」

　ミナトが導火線に火を点つけると同時に、一同はその場から一目散に退たい却きやくし、近くの岩に身を隠かくした。

　と──ズドンッ！

　次の瞬しゆん間かん、爆ばく裂れつ音が辺りに響ひびき渡わたり、衝撃と砂すな煙けむりが一同を襲おそう。

「あんた、馬ば鹿かじゃないの!?」

　当然、怒いかりを露あらわにするヒノカだったが、ミナトは「いや、そんなことよりほらほら」と爆ばく心しん地ちを見るよう促す。

　なんなのよ、まったく……、とヒノカが不満を口にしながら見やれば、ちょうど大岩がごろりと動き始めたところだった。

「あ、岩が動いてますよ!?」

「ふむ？　もしかしてあの向こうは、〝傾けい斜しや〟になっているのか？」

　シーナの問いに、ミナトは大きく頷く。

「おう、よく分かったな。俺はいつもこいつらと安全に行動が出来るよう、あらかじめ一人でルートを模も索さくしたりしているんだが、その時にたまたまこれを見つけてな。最初は行き止まりかと思ったんだが、隙すき間まから見たら、なんと先に〝道〟があるじゃねえか。んで、試しにやってみたら、このとおり岩を転がすことが出来たっつーわけだ。どうやらあの大岩は、リポップするタイプの〝移動可能オブジェクト〟だったみたいだな」

「へえ、そんなものもあるのね」

　感心したように頷くヒノカに、ミナトはどうよとばかりに胸を張る。

「まあβ版を隅すみ々ずみまでやり尽つくした俺だからこそ、気づくことが出来たショートカットってやつだ。というわけで、道も出来たし、先に進むぞー」

「はーいっ」「ええ」「うむ」

　揃って頷いた女子たちを連れ、ミナトは大岩の転がり落ちた方へと、再び歩き始めた。




　基本的に攻こう略りやく組が進んだ成果は、その日のうちにギルドを伝って、全てのプレイヤーに開示されるようになっている。

　これはバーツ内に取り残されたプレイヤーたちに、少しでも希望を与あたえたいという彼らの思いから来ているという。

　開示されたデータには、彼らの通ったルートや、そこに生息するモンスターの生態、収しゆう穫かく出来たアイテムなど、とにかく攻略情報がぎっしりと詰まっている。

　当然、攻略組が現在攻略中のフィールドなども記き載さいされているのだが、ミナトたちがいるのは、その彼らがやっとの思いで到達したエリアだった。

　攻略組は大岩のショートカットを知らず、強敵ひしめく別ルートを通っていたからだ。

　もちろんミナトも、この情報を開示しようとは思っていたのだが、皆みんなを驚おどろかせようと秘密にしておいたのである。

「よし、ここからは静かに進むぞ。前に偵てい察さつに来た時、結構やばめなやつがいたからな」

　身を屈かがめながら言うミナトに、ココは心配そうな顔で「りょ、了りよう解かいですっ」と頷き、ヒノカとシーナも続く。

「ふん、まああたしにかかれば、そのモンスターとやらもいちころでしょうけど、今はあんたの指示に従ってあげるわ。感謝しなさい」

「へいへい、そりゃどうもありがとさん」

「〝はい〟は一回！」

「へーい」

「だから伸ばさない！」

「なんかコントを見ているようだな……」

　シーナにそう突つっ込まれながらも、一行は忍しのび足あしで岩場を進む。

　すると、しばし進んだところでミナトが足を止め、女子たちに向けて口元でしーっと指を立てた後、岩の隙間から向こう側を見るよう促した。

　と。

「「「──っ!?」」」

　三人が挙こぞって目を見開く。

　ミナトの指し示した隙間から見えたのは、身体からだ中が〝結けつ晶しよう〟で出来ている、大型の肉食レアモンスター──〝ヤモンメジス〟だったからだ。

　どうやら隙間の向こう側は、ヤモンメジスの〝巣〟だったらしく、ミナトたちはちょうど裏側に回り込むような感じになっていたのだ。

〝ヤモンメジス〟は、体長二〇メートルほどの地ち龍りゆう型モンスターで、主に火山帯のカルデラを住すみ処かとしており、その最大の特とく徴ちようは、全身を構築する強固な〝結晶物質〟である。

　これはとても硬こう質しつな上、耐たい熱ねつ性にも優すぐれており、装備の強化には欠かせない素材なのだ。

『……キシュゥ……シュゥ……』

　見た感じ、どうやらヤモンメジスはお休み中のようである。

　ならば下手に刺し激げきする必要もないだろう。

　まあたとえ起きていたとしても、普ふ通つうにスルーさせて貰もらうわけだが。

「……」

　ミナトはどこぞの特とく殊しゆ部隊が如く、手で合図を出し、その場から静かに移動し始める。

　ココたちにも意図は伝わったようで、同じくなるたけ足音を消しながら、その場を後にしていった。

　数分後。

「……ふう。さすがにここまで来りゃ大だい丈じよう夫ぶだろ……」

　額の汗あせをぐいっと拭ぬぐい、ミナトたちはやっとこさ一息吐つく。

　彼らが辿たどり着いたのは、この火山地帯エリアを一望出来る、岩山の頂上付近であった。

　辺りには湯気が立ち上っており、時折近くで間欠泉が吹き出している様子が見てとれた。

「「「……」」」

　だがそれよりもココたちが気になったのは、眼前に立てられた木製の〝札〟であった。

　時代劇などにも登場しそうな、三角屋根式の〝高札〟である。

　もっとも、それだけならば、何かの案内板だろうで済む話なのだが、高札に達筆な筆捌さばきで書かれていたのは、彼女らのよく見知る人物の名前であった。




『おいでまっせ！　天然ミナト温泉』




　そう、ここはミナトが他のプレイヤーたちに先んじて陣じん取どっていた──〝源泉掛かけ流し露ろ天てん風ぶ呂ろ建設予定地〟だったのである。

「いや、なんであんたの名前がついてるのよ!?」

　当然、突っ込みを入れてきたヒノカに、ミナトはふっとニヒルな笑みを浮うかべて言った。

「実はβ版の時から、火山地帯で〝温泉〟が発はつ掘くつ出来ることは知っていてな。いつか造りたいとは思っていたんだが、どうせ造るなら、一番景色のいい場所がいいだろ？　だから前に来た時、見晴らしのいいここを、候補地としてキープしておいたってわけだ」

　しかも！　とミナトは〝ここからが本題だ〟と言わんばかりに、声を張り上げて言った。




「一度温泉を掘ほると──なんとマイホームの風呂に〝湯を引く〟ことが出来るんだ！」




「「──なっ!?」」「……？」

　ココとヒノカが驚きよう愕がくに顔を強こわ張ばらせている傍かたわらで、事情を知らぬシーナは、一人不思議そうに小首を傾かしげていた。

　まあ彼女には追い追い説明してやるとしよう。

「あんた、意外と出来る男だったのね……」

「ふ、まあな」

　そうミナトがキメ顔で頷うなずけば、「な、なんで私の名前じゃないんですか!?」とココが両目を〝><〟にしながら抗こう議ぎしてきた。

「いや、俺が見つけたんだから、別に俺の名前でいいだろ……」

「そんなのずるいですぅ～!?」

「分かった分かった。じゃあ後でお前の名前にしといてやるから、それならいいだろ？」

「え、本当ですか!?　わぁい！　ミナトさん、大好きですぅ～！」

「はいはい、そりゃありがとよ」

　ミナトがいつもの如く適当にあしらっていれば、ふいにシーナが「ところで」と疑問を投げかけてきた。

「ここに連れてきたということは、そのマイホームとやらに湯を引くため、〝皆で温泉を掘れ〟ということか？」

「おう、もちろんだぜ。で、せっかくだし、皆でひとっ風呂浴びていこうかと思ってさ」

「「「……」」」

　素直にそう頷いたミナトだったが、途と端たんに女子たちは自らの身体を抱だき、彼から距きよ離りを取り始めた。

「うん？　どうした？」

　状じよう況きようが分からず、ミナトがきょとんとしていると、〝聞きました？　奥さま〟的な感じで、寄り添そったココとヒノカが、何やら抜ぬかし始める。

「……まさかおパンツだけじゃなく、私たちの身体までもを、舐なめ回すように見るつもりだったなんて……。もちろんミナトさんにならって思いはしますけど、でも三人揃そろってはちょっと……」

「……」

　いや、だからお前はさっきから何を言ってるんだ……。

「ふん、そんなことじゃないかとは思っていたわ。大方、グラビア以上に豊満なあたしのボディに、情じよう欲よくを抑おさえ切れなくなったんでしょう？　この変態！」

「……」

　いや、確かにお前のグラビアは見ましたよ。ああ、見ましたとも。

　だからこそ言わせて貰おうじゃないか。

　うん、そもそもそこまで豊満じゃねえだろ。

　──ぎろりっ。

「ひいっ!?」

　鬼おにの視線から逃にげるべくシーナの方を向けば、彼女はどこか諦あきらめたような顔をしていた。

「……そうか。〝満足させる〟とは、そういう意味だったのだな……」

「あん？」

　何言ってんだ？　と眉まゆ根ねを寄せるミナトの眼前で、シーナは恥はずかしそうに、身につけていた装備をするりと外していく。

「お、おいおい!?　まだ風呂は掘ってないぞ!?」

「そんなことは承知の上だ……。だがどうせ蹂じゆう躙りんされる身……。ならば今脱ぬごうと後で脱ごうと、さしたる違ちがいは」

「あるある!?　大いにある!?　つーか、なんでお前が蹂躙されることになってるんだよ!?　そしてお前らのその軽けい蔑べつしきった目はなんだ!?」

「あーあ、嫌いやだ嫌だ。きっとあいつの頭の中じゃ、あたしたちなんてもう、三人とも妊にん婦ぷにされてるわよ？　妊婦に」

「お前らは一体俺をなんだと思ってるの……」

　普通に風呂に入ろうとしただけなのに……、とミナトは内心滝たきのような涙なみだを流していた。




　何はともあれ、全員で温泉を掘ることになったのだが、ここで一つ大きな問題があった。

　温泉の掘くつ削さくは、基本的に〝運〟がものを言い、どこから湧わき出るかは、実際に掘ってみないと分からなかったのである。

　ゆえに、一メートル半ほど掘って出なければ、別の場所を掘るという工程を、延々と繰くり返さなければならないのだが、〝間欠泉〟の近くには、必ず温泉が湧き出るスポットが設定されているため、場所自体に問題はなく、後は根気との勝負であった。

　なので、いつか時間とやる気がある時にやろう、とミナトもこの作業を後回しにしていたのだが、なんの因果か、〝彼女〟と出会うことになったのだ。

　そう、〝シーナ〟である。

　彼女の持つパッシブ──《ダウジング》ならば、たとえ熟練度が低かったとしても、範はん囲いを大おお幅はばに絞しぼることが出来ると考えたのだ。

「シーナ、ちょっと来てくれ」

　ミナトに呼ばれたシーナは、相変わらずの寝ね惚ぼけ眼まなこで、彼の方へと赴おもむいた。

「何か用か？」

「ああ、ちょっとお前に頼たのみたいことがあってな。お前のパッシブで、ここらの〝水脈〟を探し当てて欲しいんだ」

「ふむ、それは構わないのだが……成功する保証はないぞ？」

「おう、その時はその時だ。だから気軽な感じでやってくれ」

「……分かった」

　頷き、シーナは言われたとおり、Ｌ字になった〝普通のはりがね〟を二本持ち、この辺りにあるという〝水脈〟の探知を行う。

「頑がん張ばってくださいね、シーナさん」

「頼たよりにしてるわよ」

「ああ、まあ期待せずに待っていてくれたまえ。──〝ダウジング〟」

　シーナがそう口にすると、手にしていたはりがねが開いたり閉じたりし始め、ソナーが如ごとく周辺を探たん索さくし始める。

「ふむ、なるほど。あの崖がけの周辺に、それらしき反応があるな。大体二〇メートル四方といったところだろう」

「お、でかしたぞ！　じゃあ早速作業開始だ！」

「はいっ」「ええ」

　ミナトの指示に頷き、ココとヒノカはそれぞれ〝スコップ〟片手に作業に取りかかろうとするが、シーナは「……いいのか？」と控ひかえめに確認してきた。

「何がだ？」

「いや、君も知っているとは思うが、私の《ダウジング》は、熟練度が最低の〝１〟だ。というより、今まで使ったこと自体なかったから、さっきのが初めてなんだ。説明文にも、〝低熟練度だと外れることも多い〟とあったくらいだし、このまま作業を始めてよいものかと……」

　と。




「なんだ、そんなことか」




「えっ？」

　呆ほうけるシーナに、ミナトは笑いながら言った。

「だから言っただろ？　〝その時はその時〟だって。別にいいんだよ、失敗したって。その時は、あいつらに『悪い、ダメだったわ』って一いつ緒しよに謝りに行こうぜ」

「だ、だが……」

「ほれほれ、そんなことよりお前も掘るの手伝ってくれよ。ほら、ちゃんとお前用の〝スコップ〟も用意しておいたからさ」

「あ、うん……。分かった……」

　ミナトから〝スコップ〟を手て渡わたされ、シーナも釣つられて頷いてしまう。

　そうしてミナトたちもまた、先の二人同様、掘削作業を始めるのだった。




　が、探しものというのは、探している時ほど見つからないものである。

　作業開始から二時間ほどが経過しても、未いまだに温泉どころか、水の一いつ滴てきすら、出る気配がなかった。

「あーもう!?　本当にここであってるの!?　なんも出ないじゃない!?」

　言わずもがな、最初に音を上げたのはヒノカである。

　どかりと地面に腰こしを下ろしたかと思えば、「疲つかれたぁ」と大の字に寝転がってしまった。

「まあそんな簡単に出りゃ、今いま頃ごろはそこら中が風ふ呂ろだらけだろ……。っていうか、お前らも疲れたら休んでいいからな？」

「ああ、承知した」

「ふっふっふっ、私くらいになると、そう言われるかなり前から休んでますけどねっ」

　ドヤ顔で持参した〝干し肉〟を頰ほお張ばるココの周囲は、まったくと言っていいほど掘った形けい跡せきがなかった。

「……お前は後二時間〝休きゆう憩けいなし〟な」

「ぶふうっ!?　そ、そんな殺生なぁ～っ!?」

「うるさい！　口じゃなくて手を動かせ、手を！」

「ひい～っ!?」

　ミナトにすこぶる怒おこられたココは、泣きながら掘削作業を再開した。

「まったく……」

　そんなココの様子に嘆たん息そくしつつ、ミナトは黙もく々もくと作業を続けるシーナの下もとへと赴く。

「よう、どうだ？　何か出そうか？」

　そう問われたシーナは、土を掘る手を止め、「いや、今のところその気配はまったくないな……」と首を横に振ふりながら、穴から出てこようとする。

「……むっ？　ぬ……で、出られない……」

　しかし穴を小さめかつ深く掘ほっていたシーナは、出ようとしても手が届かず、飛ぼうとしても羽が引っかかってしまい、穴から出られないようだった。

「なんだ？　もしかして出られないのか？　まったくしょうがねえなぁ……。ほら、摑つかまれよ」

「あ、ああ、すまない……」

　よいしょっ、と穴からシーナを引き上げたミナトだったが、彼女の身体からだは想像以上に軽く──すぽんっ！

「──うおっと!?」

「うわあっ!?」

　二人はもつれ合うように倒たおれ込んでしまった。

「ちょ、ちょちょちょっとぉーっ!?　何二人でイチャイチャしてるんですかぁーっ!?」

　未だ抱き合い続けている二人の下に、しゅばっと現れたのは、もちろんココである。

　彼女は両りよう腕うでをぶんぶん振り回しながら、「わぁ～ん、シーナさんだけずるいですぅ～!?　私もミナトさんに〝ぎゅっ〟てされたいですぅ～!?」と喚わめき散らしていた。

「……はあ。ほれ、分かったから、とにかく今は温泉を掘るのが先だ。はい、回れー右」

「ふえぇ～……そんなぁ～……」

　が、彼女の猛もう抗こう議ぎもむなしく、ミナトに方向転てん換かんさせられたココは、そのまま背を押され、元の掘削ポイントへと戻もどされていった。

　そうしてココを置き、やれやれと再びシーナの下へと戻ってきたミナトに、彼女は「よかったのか？」と確認してくる。

「おう、たぶん大だい丈じよう夫ぶだろ。それよりどうする？　そんだけ掘って出ないなら、場所を変えてみるってのも手だぞ？」

「ああ、そうだな……」

　頷うなずいた後、シーナは「だが……」と表情を暗くさせた。

「もう開始から二時間ほど経たってるし、先ほどヒノカも言っていたが、やはり〝外れ〟だったのかもしれないな……」

「なんだ、気にしてるのか？　あいつはいつもあんなだし、気にすることはないぞ？」

　ミナトにそうフォローされるも、シーナは「いや、そうではない……」と首を振った。

「あれだけ皆みなに期待されて、《ダウジング》を行ったのだ……。君は気軽に考えればいいと言ってはくれたが、それでも申し訳なくてな……」

「だから落ち込んでるのか？」
















「いや、むしろどう顔向けしたらいいのか分からなくなっている、が正しいと思う……」

「顔向けねえ……」

　そんなものが必要のあるやつらじゃねえだろ……、とジト目で振り向けば、ココは周囲をきょろきょろと警けい戒かいしながら、隠かくれて〝干し肉〟を食っており、ヒノカも寝転んだまま、「もう動けない～。ミナト肩かた揉もんで～」と足をぱたぱたしながら駄だ々だをこねていた。

「……」

　おい、誰だれかあいつらに〝顔向け〟ってやつを一から叩たたき込んでやれ。

　はあ……、と肩を落としつつも、ミナトは「……いや、待てよ？」と彼女らの姿に思うところがあったと見え、シーナにこう促うながした。

「よし、分かった。お前はちょっと真面目過ぎるから、やつらを見習って、もう少し不真面目になれ」

「えっ？　い、いや、いきなりそう言われても……」

　当然、シーナは困こん惑わくした様子だったが、ミナトは「いいからいいから。はい、始めー」と両手を叩き、逃にげられない空気を作る。

　すると、シーナはあからさまにあたふたした後、




「──つ、疲れたから、もうやりたくないぷーっ」




　謎なぞの迷走を遂とげた。

「……」

「……」

　互たがいに無言で見つめ合うこと数秒。

「──よし、作業に戻るか」

　ミナトは何事もなかったかのように立ち去ろうとする。

「ちょ!?　何も見なかったことにするんじゃない!?」

「いや、すまん。俺が悪かった。さっきまでのことは全部忘れてくれ」

「出来るか!?　君がやらせたんだろ!?」

　ガンッ！　と荒あら々あらしく〝スコップ〟を突つき立て、シーナは声を荒らげる。

「まあそう言うなって。ほら、おかげで肩の力も抜ぬけただろ？　結果オーライだぜ」

「どこが結果オーライだ!?　大体君は」




　と──ブシャアアアアアアアアアアアッッ!!




「──って、うわああああああああああっ!?」

「おおう!?　──って、よっと」

　突とつ如じよ噴ふん出しゆつした温泉に吹ふき飛ばされたシーナを、ミナトはお姫ひめさま抱っこの要領でキャッチする。

　どうやら先ほど荒っぽく突き立てた一いち撃げきが、岩がん盤ばんか何かを砕くだいたらしい。

　おかげでシーナの立っていた場所からは、絶えず噴水のように温泉が噴ふき出していた。

「……」

　噴き出した温泉が作る虹にじを、呆ぼう然ぜんと見つめるシーナに、ミナトはにっと笑いながら言う。

「な？　結果オーライだろ？」

「……まったく、君は悪運の強い男だな」

　ミナトの顔を直視出来なかったのか、ぷいっとそっぽを向いてしまったシーナの顔は、ほのかに赤みを帯びていた。

　そんな二人の様子に、ココが再び「こ、今度はお姫さま抱っこぉぉぉ～～っ!?」と白目をむいていたのは、言うまでもないだろう。




　それからシーナの健けん闘とうを称たたえつつ、簡易的な脱だつ衣い所などを造ったミナトたちは、全員で温泉を堪たん能のうすることにしたのだが──ここで一つ問題が発生してしまった。




　なんと──温泉が〝男女で仕切れなかった〟のである。




　なので仕方なくも、一同は〝混浴〟することを決め、各おの々おの脱衣所で装備を外した後、タオルを身体に巻き、浴場へと足を進めていた。

　なお、ミナトは女子たちの指示で、最初に湯船に入り、彼女らが出るまで、延々と外を向いていることを義務付けられており、今も「いい景色だなぁ」と一人黄昏たそがれていた。

　とはいえ、温泉の湯加減は41～42℃くらいとちょうどよく、女子たちも皆みな緩ゆるみきった顔をしており、まるで日ひ頃ごろの疲れが、身体の芯しんから溶とけ出しているかのようであった。

「ああぁ～……。染みますぅ～……」

「なんだかジジ臭くさいな……。まあ確かに気持ちはよいのだが……」

　ふうっと一息吐つき、ふとシーナが隣となりに視線を向けてみれば──ぼよんっ。

「んなっ!?」

「ほえ？　どうしました？」

　湯船からぽかりと顔を覗のぞかせている、二つの巨きよ大だいバルーンに、シーナは思わず顔が引きつってしまった。

　慌あわてて自らと向こうのものを照らし合わせ、「……はあ」とがっくり肩を落とすシーナ。

　歳としはほぼ同じくらいのはずなのだが、勝敗は火を見るよりもあきらかであった。

「何？　どうしたのよ？　何か問題でもっへえっ!?」

「？」

　それはヒノカも同じだったらしく、〝それ〟を確認した瞬しゆん間かん、彼女の意識は一瞬で昇しよう天てんしていった。

「さ、さっきから一体なんなんです？　私の顔に何かついていますか……？」

　が、当の本人はまったく気づいていないらしく、戸と惑まどった様子だった。

「……ぶくぶく……っぷはあっ!?」

　魂たましいが昇天した後、湯船に突っ伏ぷしていたヒノカだったが、なんとか蘇そ生せいしたらしく、猛然たる勢いで捲まくし立ててきた。

「ちょ、ちょっとなんなのよその胸は!?　確かに前からちょっとばかし大きいなとは思っていたけど、それ絶対天然物じゃないでしょ!?　完全にクロよ、クロ!?」

「な、なんですかいきなり!?　これは正しよう真しん正しよう銘めい──〝天然由来成分一〇〇パーセント〟ですよぅ！」

「いや、それだと化学処理されてるんだが……」

　シーナの突っ込みなど聞く耳持たず、ヒノカも負けじと反論する。

「あ、あたし知ってるのよ!?　胸が大きい人は、相対的に他も大きくなるってね！　つまりあんたのその胸は──〝偽ぎ乳にゆう〟よっ！」

　どーんっ！　と犯人はお前だ的にココの胸を指差し、ヒノカは断言する。

「む、むぅ……っ!?」

　阿あ修しゆ羅らもかくやというヒノカの威い圧あつ感かんに、一瞬気け圧おされたココであったが、ここで退ひいては〝偽乳〟だと認めるようなものである。

　断じてそれは出来ません！　と持論を展開し始めた。

「ひ、ヒノカさんは一つ〝勘かん違ちがい〟をしています！」

「ふ、戯ざれ言ごとを。あたしが一体何を勘違いしていると言うのかしら？」

　腕うでを組み、不ふ遜そんな態度で応じるヒノカの姿に、位置的にも両者の間にいたシーナは「何な故ぜそんなにも偉えらそうなのだろうか……」と事の成り行きを静かに見守っていた。

　間に入っても面めん倒どうそうだし、ならば適当に決着がつくのを待つことにしたのである。

　これが大きくもなければ小さくもない──〝ほどよい大きさ〟を持つ者の余よ裕ゆうであった。

「そもそも、脂し肪ぼうがつく場所は人それぞれなんです！」

「うっ!?」

「上半身は瘦やせているのに、足が太くて悩なやんでいるとか、何故か二の腕ばかり太くなってしまうとか、例を挙げればキリがないですけど、私の場合、たまたまそれがお胸とお尻しりだっただけに過ぎません！　見てください、この張りのある桃もも尻じりを！（ぷりんっ）」

「ぐ、ぐぬぬ……っ」

　どうやら風向きが変わってきたようである。

　悔くやしそうに唇くちびるを嚙かみ締しめるヒノカの胸元は、驚おどろくほどに垂直であった。

「ふ、どうやら私の勝ちのようですね？（ぼよよんっ）」

「ぐ、ぐふぅっ!?」

　ココのボディブローに、ヒノカの心が折れそうになっていると、ふいにシーナが「ところで」と前方を指差して言った。

「彼が先ほどから徐じよ々じよに距きよ離りを詰つめているのだが？」

「「──っ!?」」

「げっ!?」

　見れば、確かにシーナが指し摘てきしたとおり、端はしの岩場近くにいたはずのミナトが、いつの間にやら、女子たちの数メートル先で、どっしりと背を向けているではないか。

「「「……」」」

「……」

　女子たちの視線が、鋭えい角かくで突き刺ささっていることを背で察知したミナトは、つーっと無言で再び距離を広げていこうとするも、「──どこへ行くのかしら？」とヒノカに言われ、逃とう亡ぼうは未然に阻そ止しされてしまった。

「何か言い分があるなら聞いてあげるわよ？」

「分かった。じゃあまずこれだけは言わせてくれ。これでも一応お年頃の男の子だ。そんな俺の前で、おっぱいの話題なんてされた暁あかつきには、そりゃ聞き耳も立てるのは仕方のないことだと思う。いかがだろうか？」

「なるほど。あんたの言いたいことは分かったわ」

「おお、寛かん大だいな判断に感謝する」

「いいえ、どういたしまして。で、遺ゆい言ごんは以上かしら？」

「全然寛大じゃない!?」

　がーんっ、と白目をむくミナトに、ヒノカは「当然でしょ？」と酷こく薄はくに告げる。

「ゲーム内とはいえ、あたしの胸を見ようとしたわけだし」

「いや、お前の胸にはそんな興味がなぶっ!?」

　背後から飛んできた桶おけの直撃を食らい、ミナトは湯船に沈しずむ。

「──っぶはあっ!?　いきなり何すんだよ!?」

「自じ業ごう自得でしょ！　どうせあたしの胸はお子さまサイズよ！　ふんっ！」

　背後でぷいっとそっぽを向いたヒノカに、ミナトは「誰だれもそんなことは言ってないだろ……」と肩かたを落とす。

　すると、ココが「で、でも私は、ミナトさんになら別に……（ぽっ）」と恥はじらう乙おと女めのような反応を見せてきた。

　と。




「……おっぱいビッチ」




　ぼそり、とヒノカがそう呟つぶやき、ココは「だ、誰がおっぱいビッチですかぁ!?」とこれに抗こう議ぎの声を上げた。

「あら、本当のことでしょ？　暇ひまさえあれば、そのいやらしい脂肪の塊かたまりを、ミナトに見せつけてるくせに」

「そ、そんなことしてません！　大体、それを言うなら、ヒノカさんだって酔よった勢いで、〝抱だいて〟みたいな感じのことを言ってたじゃないですか!?」

「ち、違ちがっ!?　あ、あれは薬の副作用で言わされてたのよ!?　っていうか、あんたなんで知ってんのよ!?」

「さあ、なんででしょうね──〝ミナトしゅき～〟さぁ～ん？」

「～～～～っっ!?」

「……」

　不毛な言い合いを続ける二人に頭痛を覚えながらも、ミナトはシーナに尋たずねる。

「よう、シーナ。どうだ？」

「うん？　いや、〝馬ば鹿かだなあ〟と」

「いや、そうじゃなくて……。こういうのも意外と悪くないだろ？」

「ふむ、確かに君が私の胸に興味津しん々しんと分かった瞬間、なんとも言えぬ刺し激げきが背筋を」

「だからそっちじゃねえよ」

　つーか、お前の性せい癖へきなんて……まあ後学のためにお聞かせ願おうか。

　紳しん士しな面おも持もちで続きを待っていたミナトだったが、シーナはふっと口元を綻ほころばせながら、「冗じよう談だんだ」と言った。

「……」

　些いささかショックを受けたミナトだった。

「ああ、確かに悪くはないな。君のアホさ加減や、彼女らの騒さわがしさもそうだが、こんなにも気を遣つかわずに、誰かと接したのは久しぶりだし、内心楽しんでいる自分がいることもまた事実だよ」

「ならよかったよ。そっちの二人も、俺同様にアホではあるけど、基本的にはいいやつらだからな。俺も一いつ緒しよにいて楽しいんだ、これが」

　そう言ってみれば、当人たちはかなり慌てた様子だった。

「な、なんですかいきなり!?　ほ、褒ほめたっておっぱいくらいしか出ませんからね!?」

「そ、そうよそうよ──って、何言ってんのよあんた!?　やっぱりただのおっぱいビッチじゃない!?」

「い、いえ、ほら、アピールポイントはしっかりと主張しておきたいじゃないですか？」

　ちらっ、とヒノカの胸元を見やったココは、「あらー……」とわざとらしく驚いた。

「……あんた、後で覚えときなさいよ」

　わなわなと震ふるえる拳こぶしを握にぎりつつも、ヒノカは「……ま、まあでも？」と言った。

「このヒノカさまと一緒にいて、退たい屈くつなんてことがあるわけないと思うのだけれど……？　ね、ねえ？」

「えっ？　ま、まあそうですね……はい」

「……ちょっとなんなのよ？　そのあきらかにそうでもないです感は」

「え、えへへっ」

　ふひゅふひゅ～、とあからさまな口笛で誤ご魔ま化かそうとするココだったが、見事に吹ふけてはいなかった。

　そんな彼女らのやり取りを、ふふっと小さく笑うシーナに、ヒノカはジト目を向ける。

「あんたものんきに笑ってんじゃないわよ？」

「いや、すまない。君たちといると飽あきないなと思ってな」

「ふん、当然よ。だからあんたも変に落ち込んでいないで、もっと気楽に考えればいいんじゃない？　あたしも最近思うけど、意外と人生、なんとかなるものよ？」

　そっぽを向いて言うヒノカの顔は、温泉の熱気にあたったのか、それとも別の理由か、少々赤っぽくなっているようだった。

「そうだな……。君の言うとおりかもしれないな……」

　ヒノカに言われたことを嚙み締めている様子のシーナに、ミナトも「なあ、シーナ」と背を向けたまま、言葉を投げかける。

「……なんだ？」

「いや、お前は期待されまくって、自分が分からなくなったって言ってたよな？」

「ああ、そうだ……。基本的に周囲が望んだ私で在り続けたからな……。しかしそれは本当に私の望んだ私自身なのか──それが分からなくなったと君には言ったよ……」

「そうだったな。じゃあ今はどうだ？　俺たちが〝掘ほりたい〟って望んだこの温泉だけどさ、結果的に、お前は俺たちの期待に応えてくれたとはいえ、途と中ちゆうでいろんなことがあっただろ？　例えばだけど、お前が俺の前で弱気になったりとかさ」

「それは……本当にすまないと思っている……。だが君には私の〝素〟の部分を見られているから、たとえ〝普ふ段だんの私〟を装よそおったところで、それが偽いつわりだと即そく座ざに見み抜ぬかれると思ったんだ……」

「ああ。たぶん普通に分かると思うぞ」

「うむ……。ならばどうすればよいのか……。それが分からなくなって、あんな醜しゆう態たいを見せてしまった……。以後気をつけようと思う……。本当にすまない……」

　と。




「──いや、それでいいじゃねえか。何謝ってんだよ？」




「えっ？」

　ふいにそう言われ、シーナは目を丸くして固まった。

「俺が望むお前が無理なら、お前が望むお前でいればいいだろ？　ただそれだけのことじゃねえか？」

「いや、それは……」

「まあ難しく考える必要はないさ。要は俺に見せた〝素のお前〟でいいんだよ。というか、それなら俺に出会った時点で、とっくに出来てるじゃねえか」

「……」

「あの時は〝ザ・無気力〟って感じだったけど、あれも〝素のお前〟だろ？　他人の期待に応えるだけじゃない、無気力で夢も希望もないふにゃふにゃのシーナ──俺は十分楽しかったぞ？　で、少なくとも、あの時に比べれば、今のお前は〝無気力じゃないシーナ〟だろ？」

「そう、なのだろうか……」

「ああ、俺はそうだと思うぞ。どうすればいいのか分からないから、悩みながら進み続ける──それは〝無気力〟とは言わないだろ？」

「……うん」

「大体なぁ、俺らはまだまだ成長途中のお子さまなんだぜ？　俺でさえ、生まれてから一八年しか経たってないんだ。お前はさらに少ないだろ？」

「まあ一六だから、さらにと言うほどではないのだが……」

「そう、〝まだ〟一六歳なんだよ。だったらもっと悩なやんだり、それこそ色々やってみればいいじゃねえか。せっかく自由になる時間が出来たんだ。悲観するだけじゃもったいないだろうが」

「……もったいない、か……。ふ、確かにそうかもしれないな……」

　自じ嘲ちようの笑みを浮うかべるシーナに、ミナトも「そうだ、もったいないぞ」と頷うなずく。

　すると、シーナの方から「なあ」と語りかけてきた。

「うん？　どうした？」

「いや、そういえば、何な故ぜあの時私を連れて行こうと思ってくれたのか、とな。見るからにふにゃふにゃで、死にたがっていた私なのに、君は今日ここへ行くことを誘さそってくれた。それはやはり私のパッシブが《ダウジング》だったからか？」

　シーナにそう問われたミナトは、「もちろんそれも理由の一つさ」と頷き、言った。

「でもな、俺が本当にお前を連れて行こうと思ったのは、お前が〝面白いやつ〟だと思ったからだ」

「面白いやつ……？」

「ああ。さっきも言ったけど、俺は昨日ふにゃふにゃなお前と話していて、普通に楽しかった。けどお前は死にたがるほど、色々なことに絶望していて、本当にいつ死んじまうか分からないような状じよう況きようだった」

「それは……」

「あー、別に責めようとか、そういうわけじゃないから、そこは勘かん違ちがいするなよ？」

「……うん」

「まあそんな時だ。俺は何か前向きになれるようなことはないかと、お前のステータスを見せて貰もらった。そしたら《ダウジング》なんて最高のレアスキルを持ってるじゃねえか。こりゃもう〝運命〟だと思ったぜ」

「運命……？」

「おう。何せ、〝温泉が掘りたい〟と思っていた時に、それを可能にさせる力を持ったお前と出会った上、しかもお前は初期パラメータのまま、デスゲームとなったこの状況で、一ヶ月以上も生き延びていたんだぞ？　都合のいい解かい釈しやくかもしれないけどさ、俺はもしかしたら、神さまとやらが、〝シーナと一緒に温泉を掘れ〟って言ってるんじゃないかって、本気でそう思ったんだぜ？」

「そ、それはさすがに君の思い込みだと思うが……」

「はは、それでも構わないさ。で、俺はこう思ったわけだ。『そうだ。皆みんなで一緒に温泉を掘ったりなんだりして、こいつを満足させてやろう』『もしそれで本当に温泉を掘ることが出来たのなら、この絶景だし、きっとこいつも満足してくれるだろう』『そんで願わくば、どんな形であれ、〝生きたい〟と思うようになってくれたらいいな』ってさ」

「……」

「まあ結果的にこうして温泉は掘れたわけだし、万ばん々ばん歳ざいだろ。で、どうだ？　今も〝死にたい〟って、〝全部どうでもいい〟って思うか？」

　ミナトの問いに、シーナは俯うつむきながら「……分からない」と答えた。

「分からない？」

「ああ……。正直、私は今君にそう言われ、素の自分を受け入れてくれたことを嬉うれしく、本当に嬉しく思っている……。だから少なくとも、今は前向きでいられていると思う……。だがこの気持ちがずっと続くかが分からないんだ……。例えば、もしこれから先、〝素〟であり続けた私を、君が受け入れてくれなくなった時が来たら……」

　と、シーナが自らの肩かたを不安そうに抱だけば、




「──ああ、そりゃないない」




「えっ……」

　一切の逡しゆん巡じゆんなく、しかもいつものお気楽なトーンでそう言い切ったミナトに、シーナは思わず呆ぼう然ぜんとしてしまった。

「い、いや、何故〝ない〟と言い切れる!?　あるかもしれないだろ!?」

「いや、ないなぁ。つーか、なんで拒きよ否ひる必要があるんだよ？」

「え、いや、だって……その……め、面めん倒どうだろう？」

「いや、別に」

「……」

　二人の間に微び妙みような空気が漂ただようこと数秒。




「──そ、そんなかっこいいことを言うミナトさんなんて、私の知るミナトさんじゃありません！」




「「……」」

　なんか現れた。

　というか、それ以前に、お前は空気を読むことを覚えような？

　背中越ごしに半眼を向けるミナトに、ココは力説する。

「ミナトさんはちょっとエッチで頼たよりなくて、でもエッチでかっこよくないエッチな人なんです！」

「ほぼエロいやつじゃねえか!?　そんなにエロいことしてねえだろ!?」

「何言ってるんですか、このおパンツマニア！」

「おパンツマニア!?」

　不名めい誉よ極きわまりない称しよう号ごうにミナトがぎょっとしていると、ふいに「……ぷっ」と誰だれかが吹き出したような声が聞こえた。

　──シーナだ。

「ふふふふふ……くふふふふ……あははははははっ！」

　シーナがお腹なかを抱かかえながら、おかしそうに笑っていたのだ。

「ほら、ミナトさんの痴ち態たいにシーナさんも笑ってるじゃないですかぁ!?」

「いやいや、俺のことを笑ってるわけじゃないだろ!?」

「いいえ、これはおパンツマンなミナトさんのことを笑っているんですぅ！」

「おパンツマン!?　マニアじゃないの!?」

「や、やめろ、君たち……。これ以上は……」

　涙なみだを浮かべながら笑いこけるシーナだが、二人のコントはなかなか終わる気配を見せなかった。

「ミナトさんは、おパンツマンマニアなんですぅ！」

「なぬっ!?　ついにおパンツマンのマニアになったぞ!?」

「だ、だからもうやめっ……くっふふふふふふっ」

「……はあ、まったく何やってるのよ、あんたたちは……」

　と、一人呆あきれるヒノカだったが、彼女の口元にも、薄うつすらと笑みが浮かんでいた。

　そうして一同が微笑ほほえましい雰ふん囲い気きに包まれていると、




『──キシュアアアアアアアアアアアアアアアアアッッ!!』




「おっ？」

「ひ、ひいっ!?」

　遠方で大型のモンスターと思われる咆ほう哮こうが轟とどろき、ミナトたちの眼前に広がる茜あかね色いろの情景に、一層の風ふ情ぜいを与あたえる。

「な、なんですか今のは!?」

「ああ、どっかでモンスターが吼ほえたみたいだな。なかなかおつなもんじゃないか」

「あ、ああ、なるほど……。でも確かに、こうやってモンスターさんが吼えたりすると、なんだか〝ジュラシック〟なのに、〝白はく亜あ紀き〟の恐きよう竜りゆうしかいないパークのような感じがしますねっ」

「なんであんたはそんなことを覚えてるのよ……。でもそうね。これで〝翼よく竜りゆう〟の一いつ匹ぴきでも飛んでいたら、それっぽくて最高だったのだけれど」

「ほう？　では飛ぶのはあまり得意ではないのだが……」

　──ざぱあっ。

「ちょ、ちょっと!?　その恰かつ好こうで飛ぶんじゃないわよ!?　またあの変態が喜ぶでしょ!?」

「……」

　それは一体誰のことですかねえ？

「そ、そうですよ!?　タオルが身体からだに張りついて、凄すごいことになってるじゃないですか!?　私のお色気ポジを奪うばわないでくださいよぅ!?」

「凄いこと……」

　ごくり、と生なま唾つばを飲み込みつつ、ミナトはミリ単位で再び距きよ離りを縮める。

　次はバレぬよう、細心の注意を払はらって聞き耳を立てていれば、

「早く降りてきなさいこの露ろ出しゆつ魔ま！」

「そうですよ！　そんなものはさっさとお湯の中に隠かくしてください！」

「お、おい、危ないからあまり引っ張るな!?　──って、うわあ!?」

「きゃあっ!?」

「あうちっ!?」

「……うん？　──うおっ!?」

　どたばたと三人が絡からみ合うように、ミナトの方へとなだれ込んできた。

「「「「──っぶはあっ!?」」」」

　そして四人同時に湯船から顔を出す。

「だ、だから〝危ない〟と言っただろう!?　何を考えているんだ君たちは!?」

「それを言うなら、あんたが半はん裸らで飛び始めたのが、そもそもの原因でしょうが!?」

「それよりせっかくのジュラシックな風情が台無しじゃないですかぁ!?」

　はだけたタオルが三枚ほど湯面に浮かぶ中、女子たちは言い争いを続ける。

　が。




「あのー……」




「何よ!?」「なんだ!?」「なんですか!?」

　途と中ちゆうで声をかけられ、三人は怒いかりの形相で声のした方を向く。

「「「……」」」

　そこで三人が目にしたのは、湯船に浸つかりながら、だらだらと鼻血を垂らし続けている、すこぶる真顔のミナトだった。

　固まっている三人に、ミナトは片手を挙げながら告げる。

「これはさすがに不ふ可か抗こう力りよくだと思う。ので、俺は悪くない」

「「「～～っ!?」」」

　その後、四人分の絶ぜつ叫きようが響ひびき渡わたったのは言うまでもない。




　　　　◇




　話は少々前──ミナトたちが温泉でまったりと過ごしていた頃ころ。

　精せい悍かんな顔立ちをした、ミナトと同年代くらいの少年──〝ハルマ〟率いる攻こう略りやく組の一団もまた、火山地帯へと足を踏ふみ入れていた。

　彼らが狙ねらうのは、この辺りに生息する、体長二〇メートルほどの地ち龍りゆう型モンスターで、肉体そのものが〝結けつ晶しよう物質〟で出来ているという希少種──〝ヤモンメジス〟だった。

「──はあっ！」

『キイッ!?』

　戦せん闘とう開始からどのくらいの時間が経過したのかは分からないが、ハルマの斬ざん撃げきがヤモンメジスの頭部を斬きり裂さき、結晶の破片が辺りに散らばる。

　それは陽ひの光を反射し、きらきらと、まるで砕さい氷ひよう──〝ダイヤモンドダスト〟のような輝かがやきを放っていた。

『キガアアアアアアアアッ！　──グガッ!?』

　怒りに身を任せて特とつ攻こうしてくるヤモンメジスだが、ハルマは攻撃と同時に大おお盾たて組とスイッチし、後方に離り脱だつする。

　ヤモンメジスの突とつ進しんは大盾組の防ぼう御ぎよ壁へきに阻はばまれ、『ギギアアアアアアアアアアアッ！』とその怒りをさらに膨ふくれ上がらせていった。

　相手の隙すきを見て、攻撃に特化した近距離部隊が一撃を入れ、これらにヘイトを集めつつ、すぐさま防御に特化した部隊と入れ替かわり、また隙を見て一撃を入れ、即そく座ざに後退する。

　もちろんその間、遠距離組による援えん護ご射撃が途切れることはない。

　組員の生存率に重きを置いた、攻略組の常じよう套とう手段である。

　本音を言えば、遠距離攻撃部隊のみで、さらなる生存率の向上を目指したいところではあったのだが、ボスクラスのモンスターは、『一定以上離はなれた攻撃及およびセーフティエリア内からの攻撃に対し、〝物理攻撃無効〟状態と化す』という特性を持っているため、否いや応おうなしにある程度は接近しなければならなかったのだ。

　しかも大盾組もダメージを軽減することしか出来ないため、彼らを盾にした、遠距離攻撃のみという戦術は、なかなか使うことが出来なかったのである。

　これもそう考えることを予想して、あらかじめゼロが設定しておいたのだろうと確信したハルマは、その狡こう猾かつさに改めて憤いきどおりを覚えていた。

『キシイイイイイイイイイイイイイイッ！』

　だが今はそんなことを悠ゆう長ちように考えている場合ではない。

「──全近距離組は一いつ斉せいに離脱！　スイッチと同時にサポート組は〝閃せん光こう弾だん〟を放て！」

『了りよう解かいっ！』
















　ハルマの指示によって投げ込まれた、多数の《閃光弾》が炸さく裂れつし、辺りが一いつ瞬しゆんにして目ま映ばゆい光に包まれる。

『ギアッ!?　ガギアッ!?』

　これに視界を塞ふさがれたヤモンメジスは、顔を振ふり、なんとか視界を回復させようとするも、動きがかなり鈍にぶくなっており、攻略組にチャンスが訪おとずれる。

「今だ！　──〝リッパーフォール〟！」

『ギギャアアアアアアアアアアアアアアッッ!?』

　重力を味方につけたハルマの斬撃が、ヤモンメジスの〝尾お〟を切断──斬り落とされた〝尾〟は、放物線を描えがきながら飛び、数メートル離れた岩場にぶち当たった。

『オオオオオオオオオオオオオオッッ!!』

　組員たちから歓かん声せいが沸わくが、ハルマは彼らに気を引き締しめるよう声を張り上げる。

「最後まで気を抜ぬくな！　近距離組は敵の反撃に注意しつつ、一気に畳たたみ掛かけろ！」

『うおおおおおおおおおおおおおっっ!!』

　全方位からの絶え間ない連続攻撃がヤモンメジスを襲おそい、さしものやつもついに追い込まれてしまった。

『……キシュ……ギガアアアアアッ……ガア……ガッ!?』

　ズシンッ！　とその巨きよ体たいを横たえたヤモンメジスに、ハルマはそのままトドメを刺さすべく斬りかかる。

　仕留められる時に仕留めておかなければ、今度はこちらが仕留められる番になるかもしれないからだ。

「はああああああああああああっ！」

　気力、タイミングともに最高の一撃を、ハルマはヤモンメジスへと見み舞まう。

　これで今回の遠えん征せいも終しゆう了りよう──奇き跡せき的に犠ぎ牲せい者しやも出ず、久しぶりに皆みなと勝利に沸くことが出来る。

　そう、ハルマが心の片かた隅すみで思った──瞬間。




『──キシュアアアアアアアアアアアアアアアアアッッ!!』




「なっ!?」

　誰だれもが予想だにしていなかった最悪の事態が、無情にも彼らに襲いかかったのであった。










　四章　俺たちはデスゲームを謳歌する







　翌朝、モンスターの攻撃が届かない、岩いわ陰かげのセーフティエリアで夜を明かした一行は、名な残ごり惜おしくも下山し、炭鉱の街──《マイン》へと戻もどってくる。

　昨日の一件で、シーナも少しは元気になってくれたようで、今も皆のために、珍めずらしい熱帯植物の実を、ミナトに肩かた車ぐるまして貰もらいながら、必死に《採集》しようとしていた。

　もちろんそこまで高い位置ではないので、飛べばすぐ採れそうなものなのだが、「誰かと協力して収しゆう穫かくしたいんだ」というシーナたっての希望で、肩車することにしたのである。

　そうして全員分の実を採ることにも成功し、しゃりしゃりと皆でこれを味わう。

　が──ぴとっ。

「……あのぅ～、そろそろ降りて貰えませんかねぇ？　もう採り終わりましたよねぇ？」

　ココが額に青筋を浮うかべながら、ミナトの頭を抱かかえ込んでいるシーナに向けて言う。

　だがシーナは、「残念だがそれは出来ん。側そばにいないと死にたくなる」とこれを涼すずしい顔で拒きよ否ひし、白目をむいているミナトの頭を、ことさら抱え込むようにしていた。

　どういう意図があってのことかは分からないのだが、シーナは自分の素──つまり〝全て〟を受け入れてくれたミナトに、何やら思うところがあるらしく、今朝方から妙みように親しげなのである。

「「……」」

　一連の事情を把は握あくしているココとヒノカも、少しくらいならまあ仕方ないだろうと許容していたのだが、肉食モンスターとのエンカウント多発地域ゆえ、早々に下山しなければならないにもかかわらず、まさかの道中エンドレスで親しげな上、今もこの有り様である。

　これにはさすがの二人も些いささかイラッとしているようで、ココもじっとしてはおれず、先ほどから幾いく度どとなく、このように二人の間に割り込み続けてはいるものの、しかしシーナはそれをことごとくはね除のけており──ぐいっ。

「な、何をする!?」

「そ、それはこっちのセリフですよぅ!?　一体いつまでくっついてるんですかぁ!?」

　ついにココは実力行使に出始めた。

「ちょ、君、放したまえ!?」

「嫌いやですぅ～!?　っていうか、ミナトさんも私に構ってくださいよぅ～!?　あなたのマイワイフなんですよ～!?」

「いや、だから別に結けつ婚こんしてるわけじゃ……」

　と、鬱うつ憤ぷんの矛ほこ先さきがミナトに向けられかけた時のこと。

　──ざわざわ。

「……うん？」

　ふと街の入り口付近が騒さわがしいことに気づいた一行は、揃そろって何事かと足を止めた。

「なんか随ずい分ぶんと騒そう々ぞうしいわね？」

「ですね。何かあったのでしょうか？」

「ふむ、あれは〝攻略組〟か？　かなり消しよう耗もうしているようだが……」

　と、ふいにヒノカが何かを発見したらしく、「あっ……」と驚おどろいたような声を上げる。

　どうしたのかとミナトたちもその視線を追っていけば、

「……くそっ……こんなことになるなんて……」

　そこには、以前《フォート》の街中で、彼女に絡からんでいた男性プレイヤーの姿があった。

　だが彼は以前のような強気の面つら構がまえではなく、頼たよりの剣けんは折れ、装備も半はん壊かいしている上、全身が傷だらけと──満身創そう痍いの様子で地面にへたり込んでいた。

「……っ!?　……っ」

　ヒノカの姿に気づいたプレイヤーは、あからさまに顔を背そむけ、近づいた彼女にも、険の含ふくんだ口調で言った。

「……笑いたきゃ笑えよ。散々言った俺がこのザマだ……。返す言葉もねえ……」

「別に笑いに来たわけじゃないわよ。ここにはたまたま来てただけだし。それより何があったの？　相当やられたみたいだけど……」

　ヒノカが辺りを見み渡わたせば、彼と同じく、ずたぼろになったプレイヤーたちの姿が、ひっきりなしに飛び込んできた。

　攻略組がここまでやられたのは、ヒノカが知る限り初めてのことである。

　こうならないよう、綿密に陣じん形けいや作戦の類たぐいが練られていたからだ。

「なんてことはねえよ……。ただいつも通りに素材を取りに行っただけだ……。勝てるって皆思ってた……。でもやつの方が……あのヤモンメジスどもの方が一枚上手だった……。ただそれだけのことだ……。俺たちは負けたんだよ……やつらにな……」

「そう……」

　顔を伏ふせ、「……ちきしょう。あんなのどうすりゃいいんだよ……」と塞ぎ込んでしまったプレイヤーに、ヒノカもかける言葉が見つからず、静かにその場を去る。

「ダメね……。かなりショックを受けているみたい……。昨日あたしたちの見た、あの結晶のモンスターにやられたんだって」

　首を振りながら戻ってきたヒノカに、ミナトは「そうか。お疲つかれ」と労ねぎらいの言葉をかけてやる。

「あいつらも色々と大変みたいだな。俺も一目でやばいとは思ってたけど、あの〝ヤモンメジス〟ってのは、攻こう略りやく組でも勝てないようなやつだったんだな」

「そうみたいね……」

「そういえば、君は元攻略組だったな？　なんならもう少し残っていくか？」

　シーナにそう気を遣つかわれたヒノカだったが、「いえ」と彼女の申し出を丁重に断った。

「その必要はないわ。これはあいつらの問題だしね。あたしたちは、あたしたちのやるべきことをやりましょう」

「ふむ、そうか。君がそれでいいなら、私は何も言うまい」

「ええ。ありがとう、シーナ」

「うむ」

　互たがいに微笑ほほえみ合う二人に、ミナトの口もふっと綻ほころぶのだが、

「ぶ～、なんか二人ともいい雰ふん囲い気きじゃありません～？」

　一人仲間外れ感を味わったらしいココが、ミナトの服をくいっと引っ張りながら、口を尖とがらせてきた。

「なんだ？　やきもち焼いてるのか？」

「そ、そんなわけないじゃないですか!?　ただ私も交ざりたかっただけですよぅ!?」

「いや、それを世間では〝やきもち〟って言うんだけどな……」

　ぷうっと可愛かわいらしく頰ほおを膨ふくらませるココに、ミナトは呆あきれ気味に嘆たん息そくするのだった。




　そんなこんなで飛行船を使い、《フォート》へと戻った一行は、〝工事中〟の囲いに覆おおわれた、建設作業中のマイホームを見つめ、いよいよ最後の一つとなったクエストを受けるべく、ＮＰＣのおっさんに詳しよう細さいを聞きに行くことにする。

　ヒノカたちも暇ひまなので同行すると言い、結局フルメンバーでＮＰＣの下もとへと赴おもむくことに。

　件くだんのＮＰＣがいるのは、《フォート》のギルド内にある〝建設クエスト〟のカウンターで、その見てくれは、いかにも〝棟とう梁りよう〟というような感じの、筋骨隆りゆう々りゆうなおっさんだった。

「よう、おっさん。最後のクエストを受けに来たぞー」

「おう、待ってたぜ──って、また一人かわいこちゃんが増えてるじゃねえか」

　棟梁に視線を向けられたシーナは、ぺこりと軽く会え釈しやくをする。

「ああ、まあな。色々あって、一いつ緒しよに行動することにしたんだ」

「ほう、そりゃ何よりだ。いつの時代も、〝英えい雄ゆう〟ってのは女好きだからな」

　そう大口で笑う棟梁に、ミナトは「勘かん弁べんしてくれ……」と顔を顰しかめる。

「俺は〝英雄〟なんて柄がらじゃねえよ……」

「何言ってんだ。この短期間で、ここまで俺たちの依い頼らいをこなしたのは、俺が知る限り、お前さんたちが初めてだぞ？　十分資質ありだろうよ」

「そりゃどうも。よかったな、ココ。お前は英雄だそうだ」

　ミナトに話題を振ふられたココは、「え、そうなんですか!?」と彼の言葉を真に受け、何やら含み笑いを浮かべ始めた。

「ふっふっふっ、今度から私のことは、〝ココ先生〟と呼んでくれてもいいですよ？」

　どーんっ、と豊満な胸を張るココに、ヒノカも「はいはい。凄すごいですね、ココ先生は」と適当にあしらっていた。

「さて、次が最後の素材になるわけだが、こいつがなけりゃ〝家〟ってもんは完成しねえ。そんくらい大事なもんだ」

　と、前置きした後、棟梁は神しん妙みような面おも持もちで、最後の素材が火山地帯に生息する、大型肉食モンスターのあるものだとミナトたちに告げる。

「「「「……」」」」

　それを聞いたミナトたちは、色々な意味で若じやつ干かん引くも、しかしそれさえ取ってくれば、念願のマイホームが完成すると気持ちを切り替かえ、クエストを受注し、ギルドを後にする。

「というわけで、偶ぐう然ぜんにも昨日やり過ごした、あの〝ヤモンメジス〟の巣に行かなくちゃいけなくなったわけだが……」

　そう、棟梁の言う〝火山地帯の大型肉食モンスター〟とは、攻略組を返り討ちにしたという、あの〝ヤモンメジス〟だったのである。

　もちろん現状最高の装備と人員の揃っていた、攻略組をボコにしたようなやつゆえ、まともに戦って勝てる相手でもなく、さてどうしたものかとミナトたちは頭を悩なやませる。

「ところで、お前たちはどうする？　相手も相手だし、無理して付き合わなくてもいいんだぞ？」

　そう告げた相手は、当然、ヒノカとシーナであった。

　元々ココと一緒に始めたクエストなので、わざわざ危険を冒おかしてまで付き合う必要はない、と彼女らの身を案じて提案したのだが、

「何言ってんのよ？　ここまで来たんだから、最後までやるに決まってるでしょ？」

「そうだな。これで君たちに死なれたら、私としても後味が悪いし、何より私は君の側にいないと、すこぶる死にたくなるのでな」

　二人は首を横に振り、クエストへの同行を決めてくれた。

「えへへっ、じゃあまた皆みなさんで温泉旅行ですねっ」

「クエストだ、クエスト。まあ終わったら、またひとっ風ぷ呂ろ浴びるのもいいけどな」

「ですです！　是ぜ非ひそうしましょうです！」

　満面の笑みでそう頷うなずくココに、一同の顔もやんわりと綻ぶ。

　だが相手はあのヤモンメジスである。

　皆みんなの安全のためにも、生半可な装備と作戦で挑いどむわけにはいかない、とそう考えたミナトは全員に告げる。

「よし、じゃあとりあえず少しでも成功率を上げられるよう、装備を新調しよう。シーナも課金装備のままだしな」

「ああ、一切手をつけてないぞ」

「だったな……。それ、デスゲーム以降は初期装備と同じ値だから、ヤモンメジスどころか、あそこの雑ざ魚こモンスターの一いち撃げきを食らっただけでも死にかけるぞ？」

「ふむ、以前はそれでも構わなかったのだが、今は少々考えも変わったのでな。何かよい装備を見み繕つくろってくれると助かる」

「おう、分かった。じゃあお前の装備は俺が選ぶとして、ココも俺が選んでいいか？」

「ダメです──と言っても、あなたは選ぶのでしょうね。なら構わないわ」

「いや、誰だれの真ま似ねだよ……」

　無む駄だに上う手まい演技のココに、ミナトはジト目を突つき刺さしながら言う。

　顔までそれっぽくなってる辺りが腹立つわぁ……。

「で、ヒノカはどうする？　俺の知り合いに、熟練度の割と高めな鍛か冶じ師がいるから、そいつに頼たのもうと思うんだが、お前が自分で作ってくるって言うなら、それはそれで構わないし、足りない素材もくれてやるぞ？」

「ええ、ありがとう。あまり気は進まないのだけれど、あたしも一応攻略組の中に、割と《鍛冶》スキルの高い知り合いがいるから、彼女に頼んでみることにするわ。素材は足りなくなったら連れん絡らくするから、その時はお願いね」

「おう、了りよう解かいだ。じゃあ各おの々おの準備を整えて、明日の朝九時に《マイン》の宿屋──《鋼はがねの土竜もぐら亭てい》前に集合な。遅おくれるようなら、伝言板でもなんでもいいから連絡をくれ」

「はいっ」「ええ」「うむ」

　ミナトの言葉に三人は揃って頷き、ヒノカは件の知り合いの下へ。

　ミナトもココとシーナを連れ、同じく《鍛冶》スキル持ちのプレイヤーの下へと、足早に向かうのであった。




　そうして翌日は──午前九時。

　約束通り《マイン》にある宿の一つ──《鋼の土竜亭》前に集合した四人は、それぞれが新たな装備に身を包んでいた。

　もっとも、見た目的な変化はほとんどなく、しいて言えば、〝武器が新しくなった〟という程度であった。

　というのも、ミナトを含ふくめ、防具は以前のものが、各々外見的にも気に入っていたらしいので、〝クロスディフェンド〟で防ぼう御ぎよ力だけを上げることにしたのである。

　ミナトはハンドアックス系の《ウォーバサラ》を武器に、《バンディットシリーズ》という防具をクロスディフェンドしたことで、〝移動速度上じよう昇しよう〟と〝採集速度上昇〟、そして〝炎えん熱ねつ系地域ダメージ無効〟という三つの特性が発動されており、さらにオーブをいくつか装着したことで、スタミナの減少速度を下げたり、回復薬の効果を上げたりと、とにかく〝生せい還かん〟に重きを置いた編成になっていた。

　ココは《森の賢けん者じやシリーズ》をクロスディフェンドし、〝移動速度上昇〟と〝回かい避ひ速度上昇〟の他、〝炎熱系地域ダメージ無効〟に〝気配遮しや断だん効果（大）〟という、四つの特性が発動されるようになっており、さらにオーブでミナトと似たようなスキルが付くよう設定されていたのだが、新調した《アンチマテリアル》というこの銃じゆう──実は〝ヘビーライフル〟という重装系の、やたらとデカい銃で、通常のエルフでは装備出来ない類たぐいのものなのである。

　未いまだ直っていないステータス同様、色々とバグっているココだからこそ出来た芸当なのだが、正直、アバターにどんな影えい響きようがあるか分からない以上、これを装備することに、ミナトは反対していた。

　しかしココが、「少しでも皆さんのお役に立ちたいんですっ」と真しん剣けんな眼まな差ざしで懇こん願がんしてきたため、〝装備するのは本当にやばそうな時のみ〟という条件の下、ミナトも折れることにしたのであった。

　そして初期ステータスのままだったシーナは、武器を《祈いのりの弓》に新調し、課金装備の《ゴシックシリーズ》に、《ガブリエルシリーズ》という防具をクロスディフェンドしたことで、〝飛行速度上昇〟と〝移動速度上昇〟、そして〝炎熱系地域ダメージ無効〟の三つの特性が発動しており、前述の二人同様、オーブで不足部分を補う形になっていた。

　ただヒノカに関しては、先の三人とは違ちがい、一人知人の鍛冶師に頼んだため、少々構成が異なっており、《戦女神の槍そう杖じよう》を武器に、《ブラッドライフシリーズ》をクロスディフェンドしたことで、特性は〝移動速度上昇（大）〟と〝炎熱系地域ダメージ無効〟の二つだけだが、オーブの装着枠わくが多く、ほとんどをそちらでカバー出来るようになっていた。

「よし、ヒノカもばっちり装備を整えてきたようだな」

「当然よ。あたしを誰だと思っているの？」

　腕うでを組み、ヒノカが不ふ遜そんな態度でそう告げれば、ココが「はいっ、私知ってますっ」と機き敏びんに手を挙げながら言った。

「〝ヘルメット・エレファント〟さんですよねっ」

「なんで〝ヘルメットを被かぶった象〟みたいになってんのよ!?　〝アルティメット・エレメンタラー〟だって言ってんでしょ!?」

　睨にらみを利きかせながら声を荒あららげたヒノカに、ココは「ひいっ!?」と悲鳴を上げ、ミナトの後ろに身を隠かくした。

「……いや、なんであたしが悪いみたいになってるのよ……」

「ふ、君も大変だな（ちらっ）」

「そしてなんであんたもそこに隠れてんのよ!?」

　と、そんなやり取りをしつつ、一行はお目当てのモンスター──〝ヤモンメジス〟の巣へと向かうべく、《マイン》を出発する。

　先日通ったルートと同じルートを辿たどり、リポップ済みの大岩までやってきた一行は、この辺りで休きゆう憩けいし、スタミナの回復も兼かねてお弁当を食べることにした。

　もちろん作ったのは、《家事》スキルで料理がめきめきと上達しつつあった、お袋ふくろの味のスペシャリストことココである。

　サンドイッチセットとお茶を各々に渡わたし、束つかの間の休息を取る四人。

　ミナトはサンドイッチを頰ほお張ばりながら、作戦の最終確認を行った。

「さて、今一度作戦を確認しておくが、まず俺たちの目的は、あくまで〝クエストアイテムの確保〟であって、戦せん闘とうじゃない。ヤモンメジスの巣からアイテムさえ奪だつ取しゆ出来れば、後はもう全力で離り脱だつすればいい。分かってるな？」

「は、はいっ」「ええ」「ああ」

　全員が揃そろって首しゆ肯こうし、それを確認したミナトも「よし」と頷く。

　そう、今回の目的である依頼品は、ヤモンメジスが〝落とす〟アイテムであって、倒たおして剝はぎ取るタイプのものではないため、必ずしもこれを倒す必要はないのである。

「恐おそらく巣の近くにあるだろう」という棟とう梁りようの話から、ミナトたちはヤモンメジスを巣から遠ざけ、その隙すきに巣を探たん索さくしてアイテムを回収後、速すみやかに離脱する予定であった。

「ココとシーナはセーフティエリアにいるから大だい丈じよう夫ぶだとは思うが、念のため、細心の注意を払はらいながら行動してくれ。もちろん危なくなった時は、迷わず離脱するように」

「りょ、了解です……っ」

　ぷるぷる震ふるえながら敬礼するココに続き、シーナも「分かった」と頷く。

　とくにシーナは、五種族で〝最も打たれ弱い〟フェアリーアバターである。

　装備を新調したとはいえ、油断は禁物だ。

「ヒノカは一番危険なアイテムの回収役になるわけだが……大丈夫か？」

「当然よ。すでにあたしの中じゃ、新居でのティータイムを楽しんでいるくらいだもの」

　そう軽口を叩たたくヒノカだったが、顔つきに余よ裕ゆうのなさが表れているのは明白だった。

「そりゃ心強いな。万が一の時には、必ず俺がお前らのサポートに回るから、とにかく各々全力でクエストにあたってくれ。そして皆揃って無事に帰ろう」

「「「──」」」

　一同が無言で頷き、いよいよ休憩の時間も終わりを迎むかえる。

　カルデラ状の地形を囲むように布ふ陣じんしたミナトたちは、互たがいに手で合図を送りながらやり取りし、攻こう撃げきの機会を窺うかがう。

　最さ中なか、ミナトの指示を受け、セーフティエリアでココと控ひかえていたシーナは、懐ふところから装備同様に新調した、パッシブ用の小道具──〝銀のはりがね〟を取り出していた。

「では始めるぞ──と、その前に」

「？」

　ココが首を傾かしげる中、シーナはスクリーンショットで撮とっていたであろう、ミナトの写真を取り出し、ぽーっとこれを眺ながめてから嘆たん息そくした。

「……はあ、死にたい……」

「ちょ、なに人の旦だん那なに思いを馳はせているんですかぁ!?　そんなことより、さっさと始めてくださいよぅ!?」

　ココにそう怒おこられたシーナは、「……ふう、仕方あるまい」としぶしぶ写真を懐にしまい、「──〝ダウジング〟」と自身のパッシブを使って、周囲の探索を行った。

「──よし、分かった。これから目印を付けるから、手はず通り頼む」

「分かりましたっ」

　しゅびっとココが敬礼する中、シーナはペイント効果のある小ビン付きの矢を構え──シュバッ！

　矢はシーナの狙ねらい通りの場所に命中し、見事マーキングを成功させる。

　そこまで大きな音も立たなかったので、ヤモンメジスも気づかなかったらしく、未だに背を丸めて眠ねむり続けていた。

　同様の矢を数本、それぞれ別の場所に放ったシーナは、これでよしとばかりに頷く。

「では頼むぞ」

「は、はいっ」

　緊きん張ちようした面おも持もちで頷うなずいたココは、スナイパーが如ごとく俯うつぶせで寝ね転ころがり、ヘビーライフルの《アンチマテリアル》を構える。

　そして──。

「うぅ、ごめんなさいですぅ～……えいさっ！」

　その銃口から、特製の〝麻ま痺ひ弾だん〟が射出された。

『──キシュアッ!?』

　相変わらず状態異常系弾薬にあるまじき威い力りよくの攻撃が炸さく裂れつし、ヤモンメジスを起こすことにも成功──やつは敵対者を威い嚇かくし始める。

　しかもやつは、軽度の〝毒〟状態に陥おちいっていた。

　そう、ココの撃うった〝麻痺弾〟は、ヒノカの手によって再調合された──〝魔ま女じよの麻痺弾〟だったのである。

　しかしそこはボスクラスのモンスター──やはり効果はそこまで高くはないようだ。

「ひいっ!?　こ、こっち向きましたぁ～!?」

「そうだな。では私も撃ち始めるとしよう。──ふんっ！」

　シーナが鉄製の矢を引き、ヤモンメジスの眉み間けんを見事に捉とらえる。

　が──ガキンッ！

『ギシュアアアアアアアアアアアアアッ！』

　ヤモンメジスの結けつ晶しよう物質は、シーナの攻撃をものともせず、ダメージも〝０〟だった。

「ふむ、硬かたいな……。やはり通常の矢ではダメか……。ならば次はヒノカに貰もらった、この〝特製品〟を試してみるとしよう」

「え、意外と楽しんでません……？　──よいしょっ」

　再び〝魔女の麻痺弾〟を撃ち、薬やつ莢きようを飛ばしながら言うココに、シーナは「そうか？」と首を傾げつつも、口元は緩ゆるんでいた。

　誰だれかのために気き兼がねなく力を使うことに、シーナ自身喜びを感じていたからだ。

「──そこだっ！」

『ギャガアアアアアアアアアアアアアッ！』

「うむ、これはなかなかいいな。まあ何な故ぜ氷属性の矢が爆ばく発はつしたのかはさておき。ダメージが〝０〟とはいえ、やはりど派手な攻撃の方が、ヘイトを集めやすいのだろうな。さて、ならば次はっと……」

「ちょ、やっぱり楽しんでるじゃないですかぁ!?」

「ふ、まあそういうこともあるさ。ほら、君も手を動かしたまえ」

「うぅ、私はあまりモンスターさんを傷つけたくないんですよぅ～……」

　ドヒュウッ！　と今度は〝魔女の麻ま酔すい弾だん〟を撃つココに、シーナは「大丈夫だ」と男前（？）に笑いながら言った。

「身体からだの傷はいずれ治る」

「え、私の心の傷は!?」

「すまん、それは専門外だ」

「超ちよう無責任!?」

　そんな感じで、ヤモンメジスのヘイトをココたちが集め、やつが二人の方へとのそのそ歩き始めた隙に、彼女らの真向かいに陣取り、この時を待っていたヒノカが、気づかれぬよう忍しのび足あしで巣へと近づく。

「……っ」

　純じゆん粋すいなスピードでは、ヒノカがパーティー内でも随ずい一いちなため、彼女が最も危険な役割を担になうことになったのである。

　なお、ミナトは両陣営の、ちょうど真ん中くらいの位置に身を隠し、全体を見み渡わたしながら、不測の事態に備えていた。

　万が一のことがあった場合、ミナトが身を挺ていして彼女らを守ることが出来るように、だ。

「……」

　そろりそろりと抜ぬき足で巣へと辿り着いたヒノカは、ヤモンメジスの背を睥へい睨げいしつつ、依い頼らい品を探し始める。

（頼たのむぞ……っ）

　なるべく音を立てぬよう、慎しん重ちように巣を漁あさるヒノカを、ミナトは固かた唾ずを吞のみながら見守る。

「──っ！」

　と、その時、ヒノカが依頼品を見つけたらしく、それを腰こしの革袋にしまった。

　そしてミナトに向けて、両りよう腕うでで〝○〟の仕草をしたヒノカに、彼も（よしっ！）と内心拳こぶしを握にぎる。

　が。

「……えっ？」

　踵きびすを返そうとしたヒノカと、ふいに壁へき面めんに浮うかび上がった〝瞳ひとみ〟の視線が重なった。

　どうして〝目が合っている〟のか。

　そもそもこれは一体なんなのか。

　次から次へと頭の中に疑問が溢あふれ出すヒノカだったが、〝瞳〟の主ぬしは彼女に考える暇ひまを与あたえず、壁かべから這はい出して吼ほえた。

『──キシュアアアアアアアアアアアアアアアアアアッッ!!』

「「「──なっ!?」」」

　ヒノカ以外の三人が驚きよう愕がくに両目を見開く。

　何故なら、現在彼らの眼前には、〝二体〟のヤモンメジスが存在していたからだ。




　──〝つがい〟。




　そう、ここをテリトリーとしているヤモンメジスは、巣の前で侵しん入にゆう者を阻はばむ〝雄おす〟の他、もう一体──岩壁に食い込み、これに擬ぎ態たいして卵を守る、〝雌めす〟の個体が存在していたのである。

　雌は基本的に〝卵〟を守っているため、よほどのことがない限り動かないのだが、ヒノカが思った以上に近づいて来たので、危機感を覚えたのだろう。

『ギイヤアアアアアアアアアアアアアアアアアアッ！』

　雌は大事な子どもを守るため、擬態行こう為いを解除し、ヒノカに襲おそいかかろうとしていた。

「え、噓うそ……」

　突とつ如じよ目の前に怒いかり心頭のヤモンメジスが現れたのである。

　一いつ瞬しゆん頭が真っ白になったヒノカだったが、その時、彼女の脳のう裏りに、昨日会ったプレイヤーの言葉が過よぎった。

『でもやつの方が……あのヤモンメジスどもの方が一枚上手だった……。ただそれだけのことだ……。俺たちは負けたんだよ……やつらにな……』

　何故もっと詳くわしく聞いておかなかったのか。

　彼は言っていたのだ──ヤモンメジスが〝複数いた〟ということを。

　だが時すでに遅おそし──次いでヒノカの身体中を駆かけ巡めぐったのは、抑おさえ切れないほどの速度で沸わき上がってくる、〝恐きよう怖ふ〟という感情であった。

「で、出た出た出た出たああああああっ!?　み、みみみみミナトおおおおおおおおっ!?」

　顔面蒼そう白はくになって腰を抜かすヒノカだったが、




「──走れえええええええええええええっっ!!」




「──っ!?」

　そんな怒ど号ごうとともに、雌の顔面付近で爆発が起こる。

『キシュシャアアアアアアアアアアッ!?』

〝パチンコ〟で飛ばせるサイズの〝火薬の詰つめ合わせ〟ゆえ、ダメージがそこまであったわけではないのだが、驚おどろきからか、雌は堪たまらずその場で地じ団だん駄だを踏ふんだ。

「……あっ……ちょ、じょ、冗じよう談だんじゃないわよおおおおおおおおおっ!?」

　それで正気を取り戻もどしたらしいヒノカは、脱だつ兎との如くその場から離り脱だつし始める。

「おらおらおらおらあっ！」

　未いまだ逃とう走そうを続けるヒノカを無事に逃にがすため、ミナトはありったけの〝火薬の詰め合わせ〟を、〝パチンコ〟で連続発射する。

『ギシュアアアアアアアアアアアアアアッッ!!』

　当然、大したダメージがないことに気づいた雌は、次し第だいに動じなくなり、再びヒノカを襲おうと前進するのだが──ドパンッ！

『──ギャシャアアアアアアアアアアアアアッッ!?』

　爆発音に次いで噴ふき出した水柱が、再びやつの進行を防いでくれた。

「もう一発だ！　今度は右側を狙え！　それがダメなら左下のやつでも構わん！」

「は、はい！」

　シーナの指示に頷き、ココは再び引き金を引く。

　だが次に撃った場所からは、なんの反応も起こらなかった。

「ちっ、そう上う手まくはいかないか……っ」

　舌打ちし、シーナは悔くやしそうな表情を見せる。

　そう、ココが狙ねらっていたのは、先ほどシーナが《ダウジング》で探知した、〝水脈〟のマーキングポイントだったのである。

　万が一の場合、水か温泉を噴き出させ、ヤモンメジスの注意が引けるよう、あらかじめ用意しておいたのだ。

　その甲か斐いあってか、雌の足止めには成功したのだが、

『──ギャギイイイイイイイイイイイッッ!!』

「うおっ!?　そっちもか!?」

　愛する雌を攻こう撃げきされたことで、雄の方がぶち切れたらしい。

　ヒノカを助けるために飛び出したミナトに、雄は憎にくしみという憎しみを向けていた。

「ああ!?　ごめんなさい、ミナトさぁ～ん!?」

「すまん！　そっちに行った！」

　なんとか攻撃を続ける二人だが、ココの攻撃力を以もつてしても、雄のヘイトは完全にミナトに固定されてしまったようで、引き止めることすら敵かなわなかった。

「いや、構わん！　後は俺に任せろ！　それとヒノカをよろしく！」

　そう声を張り上げ、ミナトは地を蹴けり、全力で駆け出す。

　最さ中なか、前にもこんなことがあったなと懐なつかしくなるミナトだったが、状じよう況きようはあの時以上に絶望的であった。

　何せ、ここは平和な《フォート》付近のフィールドではなく、存在を察知されただけで、問答無用の攻撃を仕し掛かけてくる──〝肉食系モンスターどもの巣そう窟くつ〟だったからだ。

「うおおおおおおおおおっ！」

　ミナトは持てる全ての力を発揮し、火山地帯を駆ける。

　もちろん直線で競えば、あっという間に追いつかれてしまうだろう。

　ゆえに、ミナトは岩山を右に駆けたり左に駆けたり、登ったり降りたり、滑すべり込んだり大だい跳ちよう躍やくしたりと──とにかく縦横無む尽じんに走り続けていたのだ。

　が。

『ギギャウッ！』

「──ぐはっ!?」

　雄が頭あたまを振ふった衝しよう撃げきで、頭部の結晶物質が飛び、ミナトの背を直撃する。

　一気にライフがレッドゾーンに突入するが、ミナトは根性で踏ん張り、「こ、こんちきしょおおおおおおおおおおおっっ!!」とやけくそになって足を動かし続けた。

　ココと出会った時も、このようにドッグァーラを引きつけ、森の中を駆け巡ったが、今回は追ってくる速度も格段に上で、まったくターゲットが外れる気配がしなかった。

「くそおおおおおおおおおおおおおおおっっ!!」

　ライフがレッドゾーンである以上、少しでも回復薬を摂せつ取しゆしたいところではあったが、その瞬間だけ疾しつ走そう速度が落ちるため、歯は痒がゆくもこれに頼たよることは出来なかった。

　これでスタミナ切れを起こせば、ミナトは一撃の下もとに屠ほふられ、光となって消えるだろう。

　せっかくいい仲間たちも出来たし、これが終われば、念願のマイホームも完成するのだ。

「こんなところで死んで堪るかああああああああああああっっ!!」

　ミナトはそう歯を食い縛りながら、山の頂を目指し、山道を無心で登り続ける。

　そうして走り続けたミナトの目に、見覚えのある光景が見え始めてきた。




『おいでまっせ！　天然ココの湯温泉』




　先日皆みんなで一いつ緒しよに堪たん能のうした、見晴らしのよい崖がけ際ぎわの──〝一同お手製温泉施し設せつ〟である。

「うおおおおおおおおおおおおおおおっ！」

　そう、たまたま〝崖際〟に造っていたのだ。

　せっかく全員で掘ほるところから始めた温泉である。

　皆との思い出もあるし、出来ればここに誘さそい込みたくはなかった。

　だがそうしなければ、恐おそらくこいつらから逃げ果せることは出来やしないだろう。

　生きてさえいれば、温泉はまた何度でも造り直せる。

　ならば……っ、とミナトはヤモンメジスどもを温泉施設に突撃させ、そのまま崖から落下させるべく、《ＤＩＹ》の力でこれの主要部分を〝解体〟し始める。

　足場さえ〝解体〟してしまえば、やつらをそのまま落とせるはずだ、と。

　しかし──。

『──キシュアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアッッ!!』

「やべっ!?」

　当然、ヤモンメジスどもは、そんな暇など与えてはくれなかった。

　ライフは未だにレッドゾーン──今やつの牙きばを受ければ、間ま違ちがいなくミナトのライフは〝０〟になるだろう。

〝解体〟自体は今し方終わったのだ。

　後はやつらの攻撃さえ避よけることが出来れば、なんとかなるはずだったのだ。




　だが──あの攻撃はもう避けられない。




　これが〝走馬灯〟と呼ばれる現象なのか、全てのことがゆっくりと、しかし確実にミナトを〝死〟へと誘いざなっていく。

「く、くっそおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおっっ!?」

　今までともに過ごしてきた皆の顔が、順にミナトの脳裏を過ぎり、大口を開いたヤモンメジスの牙が、その身体からだに突つき立てられようとした──瞬間。




「──ダメえええええええええええええええええええええええっっ!?」




「──なっ!?」

　ふいに横から飛び出してきたココが、勢いよくミナトを突き飛ばした。

　どうして彼女がここにいるのか。

　どうして飛び出してきたのか。




　どうして彼女の小さな身体に──ヤモンメジスの牙が突き立てられているのか。




　後方に突き飛ばされたミナトは、何が起こったのかまったく理解出来ず、ボロ切れのように宙を舞まうココの姿を、ただ眺ながめ続けることしか出来なかった。

　その間、たぶん一秒もなかったと思う。

　そうして間かん髪はつを容いれず、温泉の囲いをぶち破った二頭のヤモンメジスは、突とつ進しんの勢いを殺せぬまま、崖がけの向こう側へと飛び出していったのだった。




　いかなオープンワールドといえど、ゲームである以上、フィールドには必ず〝境界〟が存在する。

　当然、プレイヤーはその〝境界〟に入ることを許されず、見えない壁かべにぶち当たったり、元の場所に戻ったりしてしまうのだが、システムの一部であるモンスターは別である。

　ゆえに、二頭揃そろって崖下へと落ちてしまったヤモンメジスは、落下途と中ちゆうでその姿を消失させた。

　もちろん完全に消えてしまったわけではない。

　エリア外に出たモンスターは、討とう伐ばつされたモンスター同様、しばしの時間を置いた後、きちんとリポップする仕様になっているからだ。

　だがそうはいかないのが〝プレイヤー〟である。

「ココ……どうして……っ」

「「……」」

　遅おくれて現れた女子たちも、半はん壊かいした温泉の有り様と、その近くで横たわるココを抱だき、項うな垂だれるミナトの姿に全てを察し、かける言葉もなく、ただ佇たたずむことしか出来なかった。

「ごめんな……。ごめんな、ココ……。俺がもっとしっかりしていれば……」

「……」

　そう涙なみだぐみながら語りかけるも、ココからの返事はなく、それどころか、淡あわく彼女の身体を包んでいた輝かがやきが、次第にその強さを増していく。




　──まるで命の灯ともし火びを燃やし尽つくしてしまうかのように。




「ココ……」

「……くっ」

　ミナト同様、ココの死に胸を痛め、ヒノカとシーナも堪らず泣き出してしまう。

「うぅ、ちきしょう……。せっかくこれで家も完成するってのに……。お前に一番いい部屋をやろうと思ってたのに……。ちきしょう……っ」

「う、うぅ……ココ……」

「く、うっ……」

　三人の嗚お咽えつが辺りにこだまする中、ココの身体がぱあっと一層の輝きを放つ。

　いよいよ最さい期ごの時が来てしまったのだ。

「うぅ、くそぅ……。ココ……行かないでくれ……ココ……っ。お前がいなくなっちまったら……俺は、俺は……さ、寂さびしいじゃねえかよおおおおおおおおおおおおおおっっ!?」

　と。




「──え、本当ですか!?」




「「「──っでへえっ!?」」」

　普ふ通つうにココが起き上がり、三人はずっこけそうになった。

「あれ？　どうしたんですか？　皆さん」

「「「……」」」

　しかもココはきょとんとした顔でミナトたちを見つめており、今までの心配してた気持ちはなんだったの的な思いに包まれる三人。

　だが彼女が生きていたのは事実であり、どうやって生き返ったのか、そもそも死んでいなかったのか、だとすれば今の輝きは一体なんだったのか──とにかく一同は疑問をぶつける。

「あ、あんた、本当にココなの……？」

「はいっ、正真正しよう銘めい本物のココさんですっ」

「い、いや、それより君……生きていたのか……？」

「もちろんですよぅ。ほら、見てください、このしなやかな足をっ」

　しゅっと機き敏びんに自らの足を見せつけた後、ココは思い出したように言う。

「あ、それよりミナトさん！」

「え、あ、はい……」

「私がいないと〝寂しくて死んじゃう〟って本当ですか!?」

「え、いや、さすがにそこまでは……って、うおっ!?　お、おい!?　ココ!?」

　突とつ如じよぎゅっと抱きついてきたココに、ミナトも赤面しながら戸と惑まどう。

「えへへぇ～、私もミナトさんがいなくなったら寂しくて死んじゃいますよぅ～。これはもう相思相愛ですねっ」

　ほんわかと笑いながら抱き締めてくるココに、ミナトも最初は戸惑いを隠かくせなかったのだが──ひしっ。

「……えっ？」

　ミナトはそのままココをぎゅうっと強めに抱き返した。

「み、ミナトさん……？」

　突然のことに、ココが困こん惑わくしながらミナトの名を呼べば、彼は一言「……よかった」と呟つぶやいた後、真っ赤な顔でばっと身体を放した。

「と、とにかくだ！　今後あんな真ま似ねは絶対するなよ!?　俺もそうだが、ヒノカとシーナもめちゃくちゃ心配したんだからな!?」

「ご、ごめんなさい……」

　ミナトにそう怒おこられ、しゅんっとしてしまったココだったが、彼は「でも」と彼女の頭を撫なでながら、一転して柔にゆう和わな口調で言った。

「ありがとな。お前のおかげで助かったよ。本当にありがとう」

「ミナトさん……」

「でも本当にどうして助かったんだろうな？　傍はたから見ても、完全に致ち命めい傷しようだったはずなんだが……。ココは何か覚えてないか？」
















「いえ、それが私にもよく分からなくて……」

　困ったように首を横に振ふるココだったが、ふと何か思い当たる節でもあったかのように、「でももしかしたら……」と自身の髪かみを結っていたリボンに手を触ふれて言った。

「ミナトさんにいただいたこのおリボンが、やっぱり私のことを守ってくれたのかもしれませんね」

「うっ……」

　いきなりそう微笑ほほえまれたミナトは、思わぬ不意打ちに、顔が茹ゆで上がってしまった。

「……ミナトさん？」

「な、なんでもない！　とにかくお前が無事でよかった！　それだけで俺は大満足だ！」

「はいっ、私もミナトさんとこれからもずっと一いつ緒しよにいられるんだと思うと、それだけでとっても嬉うれしいですっ」

「～～～～っ!?」

「「……」」

　そんな微笑ましい二人の様子に、ヒノカたちも互たがいに顔を見合わせ、口元を綻ほころばせる。

　しばし穏おだやかな雰ふん囲い気きに包まれた一同だったが、ふと何やら大勢の足音が聞こえ、揃って何事かと振り返った。

「……攻こう略りやく組？」

　そう、ミナトたちの眼前に現れたのは、昨日ヤモンメジスたちに敗れ去った、攻略組の面々だったのだ。

　どこか驚おどろきを隠せない様子の彼らだったが、ふいにリーダー格と思おぼしき少年が前に出れば、ヒノカから「ハルマ……」という呟きが聞こえてきた。

　街中でヒノカを担かついでいた時にすれ違ちがった、件くだんのイケメンである。

「……ヒノカ？　どうして君がここに？」

〝ハルマ〟と呼ばれた少年も、ヒノカの存在に気づいたようで、些いささか驚いている様子だ。

「……まあ、ちょっと野や暮ぼ用でね」

　ヒノカが視線を逸そらしながら答えれば、ハルマは「……そうか」と返した後、「いや、それより……」と信じられないものでも見たかのような面おも持もちで問うてきた。

「……まさか君たちがあれらを倒たおしたのか？」

〝あれら〟とは、もちろん〝つがい〟だったヤモンメジスたちのことであろう。

「まあ……結果的にな。もっとも、倒すつもりは微み塵じんもなかったんだけどな」

「……そうだったのか。では〝あれ〟も君たちが？」

　そう残念そうな表情を浮うかべるハルマに、ミナトは「ああ」と頷うなずく。

　この状じよう況きようで言うくらいだ──彼らもまたミナトたち同様、例の〝依い頼らい品〟を求めてきたのだろう。

　ミナトたちがそれを手に入れたことを知ったハルマは、「──頼たのむ！　〝あれ〟を俺たちに譲ゆずってくれ！」と恭うやうやしく頭を下げてきた。

「な、なんだよ、やぶからぼうに……」

「厚かましいのは重々承知している！　だが俺たちには、〝あれ〟がどうしても必要なんだ！　だから頼む！　もちろんタダとは言わない！　出来うる限り、君たちの要望にも応える！　このとおりだ！」

「「「「…………」」」」

　このまま土下座でもしかねない勢いで懇こん願がんしてくるハルマに、ミナトたちも困った様子で顔を見合わせていた。

　本音を言えば──当然、渡わたしたくはない。

　あれだけ命いのち懸がけでゲットした代しろ物ものだし、これを持って帰れば、念願のマイホームも完成するのだ。

　しかし彼らもまた、この世界をクリアするため、命懸けで戦い続けている身。

　その思いを無下にしてまで、マイホームを完成させたところで、果たして心の底から喜ぶことが出来るのか。

　そう考えたのは、もちろんミナトだけではなかったらしい。

「──分かりました。じゃあ今回のこれは、あなたたちに差し上げます」

　笑顔でそう告げたココに、ミナトは「いいのか？」と尋たずねる。

　何よりマイホームの完成を楽しみにしていたのは、他ならぬ彼女自身だったからだ。

　だがそんなミナトの杞き憂ゆうとは裏腹に、ココは一切の逡しゆん巡じゆんなく、「はいっ」と頷いた。

「だってまた取りにくればいいじゃないですか。今度はこちらの皆みなさんにも手伝っていただけるようですし、でしたらもっと安全に取れるはずですっ」

　いつものように豊かな胸を張るココに、ミナトも「そっか」と微笑む。

「っつーわけで、こいつはあんたらにくれてやるよ。その代わり、今度俺たちが取りに行く時は、適当に協力してくれると助かる」

「ああ、それは約束する！　本当にありがとう！」

　再び深く頭を下げたハルマに、「はい、これ」とヒノカが例の〝依頼品〟を手て渡わたす。

　が。

「……あれ？　これは〝卵〟じゃないようだが……」

　渡された〝依頼品〟を見たハルマは、目を点にしながらそう確認してきた。

「〝卵〟？　いや、俺たちが取りにきたのは、ヤモンメジスの〝糞ふん〟だぞ？」

「……え、〝糞〟？　じゃ、じゃあ〝卵〟は……？」

「いや、知らんけど……えっ？」

「えっ？」

『えっ？』

　なんとも微び妙みような空気が辺りを包んだのであった。










　エピローグ







　数日後、棟とう梁りようからマイホームが完成した旨むねが告げられ、急いで現地へと向かった一行は、未いまだに囲いが付いたままのマイホームを見上げながら、各おの々おの感かん慨がい深くなっていた。

「ついにこの時が来たな……」

「そうですね……」

　思えば色々なことがあった……、と今までの経けい緯いを走馬灯が如ごとく思い出すミナト。

　ココとマイホームを造ると決めてから、金稼かせぎの《採集》と《調合》、及および《合成》に《錬金》と、とにかく様々なことに励はげみ続けた一ヶ月。

　途と中ちゆうでヒノカとも出会い、そうして手に入れた〝土地〟を土台に、建築用の〝素材〟が含ふくまれたクエストを死にもの狂ぐるいでこなす日々。

　難易度は徐じよ々じよに上がり、一体何度死にかけたことか……。

　終しゆう盤ばんにはシーナとの出会いもあり、皆みんなで温泉に浸つかったり、ハプニングでおっぱ……女子たちにぶん殴なぐられたり、その後のクエストで温泉がぶっ壊こわれたりなんだり──。

　そしてつい先日、最後のクエストに赴おもむき、無事──と言うほどでもないが、なんとかこれを終えることも出来た。

「それにしても、まさか最後の依頼品が、ヤモンメジスの〝うんこ〟だったとは思わなかったよな……」

「ええ……。しかも壁かべに塗ぬったそうですからね……」

　と、どこか遠いところを見ながら言う二人。

　そう、最後の依頼品は、あろうことか、ヤモンメジスの〝糞〟だったのである。

　何な故ぜそんなものを、命を懸けて取って来なければならなかったのか。

　実はただの嫌いやがらせなのでは……？　と邪じや推すいしつつあった一同だったが、棟梁曰いわく、ヤモンメジスの〝糞〟を壁の材料に混ぜることによって、耐たい久きゆう度と保温性が格段に増すため、建築物を造る際には、必ひつ須すの素材なのだとか。

　初めてそれを聞いた時には、さすがのミナトたちも若じやつ干かん引いてしまったのだが、実際に手に入れた〝糞〟は、どこからどう見ても宝石にしか見えなかったため、言いたいことは色々とあれど、全てを受け入れることにしたのであった。

　もちろんそれ以外には一切興味がなかったので、攻略組の方々が躍やつ起きになって探していたという〝卵〟とやらは、ハルマたちに譲ることにし、面めん倒どうな貸しは作りたくなかったので、お礼としていくらかのゴールドも貰もらった。

　そうして現在──ココにデザインを任せた家の囲いが、ついに剝はがされようとしていたのだ。

「じゃあ行きますよー？　皆さん、準備はよろしいですかー？」

　囲いの端はしをぎゅっと握にぎり、ココが最終確認をしてくる。

「いよいよね。一体どんな家になっているのかしら？」

「うむ。ココもデザインにはかなりの自信を持っていたようだしな。さぞかしスタイリッシュな感じに仕上がっているのだろう」

「そうだな。俺も緊きん張ちようしてきたぜ」

　三者三様の反応を見せるミナトたちの準備が整ったことを確認したココは、「じゃあ行きまーす！　じゃーんっ！」と囲いの布を勢いよく取っ払ぱらった。

　が。

「「「……」」」




　そこにあったのは──デカい〝オカメインコの顔〟だった。




「な、なんじゃこりゃーっ!?」

　ずんむりと両目が飛び出すミナトに、ココは上じよう機き嫌げんで「うふふ、可愛かわいいでしょう？」と嬉しそうに笑う。

「私の自信作です！　ほら、ほっぺの赤いところが〝窓〟になってるんですよぅ～」

　ぱかっ、と窓を開いたり閉じたりするココに、ミナトは「……Ｏｈ」と白目をむく。

　こんなものを造るために、死ぬ思いをしてクエストに臨のぞんでいたなんて……、と。

「ほらほら、お口が入り口で、おめめもほっぺた同様、窓になってるんですよぅ～」

「「「……」」」

　軽やかなステップを踏ふみ、今度は〝口〟の部分を開くココに、ミナトたちは出る言葉もなかった。

「じゃ、じゃあお幸せに……」

「そ、そうだな……」

　最さ中なか、そう言い残して去っていこうとしたヒノカとシーナだったが──むんずっ。

「「……」」

　ココは笑顔で「もう何言ってるんですかぁ」と二人の肩かたを摑つかみ、彼女らの逃とう亡ぼうは未然に防がれてしまった。

「うふふ、ヒノカさんはもちろんのこと、ついでにシーナさんのお部屋もちゃんと造っておきましたよぅ～」

「そ、それは感謝する。だ、だが私たちは」

「さあさあ、完成記念のお茶会をしましょう。さあ、行きましょう」

「い、いや、だからあたしたちは──」

　ぱたんっ、とご遠えん慮りよ申し上げる二人を連れ、ココは楽しそうに家の中へと消えていった。

「……」

　一人残されたミナトは、しばしショックから立ち直れず、呆ぼう然ぜんとしていたのだが、そんな彼の下もとに、件くだんの棟梁が現れる。

「よう、坊ぼう主ず。新居は気に入ってくれたか？」

「お、おう……」

　空返事のミナトだったが、棟梁は気にせず、彼に称しよう賛さんの言葉を送った。

「しかしおめえらはすげえよ。ヤモンメジスの〝糞〟ってのは、回収に多大な手間がかかる上、毎回必ず〝事故〟が起きたりするのが常なんだ。まあだからこそ、家を造るやつなんてのは、なかなかいねえんだが、おめえらはそれをたったの四人で、しかも全員無事に成し遂とげやがった。やっぱり英えい雄ゆうの資質があるぜ？　おめえらにはよ」

「そりゃどうも……」

　その英雄の資質とやらを、このオカメインコに使ったのだと思い、ミナトは再び白目をむく。

　と。

「──ほらよ。いいものを見せて貰った礼代わりだ」

　そう言いながら、棟梁は懐ふところから一つのアイテムを取り出し、ミナトに差し出してきた。

　それは手の平サイズの鉱石のようなもので、黄土色の輝かがやきをきらきらと放っていた。

「……これは？」

「俺が何十年も大工生活を続けた中で、たったの一度しかお目にかかれなかった代しろ物ものだ。一応探してはみたんだが、俺の知る限り、同じものは一切世に出回っちゃいねえ」

「いや、そんな大事なもの、受け取れるわけないだろ……」

　差し出した手を押し返そうとするが、棟梁はゆっくりとかぶりを振ふり、ミナトの手にそれを握らせてきた。

「いいや、貰ってくれ。というより、持っていけ。男が一度くれてやると出したもんだ。おめおめと持って帰れるわけねえだろ」

「んな勝手な……。まああんたがいらないって言うなら貰うけどさ……」

「おう、持ってけ泥どろ棒ぼう！　じゃあな！」

「泥棒……」

　複雑な気持ちになりながらも、ミナトはアイテムを受け取る。

　名前は〝土の断片〟というらしく、説明文には、『使途不明の鉱石。売ばい却きやく不可』とだけ書かれていた。

「いや、なんだよこれ……」

　いらんものでも押しつけられたんじゃないのか……、と去っていく棟梁の背に胡う乱ろんな視線を向けるが、受け取ってしまったものは仕方がない。

「はあ……」

　嘆たん息そくし、再びオカメインコの顔を見上げたミナトは、「……はあ。まあもうこの際これでいいか……」とがっくり肩を落としつつ、これに自ら食われていく。

　がちゃり、とくちばし模様になっている扉とびらを開ければ、ハーブのよい香かおりが鼻び腔こうをくすぐった。

「あ、ミナトさん♪　どうぞこちらへ～♪」

「お、おう……」

　ココに腕うでを引かれたミナトは、そのまま部屋の中央へと誘さそわれる。

　室内は木材のよさがいい感じに活いかされている、風ふ情ぜいある造りで、壁は薄うすいクリーム色で統一されており、テーブルや暖だん炉ろなどの調度品も、意外とシックな感じのものが多く、その外観とのギャップに、ミナトも些いささか戸と惑まどっているようだった。

　ココのことだし、内部もさぞかしぽわぽわでふわふわなのだろうと想像していたからだ。

「ささ、どうぞどうぞ～」

「おう、ありがとな」

　ココに促うながされ、ミナトは席に着く。

　そこではすでに、ヒノカとシーナが、〝ハーブティー〟を優ゆう雅がに堪たん能のうしていた。

「あら、遅おそかったわね？」

「ああ、建築屋のおっさんに捕つかまってな。それにしても、中は意外といい感じだな」

　周囲を見回しながら言うミナトに、シーナが「ああ」と頷うなずく。

「先ほど見せて貰ったが、他の部屋もなかなか凝こった造りをしているぞ。まあ外はあれだが……」

「そうね。これだけ快適なら、皆で頑がん張ばった甲か斐いもあるというものじゃないかしら。まあ外はあれだけど……」

「えへへ、そんなに褒ほめられたら照れちゃいますよぅ～。お家うちの中もそうですけど、やっぱり皆みなさんの言うとおり、お外が一番自信ありますからねっ」

「「「……」」」

　いや、そこ褒めてないんだけど……、と三人が白目をむいていれば、ココが新しい〝ハーブティー〟を淹いれてくれた。

「はい、まずは皆さんおかわりをどうぞ～」

「あら、ありがとう」

「うむ、感謝する」

　先に女子たちへ追加の〝ハーブティー〟を注いだココは、「そしてミナトさんと私ですぅ～♪」と鼻歌交じりに二つのカップを並べ、とぽとぽとこれらにお茶を満たしていく。

　が。

「……いや、ちょっとなんなのよそれ？」

「……うむ、我らのものとは些か形状が異なるようだが？」

　二人からそんな抗こう議ぎの声が上がり、ココは「え、そ、そうですかぁ？　私、全然気にしないで用意しちゃったんですけどねぇ？」とあからさまに視線を逸そらしていた。

「「……」」

　二人のジト目がココにちくちくと突つき刺ささるが、それもそのはずであろう。

　何せ、ココの用意したカップは、〝二つ並べると取っ手がハート形になる〟という──〝カップル御ご用よう達たしの品〟だったからである。

　ふひゅふひゅ～、と吹ふけない口笛で必死に誤ご魔ま化かしつつ、ささっとお茶を注いだココは、それをミナトの前に置き、「さ、さあどうぞ？」と飲むよう勧すすめる。

「お、おう」

　ちょうど喉のども渇かわいていたので、気にせず飲もうとしたミナトだったが──ずいっ。

「んなっ!?」

　シーナが無言で自分のカップとミナトのカップを交こう換かんし、ココのハートは彼女と作られることになってしまった。

「ちょ、ちょっと何してるんですか!?　せっかく可愛いペアカップを選んできたのに!?」

「うむ、なのでそれは私が使わせて貰うことにし、ミナトには私と間接的なあれをして貰うことにした」

　ずずず、とシーナがペアカップの片割れで〝ハーブティー〟を啜すすれば、ココはこの世の終わりのような顔で、「そ、その手があああああああああああああっ!?」と絶ぜつ叫きようした。

「……なんかよく分からんが、俺も喉渇いたし、とりあえず貰うぞ？」

　と、ミナトが交換されたカップに手を伸のばせば──ずいっ。

「むうっ!?」

　取っ手を摑む一歩手前で、ココが自分のカップとそれを置き換かえた。

「こ、こっちの方が多いですし、ミナトさんも、やっぱり多い方がいいですよねっ？」

「え、あ、おう……さんくす」

　ほのかに赤い顔でそう言うココに礼を言い、「では……」と改めて手を伸ばしたミナトだったが──ずいっ。

「ちょっ!?」

　今度はシーナが自分のカップと置き換え、「やはりこの柄がらは君の方が似合うと思う」と相変わらずの寝ね惚ぼけ眼まなこで言ってきた。

「そ、そうか。じゃあ……」

　と──ずいっ──ずいっ──ずいっ──ずいっ、ずいっ、ずいっ、ずいっずいっずいっ。

「ほ、ほらほら、シーナさん、せっかくのお茶が溢こぼれちゃいますよ？」

「うむ。だから君も、そろそろ手を止めたらどうだろうか？」

「あーもう！　せっかくのティータイムなんだから、もっと静かにしなさいよ！」

「……はあ」

　ルーレットのように高速回転するカップ類に、ミナトは大きく肩を落とす。

　彼の考えていたスローライフは、もっとまったりとした感じのものだったのだが、何な故ぜこんなことになってしまったのか。

　まあそれでもこうして皆で騒さわげているだけ、幸せなのかもしれないが……。

　と。

「「あっ……」」

　──じゃばっ。

「……」

　頭から〝ハーブティー〟をぶっかけられ、ミナトは白目をむきながら思った。

　いや、幸せじゃない気がしてきました……、と。



















　零─ゼロ─章







　時は一月前──あの運命の日へと遡さかのぼる。

「……」

　始まりの街──《フォート》をぐるりと俯ふ瞰かん出来る高台で、一人の少女が慌あわてふためくプレイヤーたちの様子を無言で見下ろしていた。

　この《サバイバルアーツ・オンライン》を開発したプログラマーの一人であり、最年少で世界最さい高こう峰ほうの大学を首席で卒業した天才美少女──それがこの〝ゼロ〟である。

　歳の頃ころは一〇代半ば、シルクのような光こう沢たくを放つ、銀寄りの金きん髪ぱつを風になびかせ、どこか浮うかない顔で佇たたずむその姿は、とてもこのデスゲームを考案した張本人だとは思いがたい。

　ログインしている全てのプレイヤーたちから、〝ログアウト〟という選せん択たく肢しを奪うばい、さらにここでの死を、現実世界での死と同義のものとする──それが彼女の考案したデスゲームである。

　だが彼女自身、別段やりたくてこのような行こう為いに及およんだわけではなかった。

　ただちょっと痛い目にあわせてやりたかっただけなのである。

　何故なら、このゲームは元々人が安易な道を選ばず、己おのれの知ち恵えと肉体を武器に、自然の一部として生かされていることを自覚しながら狩しゆ猟りようする──〝人間が最も人間らしく生きられる世界〟という基き礎そ理念の下、作り出されたものだったからだ。

　なのに会社側は、再三の抗議に聞く耳を持たず、高性能な武具類などの課金装備や、レアスキルのオーブが付属されたスターターパックなどを大量に発表したりと、彼女の理念を無む駄だにするような方針を取り続け、プレイヤーたちもそれに乗っかり続けてしまった。

　だからちょっと両者を痛い目にあわせようと、ただそう思っただけだったのだ。

　だけだったのだが……。

「……はあ、何やってるんだろう、私……」

　大きく肩かたを落とし、ゼロは呟つぶやくように独りごちる。

　プレイヤーたちがあれだけ騒いでいるのだ。

　今いま頃ごろは会社側も大慌てで、事態の把は握あくを急いでいることだろう。

　デスゲームを施し行こうする前は、彼女も自や棄けになっていたので、こうやって自らログインし、未いまだ大混乱に陥おちいっているプレイヤーたちの様子を、特等席で眺ながめようと考えていた。

　しかしいざこうして見てみると、そんなに楽しいものではない上、なんだか申し訳ない気持ちになってくるではないか。

　あの中には、きっと普ふ通つうにこのゲームを楽しもうと思っていた人たちもいたはずだ。

　ならば今彼女のしていることは、ただの八つ当たり以外の何ものでもない。

　一度冷静になってみれば、こんなに惨みじめでむなしいことはなかった。

「……もうやめよう」

　これ以上、彼らの姿を見ているのが辛つらくなってきたゼロは、ログアウトし、デスゲーム状態を解除しに行こうとする。

　が。

「……あれ？」

　メニュー画面を開いたゼロは小首を傾かしげる。

　なんと〝ログアウト〟どころか、オプション系の項こう目もくがすっぽり抜ぬけ落ちていたからだ。

「……」

　しばし呆ぼう然ぜんとしたゼロだったが、冷静に状じよう況きようを把握し、「……なるほど」と一人頷く。

「まあ周りが見えなくなっていたし、こういうこともあるよね……。じゃあ普通にハックしてっと……」

　呼び出したコンソールを高速でタッチし、ゼロは強制的にログアウトをしようとする。

　ゲームマスター的存在である彼女のアバターは特別で、他のアバターにはない機能が盛りだくさんの上、全てのスキルが使いたい放題かつ全ステータスがカンスト──さらにライフが〝０〟になっても死なない〝不死〟属性付きである。

　そんなチート持ちの彼女が、みすぼらしい初期装備を身に纏まとっているのは、初心者としてプレイヤーたちの中に紛まぎれようとしていたからに他ならない。

　もっとも、今となってはそれもただむなしいだけなのであるが。

「さてと……」

　これをプログラムしたのは、何を隠かくそう自分自身──たとえ本人がデスゲームに巻き込まれていたとしても、余よ裕ゆうで朝飯前だと指を動かし続けていたゼロだったが、

「──ひぎゃあっ!?」

　バチバチッ、と彼女のアバターを突とつ如じよ激しい電でん撃げきが襲おそい、「そ、そうだった……。〝防ぼう壁へき〟があったんだった……」と膝ひざから頽くずおれるように、地面へと倒たおれ込んでしまった。

　システムを完全に保護するため、万が一にも外部からのハッキングがあった場合、攻こう撃げき元のＰＣに過電流で反撃するよう、最高傑けつ作さくの防壁を張り巡めぐらせておいたのである。

　が、それをまさか自分自身で受けることになろうとは……。

　通常の状態でも、ドライブを破は壊かいさせられるほどの力を持つ防壁だ。

　そんなものを、ＶＲヘッドギアで意識を繫つなげている最さい中ちゆうに受ければ、一体どんな事態に陥ろうか──考えたくもないだろう。

「──」

　彼女はその本名──を〝綾あや瀬せ川がわここ〟といった。

　ゼロは薄うすれゆく意識の淵ふちで思いを馳はせる。

　理想の世界を創りたかっただけなのに……、と。

　そうして彼女の意識は、深い闇やみの底へと落ちていく。










　　あとがき




　まず拙せつ作さくをお手に取ってくださったこと、本当にありがとうございます。

　はじめましての方ははじめまして、お久しぶりの方はお久しぶりです。

　富士見ファンタジア文庫さまでは、前作『神かみ喰ぐいのエクスマキナ』以来、三年ぶりの新シリーズとなります、草くさ薙なぎです。




　そう──〝三年ぶり〟なのですよ！




　危うく霊れい圧あつが消えるところでしたぜ……。

　もちろんこの三年間、何もしていなかったわけではなく、地道に企き画かくを出したり、突つっぱねられたり、また出したり、やっぱり突っぱねられたりと、悪あく戦せん苦く闘とうの日々を送っていた次第でございます。

　そうして気づけば、〝三年〟という月日が流れ、まさに〝石の上にも三年〟という感じなのですが、しかし長かったなぁ……（白目）。

　あの苦労の日々を思い出すだけでも干からびそうになりますが、その甲か斐いもあってか、こうして皆みなさまに本をお届けすることが出来るようになったことに関しましては、私自身、とても嬉うれしく思っております。

　願わくば、一定の間かん隔かくでお届けしたいところではありますが、まあそれは今後の運次第ということで……。

　と、私の苦労話はさておき。




　さてさて、この物語は、デスゲームとなった超ちよう人にん気きネットゲームの中で、そんなの知らんぜよとまったり過ごす人たちのお話です！

　攻こう略りやく組の方々が命いのち懸がけでモンスターたちと戦っている傍かたわらで、主人公のミナトは、薬草などを採集したり、畑を耕したり、お家を造ったりして、和わ気き藹あい々あいとゲーム世界を堪たん能のうしつつ、美少女ヒロインたちとのどたばたな日常を送ることになります！

　ヒロインたちも個性豊かで、時には嬉しいハプニングが起こることもあったり!?

　前作『神喰のエクスマキナ』とは、また違ちがったタッチの作品になっておりますので、是ぜ非ひ彼らの物語を楽しんでいただければと思います！

　カバーをご覧になっても分かるとおり、庄しよう名なさんのイラストは本当に素晴らしいので、それだけでも手に入れる価値があるのではないかと！

　私もキャラデザを初めていただいた時は、お世辞抜ぬきで、あまりの可愛かわいらしさに言葉を失いましたからね……。イラストレーターさんって凄すごいなぁと……。

　とはいえ、お話の方も皆さまに楽しんでいただけるよう、誠心誠意書かせていただきましたので、どうぞご期待くださいませ！




　というような感じで、名な残ごり惜おしくも、謝辞の方へと移らせていただきたいと思います。

　この上なく素敵なイラストで、作品を彩いろどってくださった、絵師の庄名泉みつ石いしさま。

　刊行まで辛しん抱ぼう強づよく付き合ってくださった、新担当のＴさま及および、作品づくりに携たずさわってくださった全ての皆さま。

　そして今このあとがきを読んでくださっているあなたさまに、心よりの御お礼れいを申し上げたいと思います。





二〇一六年一一月吉きち日じつ　ツチノコ印の草薙アキ　










草薙アキ

●くさなぎあき



１９８６年に生をうけた、群馬県民と北海道民のハーフ。第24回ファンタジア大賞にて、『神喰のエクスマキナ』が銀賞と読者賞を受賞し、同作でデビュー。今回は前作とは違い、バトルよりもラブコメメインのお話になっております！　可愛い女の子たちとのスローライフを是非お楽しみください！


















口絵・本文イラスト／庄名泉石

カバーデザイン／アフターグロウ
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